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虎杖浜２遺跡周辺の地形
(この写真は財団法人日本地図センター発行の空中写真に加筆して作成したものである)

カラー図版１
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カラー図版６

１ H－８床面砂の堆積状況(東から)

２ H－13床面砂の堆積状況(北から)



２ H－６遺物出土状況(南から)

１ H－３遺物出土状況(南から)

カラー図版７



出土遺物(礫石器)

カラー図版８



例 言

１ 本書は、一般国道36号登別拡幅工事にともない、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成11・

12年度に実施した、白老町虎杖浜２遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書(第158集)である。

２ 遺跡の地番は、北海道白老郡白老町字虎杖浜334番地ほかである。

３ 調査は、第２調査部第２調査課が担当した。

４ 本書の編集は、第２調査部第２調査課末光正卓が担当した。

５ 文責者については、文末に記した。

６ 現場の写真は担当の調査員が、遺物の写真撮影は末光正卓が担当した。

７ 炭化物の放射性炭素年代測定は、株式会社 地球科学研究所に依頼した。

８ 残存脂肪酸分析は、株式会社 ズコーシャに依頼した。

９ 炭化種子同定は、札幌国際大学 吉崎昌一、北海道大学埋蔵文化財調査室 椿坂恭代の両氏に依

頼した。

10 動物遺存体の同定は、千歳サケのふるさと館 高橋理、札幌国際大学 太子夕佳の両氏に依頼し

た。

11 赤色顔料の分析は、北海道開拓記念館 小林幸雄氏に依頼した。

12 住居跡床面の砂質土(砂状物質)の分析は、第１調査部第１調査課 花岡正光が担当した。

13 空撮及び全体図作成は、株式会社 シン技術コンサルに依頼した。

15 本報告書に掲載されていない分析等の成果については、次年度以降の報告書等で掲載する予定で

ある。

15 石器等の石質鑑定は新家水奈が行った。

16 出土資料は、白老町教育委員会で保存・活用される。

17 調査にあたっては、下記の機関および人々の御協力、御助言をいただいた(順不同・敬称略)。

北海道教育庁生涯学習部文化課

白老町教育委員会 武永 真 白老町議会議長 高田寅雄

苫小牧市埋蔵文化財センター 佐藤一夫 宮夫靖夫 工藤 肇 兵藤千秋 赤石慎三

苫小牧市 二階堂啓也

伊達市教育委員会 大島直行 青野友哉 小島朋夏 仁木行彦

虻田町教育委員会 角田隆志 深川市教育委員会 葛西智義

木古内町教育委員会 菅野文二 南茅部町教育委員会 阿部千春 福田裕二

函館市教育委員会 田原良信 佐藤智雄 千歳市教育委員会 乾 哲也

札幌市教育委員会 加藤邦雄 上野秀一 羽賀憲二

稚内市教育委員会 内山真澄 宮古市教育委員会 加納由美

八戸市教育委員会 杉山 武 ㈱三共 大場靖友

北海道立アイヌ民族文化研究センター 古原敏弘

早稲田大学 金子浩昌 国立歴史民俗博物館 西本豊弘

千歳サケのふるさと館 高橋 理 札幌国際大学 吉崎昌一

北海道大学埋蔵文化財調査室 椿坂恭代 北海道開拓記念館 小林幸雄

国立科学博物館 松村博文



記号等の説明

１ 遺構に関して、本文及び図表中では次の略号を使用した。

Ｈ：住居跡 Ｐ：土壙、土壙墓、柱穴・杭穴 Ｓ：集石 Ｆ：焼土

F.C.：フレイク・チップ集中

盛土遺構、柱穴列に関しては１か所しか確認されなかったので、略号は用いていない。

２ 実測図、拓影図の縮尺は、原則として次のとおりで、スケールを付けてある。

遺 構 1：40 復原掲載土器 1：4 破片掲載土器 1：3 土製品 1：2

剝片石器 1：2 礫 石 器 1：3

３ 掲載遺物の写真は縮尺を統一していない。

４ 実測図中の方位は真北を示す。

５ 本文及び表中で、遺構の規模については次の要領で示した。なお、一部破壊されているもの等に

ついては、現存長を(丸括弧)で示した。

確認面の長径×短径／床面・壙底面の長径×短径／確認面からの最大深(単位m)

焼土、集石、盛土遺構等は次のように示した。

確認面の長径×短径／最大厚(単位m)

柱穴・杭穴のようなほぼ円形で、小型のものは次のように示した。

確認面の直径／確認面からの最大深(単位m)

６ 遺構の遺物出土状況図の記号は次のとおりである。

土 器：円 形 ○(白抜き)：床面出土 ●(黒塗り)：覆土出土

石器等：三角形 △(白抜き)：床面出土 ▲(黒塗り)：覆土出土

７ 土層の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構覆土等の部分的な層位についてはアラビ

ア数字で示した。

９ 表は原則として、章あるいは節ごとにまとめ、それらの最後の頁に掲載した。

10 図、表に関しては、原則として通し番号であるが、 章については各節ごとに番号を付した。
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Ⅰ章 調査の概要

１ 調査要項

事 業 名 一般国道36号登別拡幅(虎杖浜工区)工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者 北海道開発局室蘭開発建設部

受 託 者 財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 虎杖浜２遺跡(北海道教育委員会登載番号Ｊ－10－１)

所 在 地 白老郡白老町字虎杖浜334ほか

調査面積 平成11年度2,500m

平成12年度2,000m

調査期間 平成11年４月12日～平成12年３月24日(現地調査５月６日～８月31日)

平成12年５月18日～平成13年３月30日(現地調査７月３日～10月27日)

２ 調査体制

【平成11年度】

理 事 長 大澤 満

専 務 理 事 宮崎 勝

常務理事・第１調査部長 木村 尚俊

第 ２ 調 査 部 長 鬼柳 彰

第２調査部第２調査課長 高橋 和樹(発掘担当者)

文 化 財 保 護 主 事 新家 水奈(発掘担当者)

文 化 財 保 護 主 事 末光 正卓

【平成12年度】

理 事 長 大澤 満

専 務 理 事 宮崎 勝

常務理事・第１調査部長 木村 尚俊

第 ２ 調 査 部 長 鬼柳 彰

第２調査部第２調査課長 高橋 和樹(発掘担当者)

主 任 新家 水奈(発掘担当者)

文 化 財 保 護 主 事 末光 正卓

主 任 土肥 研晶

第１調査部第２調査課長 佐藤 和雄

主 任 鎌田 望

主 任 袖岡 淳子

文 化 財 保 護 主 事 芝田 直人

文 化 財 保 護 主 事 大泰司 統

北海道教育庁生涯学習部文化課調査班

文 化 財 保 護 主 事 宗像 公司

３ 調査の経緯［図１・２］

一般国道36号虎杖浜トンネルは、登別市との境界に近い、白老町の西端部に位置する。この虎杖浜

トンネルのオープンカット工事に先立つ埋蔵文化財発掘調査の経緯については、白老町教育委員会に

よる平成９・10年度調査の発掘調査報告書『虎杖浜２・ポンアヨロ４遺跡』(工藤 肇1999)に詳しく紹

介されているところである。繰り返しになるが、ここでは、報告書の記載にしたがって、簡単に経緯

を振り返っておきたい。
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札幌市を起点とし、室蘭市を終点とする国道36号は、太平洋岸に沿って道央から道南を結ぶ交通の

大動脈だが、交通量の増加とともに、昭和55年頃から虎杖浜トンネル周辺での交通事故も多発するよ

うになり、昭和60年以降、国道改善促進期成会が組織され、トンネルをオープンカットして、道路を

拡幅するよう、陳情が繰り返された。こうした気運のなか、北海道開発局室蘭開発建設部は、平成元

年、国道36号を拡幅し、虎杖浜トンネルを擁する台地を掘削して、オープンカットする計画を公表し

た。

虎杖浜トンネルの上に虎杖浜２遺跡が所在することは古くから知られており、昭和52年には白老町

教育委員会による試掘調査が行われ、縄文前期のＡ・Ｂ２ヵ所の貝塚を有する大規模な集落跡の存在

が確認されている(岡田宏明編1978)。このような状況のもと、室蘭開発建設部、北海道教育委員会、

白老町教育委員会の三者による埋蔵文化財保護についての事前協議が進められ、北海道教育委員会は

平成２年６月、分布調査を実施した。試掘の結果、工事予定地内には、貝塚を含むＡ１区950m と、南

にやや離れた町道虎杖浜海岸通り寄りのＡ２区1,210m の２ヵ所の埋蔵文化財包蔵地があることが確

認され、工事に際しては事前の発掘調査が必要とされた。

発掘調査は、用地取得を待って平成９年度以降に実施されることになり、白老町教育委員会は苫小

牧市埋蔵文化財調査センターに調査員の派遣を依頼、平成９年４月、２ヵ所のうちＡ２区を対象に発

掘を開始し、平成９年度は1,010m が調査された。４～５月には、貝塚遺跡の重要性を 慮し、本調査

に並行して、トレンチによる試掘調査が実施された。その結果、Ａ１区とＡ２区の間にも竪穴住居跡

が検出されるなど、一帯が切れ目なく包蔵地であることが判明、未買収地を除く発掘調査対象面積は

7,105m になるものと算定された。また、昭和33年の虎杖浜トンネルの天井陥没に伴う修復工事の際

に、Ａ貝塚周辺から運ばれたとされる攪乱貝層1,350m の存在も確認され、ここは発掘調査とは別に、

遺物収集地区とされた(図１)。

平成９年６月には、虎杖浜トンネルの西端地域でも北海道教育委員会による試掘調査が行われ、新

たにポンアヨロ４遺跡が発見された。白老町教育委員会は、平成９年度の虎杖浜２遺跡に引き続き、

平成10年度には、ポンアヨロ４遺跡3,500m を発掘調査、縄文時代早期後葉を主体とする多くの遺構、

遺物を検出した。

虎杖浜２遺跡の発掘調査は、平成11年度から㈶北海道埋蔵文化財センターが引き継ぐことになり、

平成11年度は、発掘対象地の西側地区2,500m を、５～８月の４ヵ月間で調査した。この調査によっ

て、縄文前期円筒土器下層式期と判断される竪穴住居跡11軒をはじめとする遺構、遺物が見い出され、

集落跡の広がりが確実に捉えられた。なお、竪穴住居跡Ｈ－３の北側半分ほどが調査区外にかかって

いることが判明し、ここについては次年度以降に、三角形状に発掘範囲を拡張して調査することで北

海道教育委員会や原因者と合意した。

平成12年度調査については、虎杖浜２遺跡を南北方向に貫く、町道伏古別一番線(旧国道28号)部分

の発掘を優先的に先行させるよう要請があり、この町道を主体とする2,000m を対象に調査計画を立

案した。町道は日常的に利用されており、発掘に先立って代替の切替道路を造成する必要があったが、

そのルートには、平成11年度調査区の西側を迂回し、北西にある攪乱貝層のほぼ中央部を通るライン

が選定された。切替道路は盛土工法によるもので、発掘調査終了後ただちに撤去、旧状の町道を復元

することが取決められていた。切替ルートの両端には民有地があり、借地を要する箇所の測量や、設

計、借り上げなどに時間が必要ということで、発掘調査は２ヵ月の猶予期間をおいて７～10月の４ヵ

月間を予定、具体的な発掘準備も６月後半からと えていた。

ところが、平成12年３月31日に有珠山が噴火。４月から５月にかけて、北海道開発局・室蘭開発建
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設部から、噴火に伴う被災者の緊急雇用対策として、 発掘調査 の追加実施が打診されるに至り、北

海道教育委員会生涯学習部文化課を中心に、㈶北海道埋蔵文化財センターがこれを受託する方向で調

整が進められた。企画された 発掘調査 は、虎杖浜２遺跡の攪乱貝層の遺物収集を内容とするものだ

が、㈶北海道埋蔵文化財センターの平成12年度事業は既に決定済みであり、新たな事業量を取り込む

調査員体制の余裕はなかった。そこで、室蘭開発建設部委託の日高自動車道建設に伴う発掘調査の事

業量を一部減らしたうえ、文化課からも調査班職員を現地派遣し、調査員不足を補うことで、 発掘調

査 の実現が検討された。

いずれにせよ、 発掘調査 を実施するためには、切替道路の盛土造成工事以前に攪乱貝層の採掘を

済ませておく必要があり、㈶北海道埋蔵文化財センターは急遽、５月30日～６月１日の３ヵ日間、町

道切替に先立つ工事立会を実施、攪乱貝層を掘開、搬出し、平成11年度調査済の空地に仮置く作業を

行った。

６月初旬には、 発掘調査 は、調査員１名が４ヵ月担当すること、その内訳は、日高自動車道の発

掘に従事する第１調査部第２調査課から１人３ヵ月(５名が１週間交代で対応)、文化課からの現地派

遣１人１ヵ月とすることが決定された。攪乱貝層の土壌水洗、遺物収集作業を内容とする 発掘調査

は、このように、当初予定の発掘調査と並行、一体化して７月から10月までの４ヵ月間実施すること

が決まったのである。緊急雇用の募集人員は約30名で、虻田町、壮瞥町、伊達市などから被災者の応

募があったが、雇用条件に適う人数は不足がちで、緊急雇用作業員は当初から定数を割り込む状況が

みられた。再募集を行って定員の確保に努めつつ、 発掘調査 を続けたが、噴火の沈静化と洞爺湖温

泉街の復興などに伴って、元の仕事に復帰したり、新たに地元で就職するなど、退職する作業員もま

た増え、トータルでは６割程度の就業率にとどまった。

このような状況ではあったが、大方の熱意により 発掘調査 は比較的順調に進行し、攪乱貝層の水

洗によって、ウニ 、貝 、魚骨、海獣骨、陸獣骨など予想を上回る多量の資料が、比較的良好な状

態を保って回収され、骨角器や土器、石器類などの遺物も収集された。攪乱貝層の整理作業は、現場

段階での大まかな選別作業にとどまっており、種別の選別や同定作業は殆ど手付かずのままである。

未了の 発掘調査 の整理作業の大部分や成果の公表は、平成13年度以降に行う予定である。

一方、平成12年度の本調査では、保存状態が必ずしも良くない町道用地が主体という条件下ではあっ

たが、11件の竪穴住居跡や３基の土壙墓をはじめとする遺構や多数の遺物が検出されており、これら

については、平成11年度の調査結果とともに本報告書に掲載する。平成12年度の調査範囲については、

竪穴住居跡Ｈ－３の北半分を含む地区を三角形状に拡張して調査したほか、北西端部に検出された盛

土遺構が調査区外のＶ～Ｕ－２区方向へ続くことが確認され、ここを拡張して調査区に追加した。ま

た、町道部分の西縁Ｐ－６区に検出された竪穴住居跡Ｈ－22や、Ｒ－５区にかかる土壙Ｐ－12は、そ

の大半が調査区外にあるため、遺構調査は次年度以降に行うことにし、平成12年度の調査範囲からそ

れぞれ部分的に除外した。調査面積は、当初計画の面積算出に誤りがあったため、結果的には予定ど

おり2,000m におさまった。

また、平成９年度段階の発掘調査必要地域の線引きには、とくに東方の未買収地との地籍界におけ

る不整合や、屈曲部の座標値が不明であるなど、一部に問題が残されていた。これを解消して発掘調

査範囲を明確にするよう、文化課に調整を要請したところ、平成12年９月26・27の両日、再度この東

方の地区を対象とする範囲確認調査が実施され、未買収地を除く発掘調査必要地域が最終的に確定さ

れた(図２)。

Ⅰ 調査の概要
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図１ 虎杖浜２遺跡の範囲(平成９年度)

図２ 虎杖浜２遺跡発掘調査必要区域(平成12年度)
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４ 調査結果の概要

平成11年度の虎杖浜２遺跡の調査は、平成９年度調査区の北に隣接する地区2,500m で、その多くは

放棄された畑地が原野化した所で、トンネル陥没修復工事の際に工事用道路として削平されたと思わ

れる、北端のＯ～Ｎ－１～３区周辺を除いては、ほぼ遺跡の保存状態は良好であった。これに対し、

平成12年度の町道伏古別１番線部分を主体とする2,000m は、とくに調査区の北半では、町道や側溝造

成のために削られたり、攪乱されて、 層の大半が失われたり、遺構の下部が辛うじて痕跡を留める

など、保存状態の不良な地区が少なくなかった。

平成11・12年度調査区の、寛文３(1663)年の噴火による有珠ｂ降下軽石層( 層)より上の第１黒色

土層( 層)では、道跡の一部や近年の耕作に伴う畝跡、貯蔵用と思われる丸く掘られた穴などがみら

れ、若干の陶磁器片なども採集されているが、本報告書にはとくに掲載はしていない。また、平成12

年度調査区内には、平成９年度調査区に見い出された水道管埋設溝跡の続きが、ほぼ東西方向から町

道沿いに南東方向へと延びており、これとは別に町道直下の北西－南東方向に配された水道管埋設溝

跡も検出されている。有珠ｂ降下軽石層( 層)より下の第２黒色土層( 層)が、縄文時代の遺物包含

層であり、遺構の掘り込み面も 層中にあることは確実である。虎杖浜２遺跡では、 層中の上位に

部分的に白頭山－苫小牧火山灰(Ｂ－Tm)が介在することが知られているが、平成11・12年度調査区内

では、明確に特定できた例はなかった。また、 層中の中位では、木の根などによる自然攪乱の上部

の凹みを主体に、幌別黄橙色火山灰に対比される 層が散点的にみられたが、二次的な堆積が多いよ

うで、層界は概して不明瞭であった。

平成11・12年度の発掘調査区からは、竪穴住居跡22軒、土壙墓３基、土壙10基、盛土遺構１ヵ所、

柱穴列１ヵ所、集石１ヵ所、フレイク・チップ集中１ヵ所、焼土13基などの遺構が検出されている。

これらの遺構の大半は、縄文時代前期後半に構築されたものと推定され、虎杖浜２遺跡が貝塚を伴う、

該期の大規模な集落跡であることが裏付けられた。

22軒の竪穴住居跡のうち、Ｈ－11、22の２軒はプランの一部を確認したもので、調査自体は未了、

Ｈ－９、15、20などは一部が未調査区に手付かずのまま残されている。これらについては次年度以降

に調査を予定している。竪穴住居跡は、ほぼ楕円形の平面プランを有するものが多く、規模的には、

長径３m内外のやや小型なものから、長径が６mを超える大型のものまでみられる。主柱穴は４個が

主体と思われるが、その存在が不明瞭なもの、配列に規則性が認められないものもある。明確な炉跡

を伴うものはＨ－２、３の２軒で、中央部をトレンチに切られたＨ－１に炉があったことを想定して

も、炉を持つ住居の比率は決して多くはないようだ。これに対し床面に凝灰質の砂の堆積がみられた

例は９軒と半数近く、その用途や性格に興味がもたれる。

土壙墓と えられるものはＰ－３～５と、Ｈ－12 HP－３の４基で、いずれも着装と思われるつま

み付きナイフなどを伴っていた。脂肪酸分析を依頼したＰ－４とＨ－12 HP－３では、ヒトの埋葬が

あった可能性が指摘されている。

土壙のうち、Ｐ－12はプランを確認したのみで、調査は次年度以降に予定している。残る８基の土

壙は、規模や形態、構造などが必ずしも一様ではなく、いずれも用途は不明、縄文前期以外の例も含

まれるようだ。

盛土遺構は、西側が大きく削平されたもののようで、全体像は不明だが、土器や石器など遺物の包

含が多く、白色の焼骨片や炭化物の点在もみられるなど、集落の一部を構成する特異な遺構として注

目される。焼骨の同定結果では、シカやサケのほか、縄文前期としては道内で初めてのイノシシの骨

Ⅰ 調査の概要
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が検出されており、大木系土器文化との関係に強い関心が寄せられている。

柱穴列としたものは、約８mの長さにわたって30個ほどの柱穴が東西方向に連なるものだが、その

構築時期や性格は不明である。

集石やフレイク・チップ集中、焼土などはいずれも 層中に見い出されたものだが、個々の性格や

所属する時期を特定する手懸かりは乏しい。

遺物については、調査の限りでは、石器類の出土量に比して土器の数量が少ないという結果が確認

されている。遺物の出土層位については、平成９年度調査の時点で、 層の上位から中位にかけて縄

文前期から後期の土器が、下位からは縄文早期の貝 文尖底、物見台式土器が出土することが知られ

ていた。平成11・12年度調査区における層位的認識もほぼ同様で、時期的にも縄文早期から後期まで

の資料が得られた。平成11・12年度の早期では、物見台式の検出はなかったが、虎杖浜式やアルトリ

式の類例や、後半の東釧路式系の土器群などが採集されている。縄文前期では、静内中野式など縄文

尖底土器も散見されるが、主体は、深郷田式や白座式、円筒下層ａ式に比定される後半期の資料で、

これらの土器群が虎杖浜２遺跡を代表する存在となっている。断片的ではあるが大木系の土器も含ま

れるようだ。縄文中期では、天神山式系統の資料などがみられる。縄文後期では、前葉の破片のほか

中葉の手稲式に属するものが復元されている。また、末葉の御殿山式並行の一括資料も存在し、注目

される。

石器の出土量は多く、器種的には、石槍や石鏃、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパーなどの剝

片石器、石斧類、石皿や台石、たたき石やすり石、砥石や石鋸、石錘などの礫石器がみられる。とく

に竪穴住居跡の覆土からは、礫石器をはじめとする大量の遺物が検出される例が多く、竪穴住居廃棄

後の窪みが、送り場として利用された可能性も えられる。このほか石製品には、軽石を加工したも

の、北海道式石冠の破片を利用した製品などがみられた。

平成12年度に実施した、有珠山噴火に伴う緊急雇用対策として企画された 発掘調査 は、攪乱貝層

を水洗して遺物の収集を図るという内容のものだが、予想以上に保存状態が良好な多数の動物遺存体

を中心に、土器や石器、骨角器など、貴重な資料を回収できた。

動物遺存体の同定作業は未了で、確実なことは言えないが、大まかな観察では、主体は貝類で、二

枚貝では、ヤマトシジミやウバガイ、コタマガイやマガキが多く、イガイ類やアサリ、サラガイ、ウ

チムラサキ、ビノスガイなどのほか、現在は生息しない暖流系のハマグリも少なからずみられる。巻

貝では、ヨウラクガイやチヂミボラ、タマキビの類が目につく。ウニ も多量で、 や棘のほか、口

器や囲肛部の小片も数多く検出されている。魚骨も多く、スズキやマダイ、ブリやマグロ類など暖流

系の魚種が豊富なことが特徴的で、サケ・マス類やニシン、ウグイ、カレイ類、カサゴ類、アイナメ、

ホッケ、サメ類やエイ類、フグ類などがみられるようだ。アシカやオットセイ、イルカ類など海獣類

の骨も少なくなく、陸棲のエゾシカの骨もかなり多い。鳥骨は少なめだが、水鳥やワシ類などの骨が

散見されるようだ。暖流系の貝や魚の存在が注目されることは、昭和52年度の白老町教育委員会によ

る試掘調査の際の、西本豊弘氏による動物遺存体の同定所見(岡田編1978)や、平成９年４月に北海道

教育委員会が実施した範囲確認調査の出土動物資料を同定した高橋理氏の分析結果でも、すでに指摘

されているところである。

攪乱貝層から回収した資料の本格的な選別作業や同定作業はこれからであり、報告書の作成は、次

年度以降を期している。高速道路を利用したバス輸送でも、片道１時間以上かかる通勤に耐え、単調

な攪乱貝層の水洗作業や一次的な選別作業を、連日、忍耐づよく遂行してくれた、被災者の方々に深

く感謝したい。 (高橋和樹)
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Ⅱ章 遺跡の位置と環境

１ 位置と環境［図３］

虎杖浜２遺跡は、白老町の西端部、登別市との境界に近い、標高約50mの段丘上に所在する。遺跡

の直下には、発掘調査の契機となった、国道36号虎杖浜トンネルが貫通している。地図上で直線的に

海路をとれば、噴火湾の東を、ほぼ最短に近い距離で、道南部と結ばれる位置にある。

太平洋に面した白老町竹浦～虎杖浜地区には、カルデラ(湖)が残された倶多楽火山の外輪山南東麓

に、標高60～100mの倶多楽台地がひろがるが、その西縁に、倶多楽火山の南麓から流下するアヨロ川

とポンアヨロ川とに挟まれて、幅800m内外の狭長な段丘地形が形成され、北西－南東方向へと海にせ

り出している。虎杖浜２遺跡は、この段丘の、海から700m程内陸に入った、中央部平坦面に立地して

いる。段丘の末端部は、波に洗われて断崖をなす所が多い。海岸線の浸食は近年とみに急激で、昭和

52・53年度に実施されたアヨロ遺跡の発掘調査の直接的な原因となったほどである。海岸では岩礁が

卓越し、段丘縁辺付近では、輝石安山岩質の熔結凝灰岩の露出がみられる所があり、倶多楽火山の溶

岩流に由来するものと えられている。東方の苫小牧方面から、緩やかな弧を描いて連綿と続いてき

た砂浜の景観は、このように虎杖浜地区の西端で磯へと変貌し、さらに西の登別市側へまわりこむと、

砂浜がちの近隣には望めぬ天然地形を活かして、登別漁港が造られている。

平成12年10月に室蘭開発建設部が発注した、虎杖浜２遺跡の平成11年度調査済地区における地質

ボーリング調査の結果では、深度85mを超えても岩盤に達せず、火山灰質シルトや砂、凝灰質砂、火

山灰や火山礫、軽石などの互層が続いており、この段丘の母材が、主に火山砕屑物の二次的な堆積物

によって構成されていることが窺われた。

虎杖浜地区の沿岸は現在も魚介類が豊富で、漁業の盛んな土地柄だが、海進のあった温暖期の縄文

前期には、段丘の東の虎杖浜地区にも、西の登別地区にも入江が発達し、さまざまな水産資源に恵ま

れたであろうことは、貝塚に残された動物遺存体の様相からも、十分推察される。また一方で、間近

に山容が迫る火山地帯でもあり、海岸から２～３kmも入れば山腹に至るという条件は、比較的狭い領

域内に多様な植生や生態系がみられることを意味する。陸産の動植物などを対象とした、食糧の獲得

や原材料の調達など、より効率的に多種多様な資源を活用するうえでも、利便性に優れた環境であっ

たといえようか。虎杖浜２遺跡に残された、大型の石皿をはじめとする多量の礫石器群などは、かな

り安定性の高い縄文人の定住生活を思わせるものであった。

虎杖浜という地名は、アイヌ語のクッタルシ(kuttar－us・i オオイタドリ・群生している・所)

を、イタドリの漢名である虎杖に意訳したものといわれる。アヨロは、アヨロコタン(アイ・オロ・オ・

コタン 矢・そこ・に群在する・部落)の下略形かとされ、アヨロ川の川口にあった部落付近では今も

石鏃が出るという、と説明されている。ポンアヨロは、アヨロを親川と え、それに対してポン・ア

ヨロ(子である・アヨロ、小さい・アヨロ)と呼んだものという(知里・山田1958)。

２ 虎杖浜２遺跡と周辺の遺跡［図４］

伊達市、室蘭市、登別市などにまたがる西胆振地方の噴火湾沿岸に、貝塚をはじめとする先史時代

の遺跡が数多く分布することは比較的古くから知られていたようで、白老町虎杖浜地区についても、

Ⅱ 遺跡の位置と環境
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図３ 白老町虎杖浜２遺跡の位置
※この図は国土地理院発行の１：25000地形図 登別温泉 に加筆して作成したものである
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明治25年鉄道開鑿中にアヨロ川左岸から完全な土器が出土したり、土器片や石器が散在すること、右

岸の畑地でも天保銭や石斧が採集されており、畑には鯨骨や鹿角の点在がみられることなどが記録さ

れている(高畑1895)。虎杖浜地区には遺跡が多く、現在白老町内で周知されている43ヵ所の遺跡のう

ち、半数近い21ヵ所が虎杖浜地区に分布する。虎杖浜２遺跡や周辺の遺跡の概況については、すでに

平成９・10年度調査の報告書に詳述されており(工藤1999)、ここでは、それを踏まえつつ、虎杖浜地

区の遺跡について、簡単に触れておきたい。

虎杖浜２遺跡の貝塚は、登別市在住の医師が、昭和５・６年頃、往診の途中で発見し、昭和33・34

年にはトンネル工事に関連して遺跡の一部が失われたという(工藤1999)。昭和36年には北海道大学に

よる虎杖浜１遺跡の発掘調査が行われ、その際、虎杖浜２遺跡の貝塚にも長さ10m、幅１mのトレン

チが入れられ、その調査結果が報告されている。そこでは、遺跡の状態について、崖縁の貝塚が一部

破壊されて、土器片、石器などの遺物が夥しく露出し散布していること、昭和34年の新道造成によっ

ても、遺跡がかなり破壊されたことが記載されている(大場ほか1962)。昭和52年には、白老町教育委

員会の委託による、遺跡保存に向けた、18,000m に及ぶ試掘調査が実施され、全域から竪穴住居跡を

はじめとする多くの遺構が確認され、北大が調査した貝塚(Ａ貝塚)のほかにもう１ヵ所貝塚(Ｂ貝塚)

が新たに発見された。遺物としては静内中野式、円筒土器下層ａ式、大木３式に対比される土器など

のほか、各種の石器類が多数検出されている。この時点で虎杖浜２遺跡が縄文前期の貝塚を伴う大規

模な集落跡であることが判明し、さらに試掘区域外の北西部にも遺跡が大きく広がるものと推定され

た。とくに大木３式の発見や、貝塚に暖流系のマダイをはじめとする魚、ハマグリなどの貝が多く含

まれる事実は、虎杖浜２遺跡を特徴づける要素として注目を集めた(岡田編1978)。虎杖浜トンネルの

オープンカットに先立つ事前協議では、虎杖浜２遺跡の範囲がさらに南に広がることが分かり、平成

９年度に発掘調査が開始された。その結果、遺構としては、縄文早期～前期の土坑３基、焼土跡23基

が、遺物のうち土器では、縄文早期中葉の物見台式、ムシリ 式、後葉のコッタロ式、中茶路式、東

釧路 式、縄文前期では静内中野式、大木２ａ式に近いもの、円筒下層ａ式、縄文中期から後期では

円筒上層式、天神山式、柏木川式、余市式、入江式相当の資料が検出されており、とりわけ東北地方

との交流を示す、物見台式や大木２ａ式の存在などが注意されている(二階堂1998、工藤1999)。

虎杖浜２遺跡周辺の縄文早期の遺跡としては、上述した虎杖浜１遺跡が学史的に著名である。ここ

では竪穴住居跡が１軒調査され、貝 文などを特徴とする出土土器が、虎杖浜式土器と命名された(大

場ほか1962)。北海道縦貫自動車道建設に伴う虎杖浜３遺跡の発掘調査では、Ａ地点やＣ地点などから

虎杖浜式土器の多様なバリエーションや、アルトリ式土器のまとまった資料が検出されている。そこ

には口縁に円形刺突文をめぐらせた貝 条痕文土器があり(北埋文1983)、ポンアヨロ４遺跡では、古

手と えられる円孔文土器が見い出されている(工藤1999)。虎杖浜５遺跡では、数型式の貝 文土器

とともに、石刃鏃や石刃が採集されており、石刃鏃にはアルトリ式系統の土器が伴うものと えられ

ている(佐藤・工藤1980)。東釧路 式、コッタロ式、中茶路式、東釧路 式土器など、早期後葉に位

置付けられる資料としては、虎杖浜３遺跡Ａ地点に検出された２基の仮小屋的な施設や、墓の可能性

があるものを含む多数の土壙、焼土、集石などの遺構と、Ａ～Ｄ各地点出土の豊富な遺物群が挙げら

れる(北埋文1983)。ポンアヨロ４遺跡では、とくに中茶路式から東釧路 式にかけての遺構、遺物が

多く、袋状土壙と焼土との関係が注目されている(工藤1999)。東釧路 式の類例は、少量ながら、カ

ムイエカシチャシにもみられる(岡田ほか1977)。

縄文前期では、平成11年度の北海道教育委員会による範囲確認調査で、春日町式の良好な一括土器

が検出された、虎杖浜13遺跡の発見が特筆されよう(工藤1999)。ポンアヨロ４遺跡では、静内中野式

Ⅱ 遺跡の位置と環境
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期の集石や遺物のほか、円筒下層ａ式直前とされる白座式あるいは大木２式相当の資料が確認され(工

藤1999)、虎杖浜２遺跡との関係を えるうえでも、重視される。静内中野式の類例は、カムイエカシ

チャシや、虎杖浜３遺跡Ａ地点、虎杖浜５遺跡でも採集されている。前期後葉では、虎杖浜４遺跡か

ら円筒下層ｄ式期の竪穴住居跡５軒が検出されている。石囲い炉をもつ住居が多く、主柱４本で、ベ

ンチ状の構造を伴う例もみられた(北埋文1981)。

縄文中期では、カムイエカシチャシや虎杖浜３遺跡Ｂ～Ｃ地点、虎杖浜４遺跡、虎杖浜５遺跡、虎

杖浜12遺跡などで、円筒上層式や、天神山式、柏木川式、北筒式などの資料が得られており、虎杖浜

４遺跡では資料がやや多い。ポンアヨロ４遺跡では、北筒式期前後の構築とされる４軒の竪穴住居跡

が、35m程の距離を隔てて東西に分布し、それぞれ同時期と えられる土坑群も検出されている。住

居跡は、台形状の不整な楕円形プランや隅丸長方形を呈し、１～２ヵ所の地床炉をもつ。土坑は長径

２m前後と大きめの楕円形で、断面は深皿状。該期の遺物の出土量も比較的多い(工藤1999)。

縄文後期では、虎杖浜３遺跡Ｂ地点から、初頭の余市式期の竪穴住居跡１軒や住居的施設が２基検

出されており、前者には石囲い炉が、後者には焼土が伴っている(北埋文1983)。虎杖浜９遺跡では近

年、東崖面で厚さ23cmの貝層が確認され、道内でも数少ない、天祐寺式期に形成された、エゾイガイ

など岩礁性貝類を主体とする貝塚として注目されている(工藤1999)。余市式や入江式土器など前葉の

類例は、虎杖浜４遺跡でも比較的多く得られており(北埋文1981)、ポンアヨロ４遺跡にも散見される。

中葉では、虎杖浜３遺跡Ｂ地点で手稲式土器が副葬され、壙口から底部にかけて焼土が伴う土壙墓が

見出されており、他にも中葉の土壙がみられる(北埋文1983)。堂林式など後葉の土器は、虎杖浜３遺

跡Ｄ地区や虎杖浜４遺跡、アヨロ遺跡などでも少量ながら採集されている。

白老町内の縄文晩期の遺跡としては、苫小牧市との境界に近い東縁部の社台１遺跡が、大洞Ｃ・Ｃ

式の精製土器をはじめとする、豊富な副葬品に恵まれた縄文墓地として有名である(北埋文1983)。虎

杖浜地区でも、虎杖浜７遺跡では、大洞Ａ式の大型の壺が、倒立した状態で古砂丘から発見されたり

(工藤1999)、アヨロ遺跡や虎杖浜４遺跡、ポンアヨロ４遺跡からも晩期の資料が得られているが、決

して多い量ではない。

大狩部式、恵山式、後北式などの続縄文期や、擦文期初頭にかけての遺跡としては、まずアヨロ遺

跡が、代表的な存在として挙げられる。ここでは恵山期を主体とする65基の墓壙や、３軒の住居址な

どが検出されている。墓壙には多数の恵山式土器や石器類などが副葬されており、墓制の解明や、恵

山式土器の細分、編年の樹立などに大きな進展がもたらされた(高橋 編1980)。アヨロ遺跡はまた、

擦文式土器がＡ型とＢ型に識別され(名取・峰山1962)、その後の研究に指標を与えた遺跡としても意

義深い。恵山式土器は虎杖浜３遺跡Ｄ地区や虎杖浜４遺跡、虎杖浜５遺跡でも僅かに知られており、

虎杖浜４遺跡では、注口土器の破片など後北式の資料もみられる。

アイヌ文化期の遺跡としては、ポンアヨロ川の河口を挟んで東西に、東の臨海性、丘頂式のカムイ

エカシチャシと、壕は未確認だが、西のカムイミンタルチャシの２つのチャシ跡が知られている。カ

ムイエカシチャシは、アヨロ鼻灯台の建設に伴って昭和51年度に発掘調査され、３ヵ所の焼土、大型

の槍先と刀子の２点の鉄器が検出されている。壕は１本で、断面はＶ字状、壕の中にまだ黒土が堆積

しないうちに有珠ｂ軽石が降下している状況から、チャシが使用された年代は、寛文３年(1663)より

は古いが、さほど遡らない頃と推定されている(岡田ほか1977)。

このほか、アヨロ遺跡では、発掘当時、有珠Ｃ統(1611年降灰)とされていた軽石層の直下から、数

本の舟釘と木質部から成る、和舟の破片が発見されており、北海道における和舟の最古の資料と え

られている(名取・峰山1962)。 (高橋和樹)
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図４ 白老町虎杖浜２遺跡の位置と周辺の遺跡



Ⅲ章 調査の方法

１ 発掘調査の方法［図５～８］

⑴ 調査区(グリッド の設定
平成11・12年度の発掘調査区は、工事用地全体をカバ－する、平成９年度の白老町教育委員会によ
るグリッド設定をそのまま踏襲した(図６ 。調査区域の南西端を基点とする５m×５m メッシュで、
南北方向にアラビア数字、東西方向にアルファベットを用い、基点から、北へ１、２、３……、東へ
Ａ、Ｂ、Ｃ……とあて、アルファベットと数字を組み合わせ、北西側の交点がそのグリッドの名称と
なる。グリッドの数字ラインは真北から西側へ19°01′32″傾いている。
⑵ 調査の方法
はじめに、表土・盛土について重機により除去した。 層が残存していない部分は、 層も除去し、
層を露出させた。人力でこの露出面を清掃し、 層の堆積状況を把握した。 層が残存している部
分について、範囲と地盤高の測量を行った(図７ 。さらに遺構、遺物を確認するためにトレンチ調査
を行った。結果、土壙等が確認され、いくつかのものについては記録を作成した。しかし、 層の混
入が認められること等から時期は近現代と えられ、本報告書には掲載していない。 層及びその下
位に残る 層を重機で除去した後、人力で 層を露出させた。この段階で 層の地形測量を行った(図
８ 。 層より下位の調査方法については、年度により若干異なっているので、別々に述べる。

Ⅲ 調査の方法
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図５ 遺跡周辺の地形図



平成11年度は、調査区の東西方向に平成９年度調査時の試掘溝がみられ、これをはじめに掘り返し
た。これらのトレンチの断面では遺構が何基か確認された。遺構が存在する付近から包含層調査を行
うこととし、大まかには東から西へ展開させていった。また、これには排土場所の都合もあった。遺
構調査は平面で確認してから行い、包含層調査と併行して行った。
平成12年度は、当初遺構が密集していることを予想していたので、これらの数、残存状態を把握す
ることを第一と え、各グリッドに２m×２m の小グリッドを設定し掘り進め、掘り下げた面や壁の
状況からの遺構の確認に努めた。調査区北側は土層の残存状態が不良であり、平面での認識は困難で
あろうと予想した。それゆえ遺構の一部を掘り下げてしまっても確実に把握するために先の方法を実
践した。遺構の存在が予想されたところは周囲を掘り下げ、平面を確認してから調査した。遺構調査
は包含層調査と併行して行った。
原則として遺構の調査は 確認状況 、 層の堆積状況 、 遺物出土状況 、 完掘状況 、 床面や周辺

の付属遺構 という段階に分けて行った。
両年度ともに包含層調査では遺物の出土状況を把握することに努めた。遺物は 層の中・下位に多

図６ グリッド及び年度ごとの調査区設定図
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く分布していた。遺物の出土量を勘案し、発掘方法を次のように選択した。出土量が多いグリッドは
主に移植ごてや手鍬を用い、少ないところは、スコップで土を掘り上げ、それを移植ごてや手鍬で崩
しながら遺物を回収した。漸移層の 層も掘り下げ、最終面である 層まで調査が完了した時点で、
ラジコンヘリによる空撮で写真記録を作成し、さらに、遺構図と組み合わせた 層上面地形測量図を
作成した( 章図13 。
⑶ 遺物の取り上げ方法
包含層の遺物は原則としてグリッドごと、層ごとで取り上げた。
遺構の遺物は特に出土状況に注意した。層位にかかわらず、まとまっているものは原則として出土
状況、高さ及び層位を記録して取り上げた。また、層位にかかわらず、フレイク・チップと拳大より
も小さい礫以外の遺物は、原則として出土位置あるいは状況、高さ、層位を記録して取り上げた。こ
れらに該当しないものは遺構、層ごとにまとめて取り上げた。
なお盛土遺構等では土壌を採取し、浮遊選別や水洗選別を行い、微細遺物の検出に努めた。

図７ 層上面地形測量図

Ⅲ 調査の方法
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⑷ 一次整理の方法
取り上げた遺物は大まかには次の流れで作業を行った。一次整理が遺漏なく行えるように 取り上げ

台帳 に登録し、それをもとに水洗、乾燥、分類といった作業を進めていった。それから、出土場所や
層位、分類等に関する情報を 遺物カード に記録し、遺物とともにビニール袋に収納した。また、こ
れらの情報の一部を遺物に直接注記し、さらに 遺物整理台帳 に登録した。
本格的な整理作業の内容や詳細については３節 整理の方法 で土器、石器ごとに記載している。

(末光正卓

図８ 層上面地形測量図
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２ 土層［図９～12］

⑴ 基本層序
基本層序については、平成９年度白老町教育委員会の分類を踏襲した。各層の観察手順について説
明しておく。なお、土層の観察には『標準土色帖』(小山・竹原1967 および『土壌調査ハンドブック』(ペ
ドロジスト懇談会1984 を用いた。
観察項目１：礫(長径２m m 以上
①岩石の種類；岩石の三大別の 火成岩 、 堆積岩 、 変成岩 の三区分から判断する。名称がわかる

ものは特定する。
②混 入 量；『標準土色帖』の 面積割合 と比較し、近似する パーセンテイジ(％ を判断する。
③粒 径；平 的な粒径、最大粒径を m m 単位で計測する。
④形 状；円磨度を 角礫 、 亜角礫 、 亜円礫 、 円礫 の四区分から判断する。
⑤風化の程度；風化の程度を 未風化 、 半風化 、 風化 、 腐朽 の四区分から判断する。
観察項目２：砂、シルト、粘土(長径２m m 以下
①土 性 区 分；手ざわりや肉眼観察により、 野外土性 で判定する。
②色 調；水分を含んだ状態での色調に、近似する色を『標準土色帖』から判断する。
③粘 着 性； なし 、 弱 、 中 、 強 の四区分から判断する。
④堅 密 度； すこぶるしょう 、 しょう 、 軟 、 堅 、 すこぶる堅 、 固結 の六区分から判断

する。
観察項目３；層界
下位の層との層界を 画然 、 明瞭 、 判然 、 漸変 の四区分から判断する。

観察項目４；その他
その他特徴的な観察事項について記録する。

層：表土・盛土
項目１ ①軽石( 層 ②７％程度 ③15m m 程度以下 ④亜角礫 ⑤未～半風化

①堆積岩？(偏平 ②10％程度 ③50m m 程度以下 ④円礫 ⑤未風化
項目２ ① S a ndy L oa m (砂壌土 ②黒褐色(10Y R 3/1 他 ③弱 ④すこぶる堅
項目３ 画然～明瞭
層：黒色土
＊二つの層に分けられる。
ａ層

項目１ なし
項目２ ① S a ndy L oa m (砂壌土 ②黒色(10Y R 2/1 他 ③なし ④すこぶる堅
項目３ 判然
項目４ 礫が混入する部分あり。
ｂ層

項目１ なし
項目２ ① S i l ty L oa m (シルト質壌土 ②にぶい黄褐色(10Y R 4/3 他 ③中 ④堅
項目３ 明瞭

Ⅲ 調査の方法
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項目４ 有珠ｂ降下軽石に関連する降下火山灰層か？
層：有珠ｂ降下火山灰層( U s－b 1663年降下

＊二つの層に分けられる。
ａ層；降下軽石層

項目１ ①軽石 ②95％程度 ③ 50m m 程度以下 ④亜円～亜角礫 ⑤半風化
項目２ ① S a nd(砂 ②灰白～黄灰色他 ③なし ④すこぶるしょう
項目３ 明瞭
項目４ 軽石が主体の層。様々な粒径の軽石がランダムに混じりラミナはみられないが、砂程度以下

の粒径の小さいものは下位に多く認められた。一部に火山灰( ｂ層 が混じる。
ｂ層；降下火山灰層

項目１ なし
項目２ ① S i l ty L oa m (シルト質壌土 ②黄褐色(2.5Ｙ5/3 他 ③中 ④軟
項目３ 画然
層：黒色土
項目１ なし
項目２ ① C la y L oa m ( 壌土 ②黒色(10Y R 1.7/1～10Y R 2/1 他 ③中 ④軟
項目３ 漸変
項目４ 上位に薄く、やや青みを帯びた部分がみられた。これを土層断面図では １ と表記してい

る。断面において相対的に比較しないと識別は困難。
層：白頭山苫小牧火山灰
＊平成11・12年度の調査において明確に特定できたものはない。
層：幌別火山灰
＊現場での明確な特定は困難であるが、これと推定されるものは部分的に認められた。
項目１ 原則としてなし
項目２ ① S i l ty L oa m～C la y L oa m (シルト質壌土～ 壌土 ②橙色(7.5Y R 6/8 他 ③中 ④軟

～堅
項目３ 画然
項目４ 一部礫や 層土と混じる部分がみられ、二次堆積のものもあり
層：漸移層
項目１ なし
項目２ ① C la y L oa m ( 壌土 ②灰黄褐色(10Y R 4/2 他 ③中 ④軟
項目３ 漸変(斜面部分は判然
層：地山
＊色調などから二つの層に分けられる。
ａ層

項目１ なし
項目２ ① C la y L oa m ( 壌土 ②にぶい黄褐色(10Y R 5/4 ③中 ④軟
項目３ 判然
ｂ層

項目１ ①堆積岩？(偏平 ②50％程度 ③30m m 程度以下 ④亜角礫 ⑤半風化
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項目２ ① S a ndy L oa m (砂壌土 ②にぶい黄褐色(10Y R 5/4 ③なし ④すこぶる堅～固結

層～ 層までは、原則として重機で除去した。 層中に含まれる扁平な堆積岩は町道の砂利と判
断される。 層軽石が混入するのは 層が存在しない部分で認められた。 層の断面はＤライン18～19
の範囲で実測した(図10 。層厚は非常に薄い。 ｂ層は有珠ｂの降下火山灰層であると推測される。
層は有珠ｂの降下火山灰層で、軽石と火山灰から構成される。調査区の北側では薄く、あるいは残
存しておらず、低い南側へ再堆積した可能性が えられる。 層は遺物包含層で、尾根部分(平成12年
度調査 は町道による削平が著しい。南北方向では北側よりも南側が厚い。Ｈラインで東西方向の堆積
状況をみてみる(図11 。最も厚く堆積していたのは、斜面の最も高い部分(Ｈ－９～10およびＨ－
14～16 で、Ｈ－16付近では再び薄くなる。この層が厚い部分には、別の層の堆積が認められた(Ｄ－
14～16、Ｈ－14～15等 。 層らしきものは、Ｈ－７～８に認められた。 層は縄文時代早期頃といわ
れるが、遺構や当該期の遺物と関連するような状況はみられなかった。礫を含む部分もあり、これら
は二次堆積の可能性がある。 層と 層の層界は、斜面では判然としており、土の移動の可能性が
えられよう。また、 ａ層は、弱い固結が認められた ｂ層の結合が緩むことで生じていったものと
推測される。
Ｈ・Ｌラインの土層断面は、平成９年度に行われた調査時の試掘溝を利用した。Ｌラインとして層
序を記録した部分は、正確にはＬラインから南側すなわちＫライン方向に約２m ずれている。
⑵ 遺構の層位
遺構の層位については、 遺構の層を構成する基本層序各層 堅密度 その他 という項目で表記し
た。分層にあたって、基本層序の何層の土がどんな割合で混在し、遺構の覆土・埋土を構成している
かに視点をおいた。基本層序に設定した層であると特定できないものは、その土性区分、色調などの
特徴を記載した。混在状況は 面積割合 (％ を用いて判断した。遺構の層を構成する最も多い基本層
序の層に対し、何層が何％混在しているかを観察した。ただし、本報告書においては次のように％を
不等号に置き換え表記した。なお、この表記方法は基本層序の記述にも一
部用いている。
Ａ Ｂ；ＡにＢが20％未満混じる
Ａ＞Ｂ；ＡにＢが20％以上45％未満混じる
Ａ＋Ｂ；ＡとＢはほぼ同量(45％以上～55％未満
Ａ主体；ほとんどがＡから構成される
混在する土から基本層序の各層を判断することは容易ではないが、黒色
を呈するものは 層、黄褐色のものは 層とした。また、 層は漸移層で、
層より黒色味が弱く、 層よりも黒色味が強いもので、その変化は段階
的である。実際 あるいは 層と混じると 層の認識は困難で、黒色味の
強い部分は 層、黒色味の弱い部分は 層と区別してしまう傾向があるこ
とは否めない。
炭化物等の混入の割合は 微量 、 少量 、 中量 、 多量 から判断した。
原則として、上位に堆積したものからアラビア数字で第１層、第２層、第
３層…と呼称した。 (末光正卓

図９ 基本層序柱状図
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３ 整理の方法

⑴ 土器
一次整理については、本章１節４項で概略は述べた。ここでは一次整理以降に行った作業について
記載する。
注記の内容は、遺跡名の虎杖浜２遺跡を コ２ と略記し、遺構名あるいはグリッド名、層位、遺物

番号の順で記入した。点数が少ないこともあり、原則としてすべてのランクのものに注記したが、物
理的に記入するスペースがないものについては行っていない。
土器の接合作業は両年度のものを同時に行った。初めに遺構出土の土器から作業を開始した。遺構
内での接合、そして遺構が位置するグリッド、及びそこに位置する別の遺構の土器との接合といった
流れで、周辺へと広げていくように接合する破片をさがした。次に包含層の遺物についても同様の方
法で行った。同時期(同群 のものに未分類のものを含め、ランクではＡ、Ｂ１、Ｂ２、Ｃを中心に作
業を進めた。ある程度の段階で破片の集まり具合を把握し、復原可能なものとそうでないものとに分
類し、時間が許す限り接合作業を行った。
遺構出土の土器は出土層位、残存状態等を勘案し掲載する資料を抽出した。包含層では、復原個体
はすべて、破片のものは特徴が認識しやすい口縁部や底部を中心に掲載した。これらについては実測
図、拓影図、写真(６×７判のみ により記録化を行った。また、掲載資料はすべて観察を行い、一覧
表として記載した。 (末光正卓
⑵ 石器等
一次整理については、本章１節４項で概略を述べた。ここでは一次整理以降に行った作業について
記載する。
分類後の石器は遺構出土のものは遺構ごと、包含層出土のものは器種ごとに各々の年度で整理台帳
を作成し、点数を集計した。その後各器種ごとおよび器種間を越えた接合を試み、分類と台帳の訂正
作業を行った。接合作業は、両年度の遺物間でも行った。
報告書掲載遺物は、遺構出土、包含層出土を問わず、残存状態が良好であるもの、その器種のバリ
エーションをできるだけ反映するものを抽出しており、器種ごとの掲載点数は、必ずしも出土点数と
の比率を表すものではない。
石器の計測は 長さ 、 幅 、 厚さ 、 重さ の項目について行い、計測値を表に示した。前者３項

目は実測図上で互いに直交する軸の数値を計測した。 長さ は最大長である。欠損部分があるものは、
残存長の数値を(丸括弧 でくくった。 重さ の数値は、計測機器の都合上、120g 未満のものについて
は小数点第２位まで、それ以上のものは小数点第１位まで、また２k g を越えるものは１～10g を最小
単位とする数値で示した。 (新家水奈
⑶ 遺物の記録類と保管
遺物類は、白老町教育委員会において保存・活用される。
整理作業の終了した遺物は、北海道教育委員会の 出土品の区分についての基準 等に従い、分類し
収納した。出土状況記録の精度で１・２級のものと３級のものとに区分した。３級としたものは表面
採集のものや未注記のものがある。未注記としたものは注記がされていなかったもの、作業段階で器
面の剝落などにより、遺物に注記された内容からは出土位置を特定できないものである。これらのも
のであっても、遺物カードがあることにより、出土位置が特定可能なものはこれに含めていない。１・
２級のものはさらに報告書掲載と未掲載に分けた。さらに土器は遺構ごとにまとめ、包含層のものは
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時期、ランク、グリッドごとに収納した。石器は、未掲載の石器を年度別に、遺構出土のものと包含
層出土のものとに分けた。遺構出土のものは遺構ごとにコンテナに収納した。包含層出土のものは器
種分類ごとに分け、グリッドのアルファベット順に収納した。
現場及び整理作業で作成した各種図面、写真フィルム、遺物整理台帳については、当面は北海道立
埋蔵文化財センターにて保管される。
図面類は原則として現場で作成した原図を保管し、素図は破棄した。作成担当者ごとに通し番号を
付し、図面リストを作成して保管する。整理作業で作成した原図もリストを作成し、原則として保管
する。写真は年度ごと、現場、整理作業ごとに分け、さらにフィルム種別ごとにアルバムを作成し保
存する。フィルムの種別には、リバーサル(６×７判 35m m 判 、モノクロ(６×７判 35m m 判 及
び、ネガ(35m m 判 の五種類であるが、ネガ(35m m 判 は保存しない。 (末光正卓
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４ 遺物の分類

⑴ 土器
出土した土器は、次の二つの基準を用いて分類を行った。
時期分類基準

群 ：縄文時代早期に属するもの
ａ類；貝 文、条痕文、沈線文をもつ土器群
ｂ類；東釧路式系土器群
群 ：縄文時代前期に属するもの
ａ類；縄文尖底土器群
ｂ類；円筒土器下層式とそれに併行する在地の土器群
群 ：縄文時代中期に属するもの
ａ類；円筒土器上層式、サイベ沢 式、萩ヶ岡１・２式に相当する土器群
ｂ類；萩ヶ岡３(天神山式 、柏木川式、北筒式に相当する土器群
群 ：縄文時代後期に属するもの
ａ類；余市・タプコプ式、入江式に相当する土器群
ｂ類；ウサクマイＣ式、手稲式、ホッケマ式に相当する土器群
ｃ類；堂林式、三ッ谷式、御殿山式に相当する土器群
群 ：縄文時代晩期に属するもの
ａ類；大洞Ｂ・B C 式に相当するものとそれと併行する在地の土器群
ｂ類；大洞Ｃ１・Ｃ２式に相当するものとそれと併行する在地の土器群
ｃ類；大洞Ａ・Ａ’式に相当するものとそれと併行する在地の土器群
群 ：続縄文時代に属するもの
群 ：擦文時代に属するもの
未分類 ：時期が判断できないもの
土製品
残存状態に関する分類基準
この基準は土器の復原や型式の認識を行いやすくする目的で設定したものである。
Ａランク ：同一個体のものがまとまった状態で出土したもの、また、器としての形状を保ってい

る破片
Ｂ１ランク ：口縁部(口唇部が残存している の破片
Ｂ２ランク ：底部(底面が残存している の破片
Ｃランク ：胴部の破片
Ｄランク ：器面が剝離・剝落している破片で、割れ口の残存状態は良好なもの
Ｅランク ：摩耗している破片で、割れ口が接合に耐えられないもの
Ｆランク ：百円玉程度以下の小さな破片で、接合に影響がないと えられるもの。
本遺跡では、 群ｂ類の土器が最も多く出土した。これら以外には 群ａ・ｂ類、 群ａ類、 群

ａ・ｂ類、 群ａ・ｂ・ｃ類のものが出土した。 (末光正卓
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⑵ 石器等
器種別の分類にとどめ、細分は行っていない。ただ各器種内でバリエーションが認められた場合に
は、できるだけグループに分けて図と原稿を掲載している。分類に使用した名称および掲載順は以下
のとおりである。

剝片石器 石槍またはナイフ(基本的に両面加工
石鏃
石錐
つまみ付きナイフ(基本的に基部は片面加工であり、 ナイフ という呼称は不適切である

が、慣習的にこの名称を使用した
スクレイパー(基本的に片面加工
Ｕフレイク(使用痕のある剝片
Ｒフレイク(加工痕のある剝片
フレイク・チップ(黒曜石の剝片・細片
フレイク(黒曜石以外の剝片・細片

礫石器 石斧・擦り切り残片・石斧原材
たたき石
すり石(北海道式石冠を含む
石鋸
砥石
石錘
石皿
台石(石皿・台石ともに据え置き型の道具であり、両者の区別は微妙である。使用痕が凹

状、皿状になり、機能的にはすり石とセットで使用されたと えられるものを石皿、
敲打痕か、あるいは擦痕があっても平坦でたたき石と併用されたと えられるものを
台石とした。

石製品
礫

(新家水奈
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表１ 遺構一覧表

年度／遺構種別 住居跡 土壙墓 土壙 焼土 集石 柱穴列 盛土遺構 F.C.集中 その他

平成９年度 0 0 3 23 0 0 0 0 0

平成11年度 11 0 3 12 1 0 1(掘り上げ土) 1 2

平成12年度 11 3 7 5 0 1 1 0 0

合 計 22 3 13 40 1 1 2 1 2



１ 概要［図13 表１］

平成11・12年度で検出された遺構は、住居跡22軒、土壙13基(土壙墓３基含む)、集石１か所、盛土

遺構１か所、柱穴列１か所、フレイク・チップ集中１か所、焼土17基である。両年度調査区全体でみ

て、遺構は中央付近から北東側に位置している。遺物の分布もほぼ同じ傾向を示す。残存状況は、平

成12年度調査部分は町道による削平を受けており、平成11年度調査部分の方が良好であった。また、

調査区の北側は斜面の高い部分で、土層の流出も著しく、遺構の残存状態は土層の残り具合に影響さ

れている。遺構の時期については、すべてが明確に判断できうるような状況は認めらず、加えて本遺

跡の特徴として土器が極端に少ないということもあるが、ほとんどが縄文時代前期後半頃に属するも

のと推測している。

遺構では住居跡が最も多く確認され、本遺跡は集落遺跡であるといえる。平面形態は楕円形で、炉

を持たず、床面に砂の堆積がみられるものが多い。また、ほとんどものが柱穴・杭穴をもつ。柱穴は

大きめで掘り方をもつもので、杭穴は柱穴に比べ小型で細く、先端部が尖る形態のものと認識してい

るが、本調査では厳密に区別していない。土壙は単独で存在するものとまとまって存在するものがみ

られる。Ｐ－３～５は調査区の最北端にまとまって位置している。これら３基は土壙墓であると え

られる。また、調査区中央付近の東端にも５基がまとまっている。Ｐ－１・２・11は、それぞれ単独

で存在している。集石はＦ－12区で１か所確認された。盛土遺構は調査区北側で、削平から免れた部

分が確認された。包含層と比べ遺物を多く含む。さらにＬ－７区付近には堀り上げ土と えられる堆

積状況も認められた。フレイク・チップ集中は、住居跡の中あるいは側に位置する例がいくつか認め

られ、これらは住居跡の付属遺構として扱った。焼土はすべて 層で確認された。

フレイク・チップ集中と焼土に関しては、一覧表のみを掲載する(表４・５)。また、過去の調査例

も含め、年度ごとの遺構の数を表１にまとめた。平成11年度の 掘り上げ土 としたのは、住居跡Ｈ－

２・８付近に薄く堆積していたもので、範囲などを記録したが掲載していない。また、 その他 は近

現代の遺構で、調査は行ったが掲載していない。

各遺構出土の遺物は土器、石器ごとにまとめて報告する(７節、８節参照)。各遺構ごとの遺物出土

点数は表６・８にまとめた。

各遺構を報告するにあたり、本文あるいは表の項目について説明しておく。

規模 ；作成した素図(Ｓ＝１/20)上で外接する長方形を設定しこれを計測した。

長軸方向 ；原則として、規模の計測で設定した長方形の長辺を長軸とし、これが真北から東西ど

ちらに何度ずれているかを計測した。ただし、大きく破壊されているものは、残存している形態から

長軸を判断したものもあり、この場合短軸長よりも小さい数値になる場合がある。

主な出土遺物 ；住居跡や盛土遺構など出土遺物の多い遺構については、土器は時期分類を判断で

きる破片について記載した。石器は出土した主な器種を記載した。

出土遺物 ；遺物の出土があまり多くない遺構については、土器は時期のわかるものを、石器はす

べての器種を記載した。 (末光正卓)
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図14 Ｈ－１

Ⅳ 遺構と出土遺物
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２ 住居跡

Ｈ－１［図14・15 表２・３ 図版４］

位 置 Ｌ－５・６区 規 模 3.99×3.34／3.68×2.90／0.38m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－72°－Ｗ

確認・調査 平成９年度試掘調査のＣ試掘溝を掘りあげ清掃したところ、トレンチ壁で住居跡の断面

が確認された。平面における確認状況を把握するため、上部を包含層調査で少しずつ掘り下げた。

層下位で楕円形を呈する平面形態が認められたので、この面から調査することとした。試掘トレンチ

に交わる方向に土層観察用のベルトを設定し、四分割で掘り進めたところ、平坦な面と明瞭な壁の立

ち上がりが認められたので、住居跡と判断した。

覆 土 東西方向(試掘トレンチ壁)にみられる第１層は 層主体で、それ以外はすべて 層主体の

土である。東西方向の土層断面から判断して、掘り込み面は 層下位付近であると推測される。

壁 層においては明瞭にみられるが、 層中での壁の立ち上がりは判然としない。

床 面 概して平坦、かつ水平である。また、東側には段を有するが、これは西側へいくにつれ漸

移的に消滅する。

付属遺構

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面を数回掘り下げてから精査し、そこで確認された黒色土をすべて半

截し、断面形態や覆土から判断した。結果、住居跡の平面形態に一致するよう、楕円形に位置するも

のが６か所(HP－１～６)確認された。これらのうち２か所は試掘トレンチの部分で確認された。いず

れも覆土は 層主体で、先端部が尖る形状を呈する。

フレイク・チップ集中 住居跡の中央よりもやや南東よりの床面に、１か所確認された。土ごと取

り上げ、水洗選別を行った。

炭化物集中 炭化物を多く含む覆土が住居跡全体に認められたが、住居跡の東側付近の床面に比較

的多く集中しているのが認められたので、その位置を記録し炭化物集中として扱った。

遺物出土状況 住居跡の北西部分の床面から、礫がまとまって出土した状況が認められた。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (末光正卓)

Ｈ－２［図16～18 表２・３ 図版５・６］

位 置 Ｌ・Ｍ－６・７区 規 模 4.97×4.25／4.14×3.68／0.62m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－51.5°－Ｗ

確認・調査 平成９年度試掘調査のＣ試掘溝を掘りあげ清掃したところ、トレンチ壁で住居跡の断面

が確認された。平面で確認するため、上部を包含層調査で少しずつ掘り下げたところ、 層上面で楕

円形を呈する平面形態が認められた。そこで、この面から調査することとした。試掘トレンチに交わ

る方向に土層観察用のベルトを設定し、四分割で掘り進めたところ、平坦な面と明瞭な壁の立ち上が

り、そして焼土等が認められたので、住居跡と判断した。また、トレンチ壁で認められていた掘り上

げ土は、平面では明確に把握できなかった。これらは黒色土主体のものは 層中では明確に区別でき

ないこと、そして住居同士は互いに近くに構築されているため、それぞれの住居跡の掘り上げ土が混

在した状況であったためである。

覆 土 ほとんどが 、あるいは 層主体の土で、東西方向の土層断面(試掘トレンチ壁)では掘り

上げ土が遺構内に流れ込んでいる状況が認められる。このことから掘り込み面は 層下位～ 層上面
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と判断される。

壁 層中においては明瞭にみられるが、 層中では判然としない。また、掘り上げ土は 層

下位と、 層と 層の層界付近に認められることから、本遺構は 層下位付近から掘り込まれたもの

と推測される。

床 面 概して平坦、かつ水平である。

付属遺構

焼 土 １基(HF－１)確認された。住居の北東部分、覆土最下層中に位置する。

HF－１ 規模；0.50×0.46／0.05m 平面形態；不整形

住居跡の覆土下位～床面付近を調査中、橙色(５YR5/8)を呈する焼土が確認された、これを半截し

て断面を観察したところ、他の土の混入がみられないまとまりを確認したので、炉と判断した。

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面を数回掘り下げてから精査し、そこで確認された黒色土をすべて半

截し、断面形態や覆土から判断した。結果、27か所(HP－３～29)確認された。いずれも覆土は 層主

体で、形態などから次の六種類に分けられよう。

①床面に位置、垂直、先端部があまり尖らないもの

；HP－３、４、７、11、12、13、14、15、16、17、19、20、22、23、28

②床面に位置、垂直、先端部尖る；Ｐ－18、21

③壁に位置、垂直、先端部があまり尖らないもの；HP－26、27

④壁に位置、斜め、先端部尖る；HP－６

⑤壁に位置、垂直、先端部尖る；HP－８・９・24・25

図15 Ｈ－１遺物出土状況

Ⅳ 遺構と出土遺物
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図16 Ｈ－２
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⑥壁に位置、垂直、先端部があまり尖らないもの；HP－５・29

主柱穴は床面に位置する①と えられる。また、②は床面の西側にあり、付属構造に関わるものと

推測される。壁に位置する③、④、⑤、⑥は壁柱穴と えられる。これらのうち、⑤は短軸側の壁に

２か所づつ認められる。

土 壙 住居の北側に２基(HP－１・２)確認された。いずれも楕円形を呈し浅い。

HP－１ 規模；0.57×0.48／0.42×0.34／0.18m 平面形態；楕円形

床面精査中に黒色土のまとまりがみられた。これを半截したところ、壁の立ち上りと平坦な床面が

認められたので遺構と認定した。

HP－２ 規模；0.63×0.70／0.40×0.40／0.10m 平面形態；楕円形

床面精査中にみられた黒色土のまとまりを半截したところ、壁の立ち上がりと平坦な床面が確認で

きたので遺構と認定した。本遺構の上部には焼土HF－１が位置していた。また、柱穴HP－７に切ら

れていると判断される。

炭化物集中 炭化物が周囲に比べて多くみられる範囲を炭化物集中とした。本住居の床面において、

図17 Ｈ－２付属遺構

Ⅳ 遺構と出土遺物
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中央よりやや北側に１か所、南側に４か所認められた。

遺物出土状況 住居のほぼ中央付近の覆土、床面において礫がまとまった状況で出土した。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (末光正卓)

Ｈ－３［図19～21 表２・３ 図版７・８］

位 置 Ｏ－４・５区 規 模 4.95×3.71／4.60×3.30／0.28m

図18 Ｈ－２遺物出土状況
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平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－64.5°－Ｗ

確認・調査 包含層調査中、 層下位で黒色土の堆積と焼土が確認された。長軸方向と調査区界を延

長した土層観察用のベルトを２本設定し、掘り下げたところ、平坦な面、壁の立ち上りが確認された

ので、住居跡と認定した。なお調査区内で確認されたのは約３/５程度と えられ、残りは調査区西側

の外に存在していると推測される。また、調査区の北西端付近には、西側に延びる道路が作られ、包

含層の大部分が削平されており、本遺構も上位部分が削平されている。遺構調査を開始した面は 層

中で、南西側の一部は、平成９年度試掘調査のＥ試掘溝により失っている。(以上平成11年度調査)

図19 Ｈ－３

Ⅳ 遺構と出土遺物
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平成12年度は北西側部分を調査した。削平が著しかったが、一部壁の立ち上がりが確認され、規模

が把握できた。なお、北側は平成９年度試掘調査のＤ試掘溝により壊されている。住居跡の中央付近

に砂の堆積が認められた。

覆 土 層主体で構成されるものが最も多い。東西方向の土層断面では 層がほとんど残存して

おらず、覆土直上に 層の盛土が認められる。掘り込み面は明確に判断できない。

壁 斜面の上にあたる東側は明瞭に立ち上がるが、西側は辛うじて残存している部分が確認さ

れた。

床 面 概して平坦であるが、水平ではなく斜面の下側にむかって傾斜している。

砂 平成12年度に確認された。住居のほぼ中央に位置する。にぶい赤褐色(2.5YR4/4)～褐灰色

を呈する。堅密度はすこぶる堅～固結である。

付属遺構

焼 土 １基(HF－１)確認された。長軸上のほぼ中央、覆土最下層の上位に位置する。

HF－１ 規模；0.50×(0.30)／0.04m 平面形態；不整形

包含層調査中、明赤褐色(５YR5/８)の焼土がブロック状に混在する土のまとまりが確認された。こ

の時点で住居跡であるという認識にあったので、これを残し住居跡を掘りおえた後、長軸方向に半截

した。断面を観察したところ、他の土が混入しない焼土が確認され、炉と認定した。

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面を数回掘り下げてから精査し、そこで確認された黒色土をすべて半

截し、断面形態や覆土から認定したものが３か所(HP－３・４・６)ある。いずれも覆土は 層主体の

やや固めの土で、先端部がすぼまる形状を呈する。

図20 Ｈ－３土層断面・付属遺構
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土 壙 住居跡の南側に、長楕円形を呈する浅いものが２カ所確認された。それぞれの約１/４の

部分が点線で表記してあるのは、これらは、付属遺構調査時にトレンチで掘り抜いたためである。

HP－１ 規模；0.58×0.32／0.53×0.22／0.10m 平面形態；長楕円形

HP－２ 規模；0.56×0.23／(0.32)×0.06／0.08m 平面形態；長楕円形

HP－５ 規模；(0.38)×0.62／(0.24)×0.49／0.18m 平面形態；長楕円形

HP－１・２は住居の南側部分に位置し、住居跡の輪郭に直交する方向、かつ互いに平行に位置す

る。出入口等の施設に関するものである可能性がある。HP－５は試掘トレンチにより半分以上が壊さ

れている。

遺物出土状況 住居跡の北東部分の覆土中からは、礫がまとまって出土した。また、床面の遺物は炉

の周囲に多くみられ、台石等の礫石器が特徴的と えられる。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期と推測される。 (末光正卓)

図21 Ｈ－３遺物出土状況

Ⅳ 遺構と出土遺物
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Ｈ－４［図22 表２ 図版９］

位 置 Ｈ・Ｉ－９区 規 模 (3.24)×3.36／(2.78)×2.24／0.26m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－52.5°－Ｗ

確認・調査 Ｈラインのトレンチに落ち込みがあり、またＢ調査での試掘溝に明瞭な輪郭を確認し、

さらに 層下位で黒く落ち込んだ平面を確認した。プランは小さめである。

覆 土 ３層に分層した。中位の第２層は 層主体で、第１・３層は 層主体である。

壁 緩やかながら、明瞭に立ち上がる。

図22 Ｈ－４
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床 面 床面に沿って６cmほどに堆積している覆土第３層は、粘りのある黒色土で当時の生活面

と えられる。構築面はほぼ平坦である。

付属遺構 なし。東側でＰ－２に切られているが、当遺構とは時期の異なるものと判断した。

遺 物 覆土の高い位置から礫片が散らばって出土した。集中している様子はなかった。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

Ｈ－５［図23・24 表２・３ 図版10］

位 置 Ｉ・Ｊ－８・９区 規 模 5.45×4.26／4.67×3.38／0.28m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－46.5°－Ｗ

図23 Ｈ－５

Ⅳ 遺構と出土遺物
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確認・調査 傾斜面に立地しており、遺構の東側と西側では確認面の高さも異なった。住居の東側は、

層を30cm程下げたところで、 層の黒色土の中で 層がリング状にまわっていた。西半分は、 層

上面まで下げて、黒色土の落ち込みで輪郭を確認した。

覆 土 ３層に分層した。第１・３層は 層主体で、第２層は 層主体である。覆土全体に炭化物

や赤色の物質が混ざりこんでおり、一部集中している箇所もあった。

壁 斜面の下方、西側の方が緩く立ち上がる。

床 面 最も構築面に近い覆土第３層は層厚５cm程の非常に堅くしまった層で、当時の生活面と

えられる。構築面の床は水平ではなく、南側が若干深く掘り下がっている。

付属遺構

柱穴・杭穴 HP－６・７・９ 覆土はいずれも 層主体で、やわらかくしまりはない。

土 壙

HP－１～５ 平 規模；0.91×0.77／0.59×0.51／0.09m

住居内で確認した浅い皿状のピットである。覆土はやわらかくしまりはない。HP－４はHP－５に

南側を切られており、HP－５がこの住居よりも新しく、付属施設でない可能性もある。

HP－８ 規模；0.79×0.35／0.05×0.04／0.30m

断面上部が広がり、いびつな形をしているため、柱を引き抜いた跡か、あるいは人為的なピットで

はないかもしれない。

フレイク・チップ集中 住居東側の床面に頁岩の細かなフレイク・チップの集中を１か所検出した。

遺物出土状況 礫類が多く散らばって出土し、まとまりはない。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

Ｈ－６［図25～27 表２・３ 図版11］

位 置 Ｍ・Ｎ－５・６区 規 模 6.09×4.47／5.86×4.23／0.58m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－52.5°－Ｗ

確認・調査 包含層調査時、Ｍ－６区の中で長軸長90cm、厚さ３cm程度の範囲で、灰白～黄橙色の

火山灰の堆積がみられた。粒径の小さい礫を含むことから二次堆積と判断した。これを取り除くと、

層がわずかに凹んでいる状況が認められ、遺構の存在を想定した。平面が確認できる面まで上部を

包含層調査で少しずつ掘り下げたところ、 層下位で楕円形を呈する平面形態が認められた。これの

中心を通り、さらに地形の傾斜方向に土層観察用のベルトを設定し、これ沿いにトレンチを設け掘り

進めたところ、壁の立ち上がりや赤色(10Ｒ４/６)を呈する焼土の混じった土が確認されたので、住居

跡と認定した。さらにこのトレンチに直交する東西方向のベルトを設定して掘り進めたところ、住居

の規模は当初予想のよりも、西側に広がっていることが判明した。また、火山灰が堆積していた位置

は、およそ住居の中央よりやや東側にあたる。

覆 土 ほとんどが 層主体の土で、第３層は降下火山灰の二次堆積と えられる。

壁 層より下位では明瞭な壁の立ち上がりが認められ、 層では判然としない。

床 面 概して平坦、かつ水平である。段を有し、中央部が一段低くなっている。トレンチ調査の

段階では、この段の立ち上がりを住居跡の壁と誤認していた。確認のためベルトを延長し、掘り進め

た結果、さらに壁の立ち上がりが認められ、床面に段をもつ住居跡であると認識を改めた。この低い

部分は楕円形を呈し、3.86×2.80／0.15mの規模を計る。

付属遺構

Ⅳ 遺構と出土遺物
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図25 Ｈ－６

42



図
26
Ｈ
－
６
土
層
断
面
・
付
属
遺
構

Ⅳ 遺構と出土遺物

43



焼 土 炉と判断できうる焼土は認められなかったが、住居の東側部分、覆土最下層上位に赤色

(10Ｒ４/６)を呈する焼土が混在する土の堆積が認められた。他の土の混入が認められない部分があれ

ばそこが炉であると え、観察してみたがいずこも同じ堆積状況であり、炉は認定できなかった。

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面を数回掘り下げてから精査し、そこで確認された黒色土をすべて半

截し、断面形態や覆土から判断した。結果11か所(HP－１～11)が認められた。覆土は 層主体で、部

分的に 層主体の土の堆積が認められる。HP－11は柱が斜めに立つもので、HP－１は最も規模が大

きい。また、HP－６は切り合う状況が認められる。

フレイク・チップ集中 住居跡の中央付近の東及び西側の床面でそれぞれ１か所ずつ確認された。

土ごと取り上げて水洗選別を行った。

炭化物集中 住居跡の中央よりやや南東よりの部分で認められた。

遺物出土状況 ほぼ全面からの出土が認められるが、南側には台石と礫石器、及び内面を上にした状

態の土器等が出土した。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (末光正卓)

図27 Ｈ－６遺物出土状況
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図28 Ｈ－７
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Ｈ－７［図28～30 表２・３ 図版11］

位 置 Ｈ－９・10区 規 模 3.40×2.87／3.09×2.58／0.20m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－99°－Ｗ

確認・調査 Ｈ－９・10区の 層中で、大型の石皿や礫などのややまとまった分布が認められ、これ

らの多くが、他の類例と同様に、竪穴住居放棄後の窪み周辺に投棄されたものと推定され、ここに竪

穴住居跡が存在することは、比較的早くに予見できた。そこで、 層を徐々に掘り下げて、竪穴住居

のプラン検出に努めたが、周囲の黒色土の堆積から覆土を明確に識別することは難しく、 層下部か

ら 層付近に達する深さに下がって、やっと住居跡の輪郭を捉えることができた。そのため確認面か

ら床面までは、深さ20cmを測るに過ぎない。

覆 土 覆土は、床面近くの第４～６層と、その上を覆う第１～３層から成る。床面直上の第４・

６層は、黒色土、黒褐色土を主体とする汚れた土層で、上位の第１～３層には、炭粒の点在がやや多

い。

壁 確認面以下の壁は緩やかな弧状を呈し、壁面は比較的軟らかい。

床 面 床面はほぼ平坦で、比較的堅くしまる。

付属遺構

炭化物集中 炉跡と思われる焼土の検出はなかったが、床面には、平面図に網を被せて示したよう

に、とくに炭化物等の分布の濃い部分が６か所ほどみられた。

図29 Ｈ－７付属遺構
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炭化物集中① 炭化物の分布は床の表面部分に限られるが、汚れた黒色土は不整に下方に続く。

炭化物集中② 炭化物の分布は床から１cm弱の深さまで。

炭化物集中③ ①とほぼ同様。

炭化物集中④ ①とほぼ同様。

炭化物集中⑤ 厚さ１～２cmで、床面北東部を広く覆っており、軟らかく崩れやすい木炭の小塊が

多数みられる。⑤の中央付近では、焼土も混在するようだ。

炭化物集中⑥ ①とほぼ同様。

柱穴・杭穴 恐らく炭化物集中①③④⑥といったあたりに重複して柱穴があるものと え、それら

の付近をはじめ、床面や壁、さらには竪穴外にも幾つも小トレンチを入れて柱穴の確認を図ったが、

ついに掘り込みや打ち込みを伴う柱穴は見い出せなかった。

土 壙 床面の検出に伴って、東西２個の土壙の存在が確認された。西側のそれを床ピット１、

東側を床ピット２と呼ぶ。ともに断面観察の限りでは、覆土を切って掘り込まれた形跡はなく、竪穴

図30 Ｈ－７遺物出土状況

Ⅳ 遺構と出土遺物
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住居の放棄後、ある程度の時間が経過した後に構築されたとは思われない。一方、床面の確認作業に

際しては、早い段階から比較的鮮明に土壙の輪郭が捉えられており、土壙上部の乱れが殆どみられな

いことから、これらの土壙の構築後も、比較的長い間にわたって住居が利用されていたことも えに

くい。このような状況から判断すると、これらの土壙の構築は、竪穴住居の放棄とほぼ同じ頃だった

のではないかと推定される。このほかに北壁にかかる住居構築以前の不整なピットがみられた。

床ピット１ 規模；1.35×0.93／1.28×0.80／0.07m

楕円形を呈する皿状の浅い土壙で、底面は平坦。長軸方向はＮ－45°－Ｗ。覆土は第７層 暗褐色土

(５YR2/2)。炭粒を混在させる黒褐色土と汚れたロームが不整に混合する、軟らかく、やや粘性の強

い土層。第７層の上部ではとくに炭化物の点在が多い傾向が認められた。

床ピット２ 規模；1.11×0.81／0.99×0.69／0.18m

楕円形を呈する土壙で、底面は一部掘りすぎてしまったが、本来的には平坦だったと えられる。

長軸方向はＮ－５°－Ｗ。覆土は第８層 暗褐色土(５YR3/2)。第７層とほぼ同様だが、いくぶんロー

ムの混合が多めである。

北壁にかかるピット 推定径が壙口部0.65m、壙底部0.40m程で、壁からの深さ0.36mの北側と、

推定径が壙口部0.65m、壙底部0.45m程、床面からの深さ0.24mの南側のピットとが連結するもの

で、人為的なものと思われるが、すくなくとも壁付近の上部では木の根などによる攪乱を受けており、

形状不整という印象が強い。覆土は第９層 ローム粒を点在させる、比較的軟らかな黒色土。第10層

ローム粒を多量に不整に混合する、軟らかな暗褐色土。第11層 第10層に近い暗褐色土で、やや堅く

しまる。第12層 粗いローム粒を不整に混合する、やや堅くしまった黒褐色土。当初、竪穴住居に伴

う入り口構造のようなものかとも えたが、明らかに住居構築以前の所産であり、Ｈ－７との直接的

な関係はないと判断した。

遺物出土状況 特にまとまった出土状況を示す例はない。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (高橋和樹)

Ｈ－８［図31～33 表２・３ 図版12・13］

位 置 Ｋ－７・８区 規 模 5.04×4.24／4.06×3.10／0.54m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－26.5°－Ｗ

確認・調査 大きな礫石器が 層上面からすでに多く出ていたため、遺構の存在を予想していた。

層の下位で 層がリング状にまわっているのを確認した。南側でＨ－10を北側の端でＨ－11を切って

いる。

覆 土 ６層に分層した。主に 層と 層からなる。第５層は当遺跡の住居跡で特徴的にみられる、

緑灰色の砂層である。またＨ－５同様、焼土粒に似た細かな赤色の物質が覆土全体に散在しており、

西側ではややまとまって検出された。その場で焼けた様子はなく、付属施設としての炉や焼土の可能

性はない。住居より取り上げた石皿やすり石のなかに赤色顔料が付着しているものがあり、意図的に

着色するための物質である可能性が強まった。

壁 凹凸があるが、立ち上がりは明瞭である。

床 面 床面の中央には砂岩が溶けたような緑灰色の砂層が凹凸に広がり、堅くしまって１～４cm

ほどの層厚で堆積している。赤色の物質の層は、一部この砂層の下に位置し、さらにその下に堅くし

まった２cmほどの黒色土(覆土第６層)が広く堆積している。このレベルが当時の生活面と えられ

る。構築面の床面は概ね平坦で水平である。
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図31 Ｈ－８
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図32 Ｈ－８床面の状況・付属遺構
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付属遺構

土 壙

HP－１ 規模；1.15×1.11／0.98×0.92／0.10m

浅い皿状のピットで、覆土は堅くしまる。

柱穴・杭穴 HP－２～９

ベンチ 北側の壁にベンチ状の段がある。

フレイク・チップ集中 西側の床面と、東側の床上30cmの２か所で、頁岩のフレイク集中がみつ

かっている。

遺物出土状況 礫を主体とした遺物が、集中せずに覆土全体の上下から出ている。すり石１点と石皿

２点に赤色顔料が付着していた。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

図33 Ｈ－８遺物出土状況

Ⅳ 遺構と出土遺物
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Ｈ－９［図34 表２ 図版14］

位 置 Ｊ・Ｋ－８区 規 模 (2.35)×(2.04)／(1.84)×(1.53)／0.38m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－41.5°－Ｗ

確認・調査 平成11年度調査区の東側縁辺に位置し、遺構の半分ほどが調査区外に広がっているため、

残りの調査は平成13年度以降に持ち越した。全容は把握できないが、比較的小規模の住居である。調

査区外との境界の壁にセクションを確認した。Ｂ調査の試掘壙にも遺構の輪郭が明瞭に現れていた。

平面は 層の下位で確認した。

覆 土 ３層に分層した。住居の掘り込みの外側にまで覆土が広がっている。

壁 掘り込みは 層を若干削っている程度で、ほぼ 層中で明瞭に立ち上がっている。

床 面 平坦で水平である。

付属遺構 なし

遺物出土状況 特記するような状況は、認められなかった。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

Ｈ－10［図35 表２ 図版14］

位 置 Ｊ・Ｋ－８区 規 模 (1.52)×2.70／(1.30)×2.40／0.12m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－47.5°－Ｗ

確認・調査 Ｈ－８調査中に 層中でプランを確認。はっきりと切り合っているため、Ｈ－８の付属

施設ではなく、まったく別の遺構と判断した。Ｈ－８に北西側の大半を掘り抜かれている。

覆 土 掘り込みは浅く、分層はしていない。

壁 緩いがはっきりと立ち上がる。

床 面 平坦かつ水平である。

図34 Ｈ－９
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付属遺構 なし。

遺物出土状況 特記するような出土状況は認められなかった。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

図35 Ｈ－10

図36 Ｈ－11
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Ｈ－11［図36 表２ 図版14］

位 置 Ｌ－７・８区 規 模 (1.94)×(1.82)／(1.84)×(1.72)／－m

平面形態 楕円形

確認・調査 平成11年度調査区東側の縁辺に位置し、遺構の半分ほどが調査区外に広がっているため、

調査を平成13年度以降に持ち越した。全容は把握していないが、平面の規模は比較的小さめである。

出土遺物のみ取り上げた。

遺物出土状況 特記するような出土状況は認められなかった。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

Ｈ－12［図37・38 表２・３ 図版15］

位 置 Ｍ－11区 規 模 (4.28)×3.20／(4.02)×2.66／0.46m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－24.5°－Ｗ

確認・調査 Ｌラインのメインセクションに断面を確認した。 層下位で黒い落ち込みが現れた。長

軸に沿うベルト１本、短軸に沿う、メインセクションと平行したベルト２本を設定し、壁の立ち上が

り等を観察して遺構と断定した。

覆 土 ６層に分層した。第１～３層は 層の割合が多い。第４層は 層と 層が混ざった層で、

第５層は床面近くの緑灰色の砂状物質層である。

壁 壁ははっきりと立ち上がる。

床 面 第６層は非常に堅い黒色土で、ここが当時の生活面と えられる。住居東側の地形が急斜

面になって下がっているが、構築面の床は水平に作られている。

付属遺構

柱穴・杭穴 HP－４～７ 層主体の覆土である。

土 壙

HP－１・２ 平 規模；0.58×0.43／0.39×0.28／0.09m

皿状の浅いピット。炭化物がまばらに散在。HP－１の覆土には焼土の粒も入る。

HP－３ 規模；0.89×0.69／0.67×0.48／0.68m

住居の北壁に位置する。 層に似た覆土で埋め戻してある。壙底に近いレベルから、炭化物と赤色

の物質を検出した。つまみ付きナイフなどの遺物も出ており、墓壙の可能性がある。

遺物出土状況 礫類を中心に覆土からまばらに出土した。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

Ｈ－13［図39・40 表２・３ 図版16］

位 置 Ｔ－４・５区 規 模 5.02×(2.93)／4.58×(2.73)／0.34m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－68.5°－Ｗ

確認・調査 Ｑライン付近より北の調査区は西側は 層の上面まで削平され、盛土( 層)が堆積して

いたので、一部は重機を用いて調査した。包含層が残存している部分との境を確認しながら、盛土を

除去したところ、断面に壁の立上りが認められ、これを記録した。さらに、包含層調査で 層の下位

において平面を把握することができ、約３/５程度残存しているものと思われた。残存部分において長

軸方向に１本、短軸方向に２本土層観察用のベルトを設定し、掘り下げたところ、壁の立ち上がりと

床面が確認されたので、住居跡と判断した。
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図37 Ｈ－12

Ⅳ 遺構と出土遺物
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図38 Ｈ－12付属遺構・遺物出土状況
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図39 Ｈ－13

Ⅳ 遺構と出土遺物
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覆 土 覆土には自然遺物の混入が認められ、 ・ 層主体の土が多い。部分的に認められるもの

を除くと、上位の第２層と第９層に大きく分けられ、その間に第７層がバンド状に堆積している。

壁 浅いがいずこも明瞭に立ち上がる。

床 面 概して平坦であるが、南側が低い。

砂 ほぼ中央付近に礫に混じり、いくつかのまとまりが確認された。褐色(10YR4/6)、黄灰色

(2.5Ｙ６/１)を呈するものがある。

付属遺構

焼 土 比較的まとまっているものは１基確認された。南西側で覆土中である。

HF－１ 規模；0.34×0.18／0.03 平面形態；不整形

土層観察用のベルトで褐色(7.5YR4/4)を呈する焼土が確認されていた。また、その下位にも、にぶ

い赤褐色(2.5YR4/4)を呈する土が認められたが、平面を把握するため広げてみたところ、ほとんど残

図40 Ｈ－13付属遺構・遺物出土状況

58



存していなかった。

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面を数回掘り下げ、これと攪乱を受けた低い部分の 層も合わせて精

査し、そこで確認された黒色土をすべて半截し、断面形態や覆土から判断した。結果、４か所(HP－

１～４)確認された。平 的な大きさは、確認面での径が40cm、深さ70cm程度で、HP－２は、削平

され一段低くなった部分で確認された。

図41 Ｈ－14
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遺物出土状況 覆土や床面で、礫がまとまった状態がいくつか確認された。また自然遺物がまとまっ

ているところも認められた。自然遺物は小さいものが多い。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半頃と推測される。 (末光正卓)

Ｈ－14［図41・42 表２・３ 図版17］

位 置 Ｔ・Ｕ－５・６区 規 模 (3.38)×(2.10)／(2.84)×(1.73)／0.09m

平面形態 楕円形？ 長軸方向 Ｎ－11°－Ｗ

確認・調査 包含層調査中、上面で黒色土と砂の堆積、及びフレイク・チップ集中が認められた。し

かし、低くなっている南側は判然としなかった。この黒色土の中央で直交するように、土層観察用の

ベルトを２本設定し、掘り進めたところ、平坦な床面や辛うじてではあるが、壁の立ち上がりが確認

されたので、住居跡と認定した。本遺構は残りが浅く、Ｔ－６区の遺構確認調査では把握できなかっ

た。Ｕ－６区は包含層調査で、掘り下げきってしまっていた。

覆 土 第２層が主体的で、部分的に 層主体の第３層などが認められる。

壁 北側と西側で辛うじて確認できた。

床 面 概して平坦であるが、南北方向の土層断面図では中央付近から傾斜している。本遺構が斜

面に構築されていることを 慮すると、この傾斜は自然地形である可能性があり、この部分の床面は

層中にあり、さらに残存状態も手伝って、検出できなかったものと推測される。

砂 住居跡の北側に小さいまとまりが４か所確認された。

図42 Ｈ－14遺物出土状況
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付属遺構

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面、そして住居を充分にカバーする周囲の 層を数回掘り下げてから

精査し、そこで確認された黒色土をすべて半截し、断面形態や覆土から判断しようと試みた。しかし、

断面のみでは捉えにくかったので、覆土部分を掘り切りその形状で判断した。結果、８か所(HP－１

～８)が確認された。北東側に偏っている。HP－８は住居外であるが、同時に調査を行ったため同じ

ように扱う。最も規模の大きいものはHP－６で、HP－２・３が規模の小さいものである。

フレイク・チップ集中 住居跡の西側に位置する。住居外ではあるが、確認時点で認識されていた

ので、本住居の付属遺構として扱った。土ごと取り上げ、水洗選別を行った。

遺物出土状況 全体的に散在しており、まとまった状況等は確認されなかった。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (末光正卓)

Ｈ－15［図43・44 表２・３ 図版18］

位 置 Ｎ－10・11区 規 模 3.64×(3.08)／3.30×(2.58)／0.12m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－38.5°－Ｗ

確認・調査 層がほとんど削平されていたため、 層で黒色土の落ち込みを確認した。北東部分約

図43 Ｈ－15
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１/４程度が調査区外である。平面の長軸と短軸に沿う、２本の直交するベルトを設定し、壁の立ち上

がり、床面のレベル等を確認し、遺構と断定した。

覆 土 ２層に分層した。第１層は 層主体で非常に堅く、第２層は 層を多く含む。

壁 確認面が床のレベルに非常に近いため、掘り込みは浅く残るのみであるが、はっきりと立

ち上がる。

床 面 構築面は水平である。生活面の層位は確認できなかった。床面中央部と北側に、少量の緑

灰色砂状物質が検出された。

付属遺構

土 壙

HP－１ 規模；2.43×(1.11)／1.64×1.10／0.11m

HP－２ 規模；1.31×0.92／1.04×0.71／0.15m

両者とも皿状の浅いピットで、覆土は住居のものと同じである。

遺物出土状況 礫類を中心に床面からまばらに出土した。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

図44 Ｈ－15遺物出土状況
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図45 Ｈ－16
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Ｈ－16［図45・46 表２・３ 図版19］

位 置 Ｓ・Ｔ－５・６区 規 模 (3.70)×(2.89)／(3.40)×(2.65)／0.14m

平面形態 楕円形？ 長軸方向 Ｎ－70°－Ｅ

確認・調査 Ｈ－14の調査中、南側の壁の立ち上がりを確認するために設定したトレンチに、別の壁

の立ち上がりが確認された。さらに付近に大きな台石も複数認められた。このトレンチに直交するよ

うに、東西方向に土層観察用のベルトを設定し掘り進めたところ、平坦な床面等が確認されたので、

遺構と認定した。本遺構も残存状態が不良で、壁は北側で確認できたにすぎない。また、東側は遺構

確認調査や包含層調査で 層まで下げきっていた。また、中央付近の土壙(HP－１)は本住居跡を切っ

ていると判断されるが、本遺構と同時に調査を進めたので、付属遺構のところで説明したい。

覆 土 主体的な層は 層に 層がわずかに混じる土である。また、中央付近では 層主体の層が

認められ、これは下位の土壙の覆土でもある。最下層のものは一部に自然遺物を含んでいた。

壁 北側で辛うじて確認できた。東西方向の土層断面図に認められる立ち上がりは、住居跡のもの

と えると小さすぎる。恐らく、土壙あるいは段構造といった付属施設に関連するものと推測されよう。

床 面 概して平坦であるが、南北方向の土層断面図では南側が傾斜している。本遺構が斜面に構

築されていることを 慮すると、この傾斜は自然地形である可能性があり、この部分の床面は 層中

にあり、さらに残存状態も手伝って、検出できなかったものと推測される。

図46 Ｈ－16遺物出土状況
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付属遺構

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面、そして住居を充分にカバーする周囲の 層を数回掘り下げてから

精査し、そこで確認された黒色土をすべて半截し、断面形態や覆土から判断した。結果、８か所(HP－

１～８)確認された。分布のあり方に規則性はない。また、HP－４は土壙(HP－１)を完掘してから確

認されたので、この土壙に切られていると推測される。

土 壙 ほぼ中央付近に円形のものが１基確認された。

HP－１ 規模；1.39×1.32／0.99×0.98／0.20m 平面形態；円形

図47 Ｈ－17
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覆土には自然遺物や赤色(10Ｒ４/６)を呈する土が極少量認められた。遺物も比較的多く出土した。

遺物出土状況 ほぼ全体的に出土している。覆土から大きな台石が３点出土した。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (末光正卓)

Ｈ－17［図47・48 表２・３ 図版20］

位 置 Ｐ－８・９区 規 模 4.38×3.40／3.72×2.86／0.27m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－24.5°－Ｗ

確認・調査 層の残存状態が悪く、 層で 層の落ち込みを確認した。輪郭の長軸と短軸に沿うよ

うに２本の直交するベルトを設定し、壁の立ち上がり、床面のレベル等を確認し、遺構と断定した。

覆 土 ３層に分層した。いずれも 層と 層を起源とする層である。

壁 確認面が床のレベルに近いため、残存部分が少ないが、明瞭に立ち上がる。

床 面 中央部東側よりに浅い段があり、まわっているので、大きめの浅い皿状のピットとしても

図48 Ｈ－17遺物出土状況
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よいかもしれない。またやや北側には層厚４、５cmの緑灰色の砂状物質が固まっていた。

付属遺構

柱穴・杭穴

HP－１・２ 覆土は 層と 層が混ざったものである。

遺物出土状況 安山岩の礫類を主体に、床面、覆土中から、まんべんなく広がって出ている。砂状物

質が出土したあたりの覆土上位で、大きな石皿が２点出土した。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (新家水奈)

Ｈ－18［図49 表２・３ 図版21］

位 置 Ｔ－５区 規 模 (3.80)×(0.63)／(3.32)×(0.36)／0.13m

平面形態 楕円形？ 長軸方向 Ｎ－51°－Ｗ

確認・調査 Ｑライン付近より北側の調査区は、西側は 層の上面まで削平され、盛土( 層)が堆積

していたので、一部は重機を用いて調査した。包含層が残存している部分との境を確認しながら、盛

土を除去したところ、断面に壁の立ち上がりが認められ、これを記録した。さらに包含層調査で 層

まで掘り下げ、平面を確認した。多くても全体の１/６程度が残存しているにすぎず、多くは削平され

ていた。前に記録した土層断面に直交するように東西方向にベルトを設定し掘り進めたところ、平坦

な床面や明瞭な壁の立ち上がりが確認されたので、住居跡と認定した。なお、東側壁の南よりに土壙

(HP－１)をもつ。土層の堆積の仕方から付属遺構であると えられる。土壙としたが段の可能性もある。

図49 Ｈ－18
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覆 土 南北方向の土層断面図では、HP－１も同時に埋まっていった状況を示している。第２・４

層は 層主体で、前者はこの土壙の比較的上位に広く堆積し、後者は壙底面付近に部分的にみられる。

その他の層は 層が主体である。自然遺物を少量含んでいるものもある。

壁 土層断面では、比較的明瞭に認識できた。東側の一部と北側は攪乱されている。

床 面 土壙の付近はやや低くなっている。

砂 覆土に混ざった状態で極少量確認された。

付属遺構

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面を数回掘り下げ、さらにが 層が露出した攪乱部分も合わせて精査

し、そこで、確認された黒色土をすべて半截し、断面形態や覆土から判断した、結果、１か所(HP－

２)確認された。覆土は 層主体の土で、部分的に 層主体のものが認められる。

土 壙 住居跡の西側の壁際に位置する。断面において早くから確認されていた。

HP－１ 規模；1.54×(0.27)／1.34×(0.22)／0.25m 平面形態；楕円形？

全体の約１/４程度が残存するものと えられる。遺物は出土しなかった。

遺物出土状況 特記するような状況は、認められなかった。

時 期 土器の出土はないが、他の住居跡と同じ縄文時代前期と えて差し支えないであろう。

(末光正卓)

Ｈ－19［図50・51 表２・３ 図版21・22］

位 置 Ｒ・Ｓ－５・６区 規 模 4.23×3.98／3.66×3.53／0.22m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－35°－Ｗ

確認・調査 Ｒ－６区遺構確認調査中、 層を掘り下げていくと炭化物が混じってきて、さらに遺物

も多く認められた。断面でも確認しようと え、少しずつ慎重に掘り下げたところ、自然層位の 層

と炭化物を含む 層主体の土との層界を捉えることができ、後者は遺構の覆土であると予想された。

その後、周辺の包含層を 層まで掘り下げ平面を確認した。中央で交わる２本の土層観察用のベルトを

設定し掘り進めていったところ、平坦な床面及び明瞭な壁の立ち上がりを確認したので、住居跡と認定した。

覆 土 上位の第１層と下位の第２層に大きく分けられる。ともに 層主体で構成される。第４層

は 層が主体で、壁際に堆積していた。

壁 最も低い南側の一部が辛うじて残っていたこと以外は、ほぼ全体的に良好な残存状態で

あった。

床 面 概して平坦であるが、南側が若干低い。

砂 住居のほぼ中央に砂の堆積が広くみられた。混じりの少ない部分と、覆土最下層のものと

混じる部分が認められる。

付属遺構

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面を数回掘り下げてから精査し、確認された黒色土をすべて半截し、

断面形態や覆土から判断した、結果、13か所(HP－１～13)確認された。様々な規模のものがあり、

HP－１は際立って大きい。

遺物出土状況 ほぼ全体的に分布しており、まとまっている等の状況は認められなかった。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (末光正卓)

Ｈ－20［図52・53 表２・３ 図版23・24］

位 置 Ｑ・Ｒ－５・６区 規 模 (4.60)×(3.19)／(4.30)×(2.80)／0.11ｍ
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図50 Ｈ－19
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平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－54.5－Ｅ

確認・調査 Ｑ－６区の西側は 層まで削平され、盛土( 層)が堆積していた。この盛土を重機で除

去し露出面を清掃したところ、半円形を呈する黒色土の堆積が認められた。そしてこれは、住居跡で

あろうと予想した。しかし、削平部分と包含層が残存している部分の壁には砂の堆積がみられたので、

さらに１軒が切っているものと予想された。その後、包含層調査を行い平面の状態を確認しようとし

たが、肝要な部分が削平されており、前に立てた予想について確かめようがなかったが、本遺跡の住

居跡で大きく切り合う例は認められないこと、加えて、床面に段をもち中央部分が一段低くなってい

る例は確認されているので、これは段を有する１軒の住居跡であろうと結論付けた。砂がみられた断

面とこれに直交するベルトを設定し掘り進めたところ、床面、壁を確認したので住居跡と認定した。

西側の約１/２が次年度以降調査の予定である。段を有する１軒か２軒の重複かは本年度の調査のみで

は明確に判断できないが、ここでは便宜的に１軒としておきたい。

覆 土 主体は第１層で主に 層で構成されるものである。削平を受けているため段の層位とは連

続した状況が観察できなかった。

壁 北側で明瞭に立ち上がり、東側及び西側では確認できなかった。また西側は、壁が段と判

断した部分よりも内側に位置しており、これが２軒の重複の可能性を える理由である。

図51 Ｈ－19遺物出土状況
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図52 Ｈ－20
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床 面 概して平坦である。

砂 ２か所確認された。西側のもの(砂１)は段のなかに位置し、東側のもの(砂２)は床面に位

置する。砂２は規模が大きい。覆土と混ざる部分が多く、純粋な部分はほとんどみられない。一方砂

２は混じりのほとんどない純粋な状態で、さらに下位との層界には厚さ５mm以下で、炭化物がバン

ド状に堆積していた。これは砂の機能を示している状況であるかもしれない。両者の砂の堆積のあり

方は対照的である。

付属遺構

柱穴・杭穴 住居跡の壁と床面を数回掘り下げてから精査し、確認された黒色土をすべて半截し、

断面形態や覆土から判断した、結果、６か所(HP－１～６)確認された。先端部が若干尖がり気味の形

態のものが目立つ。

遺物出土状況 全体的に少なく、段の部分よりも東側の床面の方が分布が多い。大きな台石が２点出

土した。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期後半と推測される。 (末光正卓)

Ｈ－21［図61 表２ 図版28］

位 置 Ｖ－３区

確認・調査 盛土遺構の調査において、攪乱部分と盛土遺構との境の断面に壁の立ち上がりが確認さ

図53 Ｈ－20遺物出土状況
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れた。この壁は重機で掘り下げたときに生じたものであり、これを垂直にするために人力で整えてみ

たところ、極わずかしか残存していないことが判明した。断面は南北方向の壁で記録した。覆土の最

上層は盛土遺構から流れ込んだ土で構成されており、盛土遺構よりも本住居跡の方が古い可能性が高

い。遺物の出土はなかった。

時 期 明確な決め手はないが、新しくても縄文時代前期後半でそれ以前の可能性もある。

(末光正卓)

Ｈ－22［図54 表２］

位 置 Ｐ－６区 規 模 (4.85)×(1.15)m

平面形態 楕円形？

確認・調査 調査区外の壁にセクションを確認した。また、調査区内の 層の残存状態が悪く、 層

で黒い落ち込みの輪郭を確認した。調査区内の覆土は非常に浅くしか残っていない。図の実線は確認

時の輪郭、破線は壁のセクションの立ち上がりをもとに現存の輪郭とつなげたものである。住居の大

半が調査区外にかかっており、今年度はその存在の確認にとどめ、調査は来年度以降に持ち越した。

(新家水奈)
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表２ 住居跡一覧表

主な出土遺物
遺構名 図

位 置
(平面形態)

規 模 付属遺構 備
床 面 覆 土

H-１ 14
・
15

L-５・６区
(楕円形)

3.99×3.34／3.68×2.90／0.38 柱穴・杭穴；６
(HP-１～６)

フレイク・チップ集中；１
炭化物集中；２

土器( 群) 石鏃
スクレイパー たたき石
石皿 礫

土器( ・ 群) 石鏃
スクレイパー 石皿 礫

礫のまとまり
床面に段を有する

H-２ 16
～
18

L・M
-６・７区

(楕円形)

4.97×4.25／4.14×3.68／0.62 焼土；１ (HF-１)
柱穴・杭穴；27

(HP-３～29)
土壙；２ (HP-１・２)
炭化物集中；５

土器( 群) 石鏃
つまみ付きナイフ
たたき石 すり石 礫

土器( 群) 石鏃
すり石 礫

礫のまとまり

H-３ 19
～
21

O-４・５区
(楕円形)

4.95×3.71／4.60×3.30／0.28 焼土；１ (HF-１)
柱穴・杭穴；３

(HP-３・４・６)
土壙；３

(HP-１・２・５)

土器( 群) 石斧
石皿 礫

土器( 群) すり石
石鋸 礫

床面に砂の堆積
礫のまとまり

H-４ 22 H・I-９区
(楕円形)

(3.24)×3.36／(2.78)×2.24／
0.26

－ 土器( 群) たたき石
礫

土器( 群)
つまみ付きナイフ たたき石
礫

H-５ 23
・
24

I・J-８・９区
(楕円形)

5.45×4.26／4.67×3.38／0.28 柱穴・杭穴；４
(HP-６～９)

床ピット；５
(HP-１～５)

土器( 群) すり石
礫

石鏃 つまみ付きナイフ
すり石 礫

H-６ 25
～
27

M・N
-５・６区

(楕円形)

6.09×4.47／5.86×4.23／0.58 焼土；覆土最下層
柱穴・杭穴；11

(HP-１～11)
フレイク・チップ集中；２
炭化物集中；１

土器( 群) 石鏃
つまみ付きナイフ
スクレイパー 石斧
たたき石 すり石 礫

土器( 群) 石鏃
石槍・ナイフ
つまみ付きナイフ
スクレイパー 石斧
たたき石 すり石 石鋸
石皿 礫

床面に段を有する

H-７ 28
～
30

H-９・10区
(楕円形)

3.40×2.87／3.09×2.58／0.20 床ピット；２
炭化物集中；６

土器( 群)
つまみ付きナイフ

土器( 群) すり石
石皿 礫

北壁にピット１基あり

H-７構築以前の土壙

H-８ 31
～
33

K-７・８区
(楕円形)

5.04×4.24／4.06×3.10／0.54 柱穴・杭穴；８
(HP-２～９)

床ピット；１ (HP-１)

土器( 群) 石錘
石皿 礫

土器( 群) 石鏃
つまみ付きナイフ 石斧
たたき石 すり石 石錘
石皿 礫

床面に段を有する
床面に砂の堆積
赤色顔料？ 確認

H-９ 34 J・K-８区
(楕円形)

(2.35)×(2.04)／(1.84)×
(1.30)／0.38

－ すり石 石鋸 礫 北東部分、次年度調査区

H-10 35 J・K-８区
(楕円形)

(1.52)×2.70／(1.30)×2.40／
0.12

－ － スクレイパー たたき石
すり石 礫

北側半分をH-８に切ら
れる

H-11 36 L-７・８区
(楕円形)

(1.94)×(1.82)／(1.84)×
(1.72)／未調査

－ － 土器( 群) たたき石
すり石 台石 礫

南西側一部をH-８に切
られる
次年度調査予定

H-12 37 M-11区
(楕円形)

(4.28)×3.20／(4.02)×2.66／
0.46

柱穴・杭穴；４
(HP-４～７)

床ピット；３
(HP-１～３)

土器( 群)
つまみ付きナイフ 石錘
石皿 礫

土器( 群) 石鏃
つまみ付きナイフ
たたき石 すり石
石錘 礫

床面に砂の堆積

H-13 39
・
40

T-４・５区
(楕円形)

5.02×(2.93)／4.58×(2.73)／
0.34

焼土；１ (HF-１)
柱穴・杭穴；４

(HP-１～４)

スクレイパー 石斧
すり石 石錘 礫

土器( 群) 石斧
たたき石 すり石
石皿 礫

床面に砂の堆積
覆土に自然遺物が混入
礫のまとまり
南西側部分削平

H-14 41
・
42

T・U
-５・６区

(楕円形？)

(3.38)×(2.10)／(2.84)×
(1.73)／0.09

柱穴・杭穴；８
(HP-１～８)

フレイク・チップ集中；１

土器( 群) 石錐
つまみ付きナイフ
スクレイパー たたき石
礫

土器( 群) すり石
石錘 礫

床面に砂の堆積
西側住居外にフレイク・
チップ集中あり
(HF.C.－１)

H-15 43
・
44

N-10・11区
(楕円形)

3.64×(3.08)／3.30×(2.58)／
0.12

床ピット；２
(HP-１・２)

つまみ付きナイフ 石錘
礫

すり石 石錘 礫 東側一部、次年度調査区
床面に砂の堆積

H-16 45
・
46

S・T-５・６区
(楕円形？)

(3.70)×(2.89)／(3.40)×
(2.65)／0.14

柱穴・杭穴；７
(HP-２～８)

土壙；１ (HP-１)

土器( ・ 群)
すり石 石皿
礫

土器( 群) 石鏃
つまみ付きナイフ 石皿

覆土に自然遺物が混入
南側部分削平

H-17 47
・
48

P-８・９区
(楕円形)

4.38×3.40／3.72×2.86／0.27 柱穴・杭穴；２
(HP-１・２)

土器( 群)
つまみ付きナイフ
スクレイパー たたき石
すり石 石皿 礫

土器( 群)
スクレイパー すり石
石皿 礫

床面に段を有する
床面に砂の堆積

H-18 49 T-５区
(楕円形？)

(3.80)×(0.63)／(3.32)×
(0.36)／0.13

柱穴・杭穴；１
(HP-２)

土壙；１ (HP-１)

礫 石皿 礫 床面に砂の堆積
西側の一部が残存

H-19 50
・
51

R・S-５・６区
(楕円形)

4.23×3.98／3.66×3.53／0.22 柱穴・杭穴；13
(HP-１～13)

すり石 礫 土器( 群) 石鏃
たたき石 すり石 礫

床面に砂の堆積

H-20 52
・
53

Q・R
-５・６区

(楕円形)

(4.60)×(3.19)／(4.30)×
(2.80)／0.11

柱穴・杭穴；６
(HP-１～６)

たたき石 石皿 礫 すり石 礫 床面に段を有する
床面に砂の堆積
西側部分、次年度調査区
南東側部分削平

H-21 61 V-３区
(？)

－ － － － 盛土遺構調査時に、断面
で壁の立ち上がりを確認

H-22 54 P-６区
(楕円形)

(4.85)×(1.15) － － － 未調査
南西側部分、次年度調査区
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表３ 住居跡付属遺構一覧表

遺構名 図 付属遺構名 種 別 規 模 主 な 出 土 遺 物 備

Ｈ－１ 14 HP－１～６ 柱穴・杭穴 最大；0.12／0.17 最小；0.05／0.07 －

－ フレイク・チップ集中 0.22×0.16 －

－ 炭化物集中 0.18×0.07 0.15×0.10 －

Ｈ－２ 16
・
17

HF－１ 焼 土 0.50×0.46／0.05 －

HP－３～29 柱穴・杭穴 最大；0.19／0.38 最小；0.08／0.06 HP－22；土器( 群)

HP－４・７・14・16・17・18
21・23・28；フレイク

HP－１ 土 壙 0.57×0.48／0.42×0.34／0.18 フレイク

HP－２ 土 壙 0.63×0.70／0.40×0.40／0.10 フレイク

－ 炭化物集中 0.09×0.09
0.24×(0.07) 0.18×0.19
0.09×0.09 0.09×0.08

－

Ｈ－３ 19
・
20

HF－１ 焼 土 0.50×(0.30)／0.04 －

HP－３・４・６ 柱穴・杭穴 平 ；0.18／0.23 －

HP－１ 土 壙 0.58×0.32／0.53×0.22／0.10 フレイク

HP－２ 土 壙 0.56×0.23／(0.32)×0.06／0.08 －

HP－５ 土 壙 (0.38)×0.62／(0.24)×0.49
／0.18

－

Ｈ－４ － － － － －

Ｈ－５ 23
・
24

HP－６～９ 柱穴・杭穴 最大；0.78／0.37 最小；0.11／0.22 －

HP－１ 床ピット 0.90×0.68／0.50×0.37／0.16 －

HP－２ 床ピット 0.65×0.55／0.42×0.25／0.07 －

HP－３ 床ピット 0.75×0.64／0.49×0.46／0.06 －

HP－４ 床ピット (0.94)×(0.75)／(0.45)×(0.50)
／0.09

－ HP－５により西側半分切られる

HP－５ 床ピット 1.32×0.24／1.07×1.00／0.08 －

Ｈ－６ 25
・
26

－ 焼 土 2.20×1.49 2.01×0.09 －

HP－１～11 柱穴・杭穴 最大；0.22／0.45 最小；0.12／0.11 HP－３・６；フレイク

－ フレイク・チップ集中 0.53×0.38 フレイク チップ

－ 炭化物集中 0.41×0.32 －

床ピット１ 土 壙 1.35×0.93／0.28×0.80／0.07 礫

Ｈ－７ 28
・
29

床ピット２ 土 壙 1.11×0.81／0.99×0.69／0.18 －

－ 炭化物集中 － － ６か所

HP－２～９ 柱穴・杭穴 最大；0.22／0.42 最小；0.11／0.13 －

Ｈ－８ 30
・
31

HP－１ 床ピット 1.15×1.11／0.98×0.92／0.10 －

－ フレイク・チップ集中 0.55×0.42 0.66×0.32 フレイク チップ

Ｈ－９ － － － － － 次年度調査予定

Ｈ－10 － － － － －

Ｈ－11 － － － － － 次年度調査予定

Ｈ－12 37
・
38

HP－４～７ 柱穴・杭穴 最大；0.24／0.32 最小；0.14／0.14 －

HP－１ 床ピット 0.51×0.37／0.33×0.24／0.06 －

HP－２ 床ピット 0.64×0.48／0.44×0.31／0.11 －

HP－３ 墓 壙？ 0.89×0.69／0.67×0.48／0.68 つまみ付きナイフ スクレイパー ベンガラ、炭化物確認

Ｈ－13 39
・
40

HF－１ 焼 土 0.34×0.18／0.03 －

HP－１～４ 柱穴・杭穴 平 ；0.40／0.73 HP－３；フレイク HP－３切り合いあり

Ｈ－14 41 HP－１～８ 柱 穴 最大；0.16／0.45 最小；0.14／0.18 HP－７；礫

F.C.－１ フレイク・チップ集中 1.11×0.52 フレイク 住居に隣接

Ｈ－15 43 HP－１ 床ピット 2.43×(1.11)／1.64×1.10／0.11 －

HP－２ 床ピット 1.31×0.92／1.04×0.71／0.15 －

Ｈ－16 45 HP－２～８ 柱穴・杭穴 最大；0.15／0.49 最小；0.13／0.30 HP－２；フレイク HP－５；礫

HP－１ 土 壙 1.39×1.32／0.99×0.98／0.20 すり石 石皿 フレイク 礫 覆土第１層に赤色土(ベンガラ？)

Ｈ－17 47 HP－１・２ 柱穴・杭穴 平 ；0.15／0.35 －

Ｈ－18 49 HP－２ 柱穴・杭穴 0.18／0.26 －

HP－１ 土 壙 1.54×0.27／1.34×0.22／0.25 －

Ｈ－19 50 HP－１～13 柱穴・杭穴 最大；0.21／0.62 最小；0.16／0.20 HP－９・10；礫

Ｈ－20 52 HP－１～６ 柱穴・杭穴 最大；0.14／0.35 最小；0.10／0.17 HP－１；石鏃 石皿 フレイク 礫

Ｈ－21 － － － － －

Ｈ－22 － － － － － 次年度調査予定
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３ 土壙墓・土壙［図55～58 表４ 図版25～27］

Ｐ－１

位 置 Ｌ－３・⑷区

規 模 (0.99)×(0.49)／(0.84)×(0.26)／0.78m 平面形態 不整形

確認・調査 Ｃ試掘溝の北側の壁に、黒色土と 層の明瞭な層界が確認され、さらにその上部で、

層が落ち込んだ凹みに 層が堆積している状況もみられた。遺構の存在を想定したので、平面での確

認を試みた。包含層を少しづつ掘り下げ、精査を繰り返したが、明瞭にとらえることはできなかった。

しかし、 層中でやや不明瞭な黒色土のまとまりが確認されたので、試掘溝に直交する方向に土層観

察用のベルトを設定し掘り進めたが、明瞭な壁の立ち上がりは検出できなかった。確証に乏しいが、

ここでは遺構として扱っておきたい。なお、この遺構は東側部分が包含層調査で、南側部分は試掘溝

により失われている。

覆 土 全体的に 層主体で、部分的に 、 層を含んだ土のブロック堆積が認められる。

遺物出土状況 特記するような出土状況は認められなかった。

時 期 時期の決め手となるものはなく、明確な時期は不明である。 (末光正卓)

Ｐ－２

位 置 Ｉ－９区 規 模 0.80×0.70／0.51×0.45／0.17m

平面形態 不整形 長軸方向 Ｎ－54.5°－Ｗ

図55 Ｐ－１・２

76



確認・調査 Ｈ－４調査中に、東壁際の 層中に黒色土の落ち込みを確認した。Ｈ－４との切り合い

を確認するために長軸方向で半截した。立ち上がりが明瞭で、Ｈ－４の壁を切って構築されており、

Ｈ－４よりも新しい別の遺構と判断した。壙底面は平坦でない。

覆 土 層主体の黒色土の層のみで、遺体層らしい腐植土はなかった。

遺物出土状況 出土していない。

時 期 Ｈ－４よりも新しい時期の遺構であるが、明確な時期は不明である。 (新家水奈)

Ｐ－３

位 置 Ｖ・Ｗ－４区 規 模 (2.18)×1.26／(2.09)×0.88／0.17m

図56 Ｐ－３・４・５

P－5
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平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－46.5°－Ｗ

確認・調査 遺構確認調査中、Ｖ－５区を掘り下げたところ、断面で壁の立ち上がりが確認された。

住居跡の存在を想定し広く精査したが、町道の攪乱が一部 層まで及んでおり、明確に把握できなかっ

た。そこで、北側の調査区境界に沿う方向とこれに直交し、かつＶ－５の杭を通る方向にトレンチを

設定し掘り進めたところ、住居跡ではなく、土壙が３基まとまっているもの認識された。これらにつ

いて平面が確認されたものから順に、Ｐ－３・４・５とした。Ｐ－３は西側に位置し、北側の約１/４

が調査区外に位置する。

短軸方向に土層観察用のベルトを設定し、両側を掘り下げたところ、明瞭な壁、壙底面を確認した

ので遺構と認識した。また、規模やつまみ付きナイフの出土位置等がＰ－４・５と共通し、さらにＰ－

４では人骨の腐朽したと えられる土が確認されたので、土壙墓であると判断した。

埋 土 すべて 層主体である。

遺物出土状況 遺構の中央付近のやや西側から、つまみ付きナイフが１点、及び埋土中から摩耗した

土器片( 群と推測される)が出土した。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期と推測される。 (末光正卓)

Ｐ－４

位 置 Ｖ・Ｗ－４・５区 規 模 (1.57)×(1.52)／(1.38)×(1.17)／0.17m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－９°－Ｅ

確認・調査 確認にいたるまでの状況は、Ｐ－３で記述したとおりである。また、Ｖ－５区の部分は、

遺構確認調査で掘り下げてしまった。

本遺構の北側には礫が存在していた。そこで、この礫をとおるよう南北方向に土層観察用のベルト

を設定し、両側を掘り進めたところ、明瞭な壁、壙底面を確認したので遺構と認定した。さらに、礫

の下には人骨の腐朽したと えられる土の堆積が認められたので、土壙墓であると判断した。また、

規模やつまみ付きナイフのおおまかな出土位置はＰ－３・５と共通する。

また、遺構の北側の一部を判断を誤り、掘り過ぎてしまった。

埋 土 すべて 層主体である。礫の下には青灰色を呈し湿り気の多い土がみられ、のり状と化し

た人骨であると経験的に推測された。

遺物出土状況 遺構の中央付近よりやや南側で、つまみ付きナイフが２点、埋土中から 群土器片２

点が出土した。なお、つまみ付きナイフの正確な出土位置は作業上のミスにより記録できなかった。

時 期 出土遺物等から、縄文時代前期と推測される。 (末光正卓)

Ｐ－５

位 置 Ｗ－４区 規 模 (1.10)×1.10／(0.76)×1.00／0.16m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－39°－Ｗ

確認・調査 確認にいたるまでの状況は、Ｐ－３に記述したとおりである。北側の約１/３が調査区外

で、西側の壁には撹乱がある。

短軸方向に土層観察用のベルトを設定し、両側を掘り下げたところ、明瞭な壁、壙底面を確認した

ので遺構と認識した。また、規模やつまみ付きナイフの出土位置等がＰ－３・４と共通、さらにＰ－

４では人骨の腐朽したと えられる土が確認されたので、土壙墓であると判断した。

埋 土 層主体の層に 層主体のものが部分的に混入する。
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遺物出土状況 遺構の中央付近より若干東側に、つまみ付きナイフが１点出土した。

時 期 Ｐ－３・４との類似性から、縄文時代前期と推測される。 (末光正卓)

図57 Ｐ－６・７・８
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Ｐ－６

位 置 Ｎ・Ｏ－10区 規 模 1.22×1.16／0.82×0.62／0.12m

平面形態 円形 長軸方向 Ｎ－28.5°－Ｅ

確認・調査 層上面で、 層の落ち込みを確認した。石皿も出ており、遺構の存在を予想した。半

截し、掘り込みが明瞭であったので、遺構と断定した。壙底面は平坦である。

覆 土 層主体の第１層のみで、遺体層らしい腐植土はなかった。

遺物出土状況 安山岩の礫類が数点まばらに出土した。掲載した石皿は遺構調査前から覆土の上面で

確認できていたが、壙底面レベルまである大きなものであった。

時 期 時期の決め手となるものはなく、明確な時期は不明である。 (新家水奈)

Ｐ－７

位 置 Ｎ－９・10区 規 模 (1.80)×0.88／(1.50)×0.54／0.08m

平面形態 長楕円形 長軸方向 Ｎ－22.5°－Ｗ

確認・調査 層で、楕円形を呈する 層を確認した。短軸上で半截し、掘り込みが明瞭にみられた

ので、遺構と判断した。北側の一部が、攪乱を受けている。壙底面は平坦である。

覆 土 層主体の第１層のみで、遺体層らしい腐植土はなかった。

遺物出土状況 覆土から、安山岩の礫類がまばらに出土している。

時 期 時期の決め手となるものはなく、明確な時期は不明である。 (新家水奈)

Ｐ－８

位 置 Ｏ－９区 規 模 1.22×0.78／0.86×0.48／0.08m

平面形態 長楕円形 長軸方向 Ｎ－15.5°－Ｗ

確認・調査 層上面で、 層混じりの楕円形の落ち込みを確認した。短軸で半截し掘り込みのセク

ションを確認したところ、遺構と判断した。壙底面は平坦である。

覆 土 ２層に分層した。 層の割合が多く、遺体層らしい腐植土はなかった。

遺物出土状況 覆土から、頁岩のフレイクと、安山岩の礫片が数点出土している。

時 期 時期の決め手となるものはなく、明確な時期は不明である。 (新家水奈)

Ｐ－９

位 置 Ｐ－９区 規 模 1.08×1.06／0.72×0.62／0.08m

平面形態 不整形 長軸方向 Ｎ－58.0°－Ｅ

確認・調査 層で 層混じりの黒い落ち込みを確認した。半截して掘り込みのセクションを観察し、

遺構と判断した。壙底面は平坦である。

覆 土 ２層に分層した。 層が多く混じり、遺体層らしい腐植土はなかった。

遺物出土状況 つまみ付きナイフ、石皿片、礫等が覆土、壙底面から出土。壙底面の遺物はやや南側

に寄っている。

時 期 時期の決め手となるものはなく、明確な時期は不明である。 (新家水奈)
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図58 Ｐ－９・10・11・12
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Ｐ－10

位 置 Ｎ－９・10区 規 模 2.98×1.32／2.74×0.87／0.22m

平面形態 隅丸長方形 長軸方向 Ｎ－68.5°－Ｅ

確認・調査 層で 、 、 層が混ざり合った落ち込みを確認した。当初２基の別個の土壙を想定

し、２か所で平行にセクションを観察し、遺構と判断した。その後覆土を掘り進めるうちに、一つの

細長い土壙であることがわかった。壙底は平坦である。

覆 土 ３層に分層した。 、 層を多く含み、遺体層らしい腐植土はなかった。

遺物出土状況 壙底面の東側から頁岩製の石槍またはナイフとスクレイパーが出ている。覆土からは

安山岩の礫がまばらに出土し、土壙外の南側にも礫がまとまっていたので、一緒に取り上げた。

時 期 出土遺物などから縄文時代前期と推測される。 (新家水奈)

Ｐ－11

位 置 Ｑ－８区 規 模 1.22×0.94／0.67×0.50／0.48m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－30.0°－Ｗ

確認・調査 層で 層混じりの黒い落ち込みを確認した。南北方向で半截し、掘り込みのセクショ

ンを観察、遺構と判断した。土壙外の北側に、少量の赤色物質が検出された。遺構に伴うものかは不

明であるが、分析を依頼した。

覆 土 ３層に分層した。 、 、 層が混じり、遺体層らしい腐植土はなかった。

遺物出土状況 覆土からフレイクや礫がまばらに出ている。

時 期 時期の決め手となるものはなく、明確な時期は不明である。 (新家水奈)

Ｐ－12

位 置 Ｒ－５区 規 模 0.77×0.66m

平面形態 楕円形 長軸方向 Ｎ－27.5°－Ｅ

確認・調査 この遺構が位置する付近とそこから西側は、 層まで削平されていた。重機を用いて

層(盛土)を除去し、露出した 層を人力で清掃したところ、楕円形を呈する黒色土の堆積が認められ

た。この土には 層より上位の土の混入が認められなかったため、遺構であると推測した。一部が調

査区外に存在するため、調査は次年度以降に行うこととした。 (末光正卓)

４ 集石

Ｓ－１［図59 表４ 図版29］

位 置 Ｆ－12区

規 模 0.50×0.40／0.05m 平面形態 不整形

確認・調査 Ｆ－12区南西部の 層中から、礫が29個まとまって検出された。出土状態から判断して、

恐らく網袋のようなものに入ったまま、放棄されたものと思われる。

遺 物 29個の礫はいずれも稜の丸い円礫で、大きさは径10cm内外とほぼ揃っている。編みものな

どに利用された錘石であろうか。

時 期 層中でも比較的上位に遺存していたことから判断して、縄文前期後半よりやや新しい時

期の所産である可能性も えられる。 (高橋和樹)
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図59 集石(Ｓ－１)

図60 柱穴列
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５ 盛土遺構

盛土遺構［図61・62 表４ 図版28］

位 置 Ｕ・Ｖ－２・３区

規 模 (5.33)×(3.14)／0.22m 平面形態 不整形

確 認 ～ 層までを、重機で除去したところ、Ｕ・Ｖ－２～３区あたりの調査区の西壁に、

層の上位に ・ 層主体の土が堆積しているのが確認されたので、盛土遺構であると認識した。この

土には周辺の包含層に比べ、多くの遺物が含まれていた。さらに土器が比較的多いこと、自然遺物や

炭化物も認められた。調査区の西側は広範囲にわたり 層まで攪乱されていたが、盛土遺構がどの程

度残っているのかを把握する必要があった。そこで、この攪乱部分と盛土遺構の境を確認するために、

図61 盛土遺構・Ｈ－21
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攪乱部分を重機で掘り下げていった。結果、西側へ約３m程度残存していることが確認された。ちな

みに東側は町道により削平されていた。また、南西隅の断面には壁の立ち上がりが確認され、これを

Ｈ－21とした。

調 査 まず、残存している範囲を平面図に記録し、東西、南北方向それぞれに土層観察用のベル

トを設定し掘り下げた。自然遺物や微細な人工遺物、炭化物を採集するために、盛土はすべて取り上

げ、水洗浮遊選別を行った。この作業から得られたものについて自然遺物及び炭化種子の同定と、炭

化物(クルミ)の Ｃ年代測定を行った。詳細は 章に掲載する。

盛 土 全体的な色調は、暗褐色(10YR3/3)を呈し、 ・ 層が主体であると判断されるが、 層

も若干含まれていると えられる。また長径50mm程度の礫を含んでいる部分もある。分層はできな

かった。すぐ上位には 層(表土・盛土)があり、削平されている可能性が えられる。

図
62
盛
土
遺
構
土
層
断
面
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重複関係 盛土はＨ－21に流れ込み、覆土最上層を構成している。このことはＨ－21の埋没過程にお

いて盛土が流れ込んだことを示すものと判断され、Ｈ－21よりも新しい遺構である可能性が高い。

遺物出土状況 本遺跡のこれまでの調査では、石器(特に礫類)に対する土器の出土量が極端に少ない

が、本遺構では土器の検出率が高い。それにしても礫類が圧倒的に多かった。遺物は原則として、拳

大よりもあきらかに小さい礫、フレイク・チップ以外はすべて位置を記録して取り上げた。また、自

然遺物が比較的まとまっている部分も記録した。残存範囲においては中央付近よりも北側に多く分布

していた。また、土器は北東側に比較的集中していた。

時 期 出土遺物から縄文前期後半と判断される。 (末光正卓)

６ 柱穴列［図60 表４ 図版29］

位 置 Ｒ－６～８区

規 模 最大0.20／0.26 最小0.08／0.04m

確認・調査 層調査中(確認面レベル46.60～46.80m)に、直径15cm前後の黒い落ち込みが30個ほ

ど、約８mの長さにわたって東西方向にほぼ一列になっているのを確認した。一続きのトレンチでそ

れぞれを半截し、柱穴列であると判断した。直径や深さは様々である。また、列状ではないが、さら

に30基以上の柱穴が、すぐ南側に散在している。図中の数字は各柱穴の深さを表す(単位 cm)。

覆 土 層がやや多めに 層と混じっている。

遺物出土状況 出土していない。

時 期 時期の決め手となるものはなく、明確な時期は不明である。 (新家水奈)

表４ 土壙、集石、盛土遺構、柱穴列、フレイク・チップ集中一覧表

遺構名 図 発掘区 平面形態 規 模 出土遺物 備

P－１ 55L－3・(4)区 不整形 (0.99)×(0.49)／(0.84)×(0.26)／0.78 礫

P－２ 55 I－９区 不整形 0.80×0.70／0.51×0.45／0.17 － H－４の東側一部を切る

P－３ 56V・W－４区 楕円形 (2.18)×1.26／(2.09)×0.88／0.17 土器(未) つまみ付きナイフ 土壙墓

P－４ 56 V・W－4・5区 楕円形 (1.57)×(1.52)／(1.38)×(1.17)／0.17 土器( 群) つまみ付きナイフ 礫 土壙墓

P－５ 56 W－４区 楕円形 (1.10)×1.10／(0.76)×1.00／0.16 つまみ付きナイフ 土壙墓

P－６ 57N・O－10区 円形 1.22×1.16／0.82×0.62／0.12 たたき石 礫

P－７ 57N－９・10区 長楕円形 (1.80)×0.88／(1.50)×0.54／0.08 フレイク 礫

P－８ 57 O－９区 長楕円形 1.22×0.78／0.86×0.48／0.08 フレイク 礫

P－９ 58 P－９区 不整形 1.08×1.06／0.72×0.62／0.08 つまみ付きナイフ 礫

P－10 58N－９・10区 隅丸長方形 2.98×1.32／2.74×0.87／0.22
土器( 群) 石槍・ナイフ

スクレイパー 礫

P－11 58 Q－８区 楕円形 1.22×0.94／0.67×0.50／0.48 礫 周辺に赤色顔料確認

P－12 58 R－５区 楕円形 0.77×0.66 － 確認 次年度調査

北壁ピット
28
・
29

H－９・10区 不整形
0.65×0.40／0.36

0.65×0.45／0.24
－

住居跡H－７の北

壁にかかる土壙

S－１ 59 F－12区 不整形 0.50×0.40／0.05 礫 層中

盛土遺構 61U・V－２・３区 不整形 (5.33)×(3.14)／0.22

土器( 群) 石鏃 つまみ付きナ

イフ スクレイパー 石斧

たたき石 すり石 石皿 礫

H－21の近く

柱穴列 60R－６～８区 － 最大；0.20／0.26 最小；0.08／0.04 －
30基が、７mの範囲

に列状に位置する

F．C．－１ － K－８区 － 0.61×0.56／0.15 土器( 群)フレイク・チップ 層中
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表５ 焼土一覧表

遺構名 発掘区 確認層位 平面形態 規 模 色 調 出土遺物 備

Ｆ－１ Ｈ－８区 層中位 不整形 0.44×0.40/0.07 暗褐色(7.5YR3/4) －

Ｆ－２ Ｍ－６区 層中位 不整形 0.34×0.23/0.03 暗赤褐色(５YR3/2) 土器(未) 礫 二次堆積

Ｆ－３ Ｍ－６区 層中位 不整形 0.20×0.12/0.03 暗赤褐色(５YR3/2) － 二次堆積

Ｆ－４ Ｍ－５区 層中位 不整形 0.23×0.14/0.02 にぶい赤褐色(５YR３/4) － 二次堆積

Ｆ－５ Ｍ－６区 層中位 不整形 0.55×(0.10)/0.02 にぶい赤褐色(５YR3/2) －

Ｆ－６ Ｇ－６区 層中位 不整形 1.06×0.53/0.10 橙色(7.5YR6/8) － 二次堆積

Ｆ－７ Ｇ－５区 層中位 不整形 0.56×0.28/0.02 橙色(7.5YR6/8) － 二次堆積

Ｆ－８－a N－４区 層上位 不整形 0.16×0.16/0.05 橙色(５YR6/8) － 二次堆積

Ｆ－８－b N－４区 層上位 不整形 0.12×0.12/0.03 橙色(５YR6/8) － 二次堆積

Ｆ－９－a N－４区 層上位 不整形 0.24×0.17/0.01 橙色(５YR6/8) － 二次堆積

Ｆ－９－b N－４区 層上位 不整形 0.12×0.09/0.02 橙色(５YR6/8) － 二次堆積

Ｆ－10 Ｉ－９区 層下位 不整形 0.87×0.84/0.08 明赤褐色(５YR5/6) － 二次堆積

Ｆ－11－a N－３区 層中位 不整形 0.11×0.06/0.02 明赤褐色(５YR5/8) －

Ｆ－11－b N－３区 層中位 不整形 0.15×0.21/0.02 明褐色(7.5YR5/6) －

Ｆ－11－c N－３区 層中位 不整形 0.17×0.14/0.05 明赤褐色(５YR5/8) － 二次堆積

Ｆ－12 Ｌ・Ｍ－１・２区 層上位 不整形 0.70×0.44/0.02 にぶい赤褐色(５YR3/3) － 付近から 群土器出土

Ｆ－13 Ｈ－12・13区 層上位 不整形 0.74×0.66/0.07 暗赤褐色(５YR3/4) －

Ｆ－14 Ｆ－13区 層上位 不整形 1.94×0.80/0.17 赤褐色(５YR4/6) －

Ｆ－15 Ｆ－12区 層上位 不整形 2.16×1.92/0.09 暗褐色(7.5YR3/4) －

Ｆ－16 Ｇ－12区 層上位 不整形 2.40×0.80/0.10 暗褐色(7.5YR3/4) －

Ｆ－17 Ｇ－12区 層上位 不整形 1.26×0.92/0.05 暗褐色(7.5YR3/4) －
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７ 遺構出土の土器［図62～66 表６・７ 図版30～37］

遺構出土の土器をまとめて掲載する。

⑴ 住居跡出土の土器

Ｈ－１［１～３］

床面 １は口縁部で、口唇部と外面に不整な撚糸文が施される。２は複節の撚紐を用いた絡条体に

より施文される。１・２は 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えられる。

覆土 ３は水平方向に微隆起線文が複数あり、これらの間の器面には短縄文が施される。 群ｂ類

の中茶路式に相当すると えられる。

Ｈ－２［４～13］

床面 ４は地文がRL斜行縄文で、その上に綾絡文が施される。５は全体的に摩耗しているもので、

外面には綾絡文が施される。４・５は 群ｂ類に相当すると えられる。

付属遺構 ６は器面に複節の右上がりの条がみられ、さらに複数の綾絡文が施される。 群ｂ類の

円筒土器下層式に相当しよう。

覆土 ７の地文はRL斜行縄文で、口唇部にも施される。補修孔が２か所認められる。８は外面に右

上がりの不整な条がみられる。９は底面で、外面には地文がまばらに施される。楕円が二つ接したよ

うにみえる痕跡は、絡条体による押圧施文と推測される。10の原体はLRLで、条間が若干離れてお

り、撚糸文の可能性もある。11は組紐による回転施文と推測される。12は器面に左上がりの条がみら

れ、複節である。13も複節で、条は横走気味である。

７～13は 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えられる。

Ｈ－３［14～16］

床面 14の外面は不整な撚糸文が横方向に施され、内面には斜め方向に貝 条痕文がみられる。15

は出土層位について記録ミスしたものであるが、調査担当者の記憶から、おそらく床面出土であった

と推測される。地文は条の方向が異なり、羽状を構成する部分がある。14は 群ｂ類の円筒土器下層

式、15は 群ａ類にそれぞれ相当すると えられる。

覆土 16は厚手で、全体的に摩耗している。外面には左上がりの条が辛うじて観察される。 群ａ

類に相当するものであろう。

Ｈ－４［17～19］

床面 17は複節で、条は縦走気味である。 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えられる。

覆土 18は口唇部直下の器面に綾絡文らしい文様がみられる。19は全体的に摩耗しており、判然とし

ないが、地文は組紐によるものと判断される。18・19はともに 群ｂ類の円筒土器下層式に相当しよう。

Ｈ－５［20・21］

床面 20の外面は著しく摩耗しているが、胎土等から 群ｂ類と推測される。

覆土 21は口唇部直下の器面が無文で、そこに綾絡文が施される。地文はLR斜行縄文で、 群ｂ類

の円筒土器下層式と えられる。

Ｈ－６［22～33］

床面 22は口唇部と外面に不整な撚糸文が施される。条は口縁、頸部では横走し、胴部上位では斜

めである。23は口唇部から胴部へと器壁が厚くなる。外面には羽状縄文が施され、内面にも縄文がみ

られる。24は口唇部と器面にLR斜行縄文が施される。横方向には、原体閉端部の回転圧痕が認められ

る。25は１段Ｒを用いた絡条体により施文される。
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図63 遺構出土破片掲載土器⑴
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図64 遺構出土破片掲載土器⑵
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22・24・25は 群ｂ類の円筒土器下層式に、23は 群ａ類の静内中野式に相当すると えられる。

覆土 26は外面に不規則な条、節が観察され、内面に貝 条痕文が斜め方向に施される。27は外面

の摩耗がやや著しく、口唇部直下の器面に綾絡文が施される。28は内外面に貝 条痕文が施される。

胎土や口縁部の断面形態から 群ｂ類に分類した。29は口唇部と外面の剝落、摩耗が著しいが、外面

は羽状を構成する条が観察される。内面は上位にLR原体による縄文、下位には貝 条痕文が斜め方向

に施される。30は１段Ｒを用いた絡条体による施文と推測される。31は左上がりの不規則な条と、右

上がりの平行する条が交差する。前者は綾絡文、後者は撚糸文と推測される。32は縄文と綾絡文が観

察される。33は外面に右上がりの条がみられ、内面に貝 条痕文と左上がりの条が観察される。

26～33は 群ｂ類の円筒土器下層式に相当するものと判断される。

Ｈ－７［34］

床面 34は胴部で、上下の割れ口は輪積みの痕跡を示す。外面は一部剝落しているが、LR斜行縄文

が観察される。 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えられる。

Ｈ－８［35～42］

覆土 35は地文がRL斜行縄文で、口唇部直下の器面には縄線文が施される。36は胴部と底の外面に

不規則な条が観察される。37は内面がすべて剝落し、外面に不規則な条がみられる。38は１段Ｌを巻

きつけた絡条体による地文が施される。39は繊維を多量に含む厚手のもので、内外面は無文である。

40の地文は撚糸文と えられ、複節である。41は細い１段Ｒを用いた絡条体で、斜め方向と横走気味

の条を施している。42は沈線文と半截竹管状工具による刺突文が交互に施される。

図65 遺構出土破片掲載土器⑶
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39・42は 群ａ類と えられるが、42は 群ａ類の可能性もある。35～38・40・41は 群ｂ類の円

筒土器下層式であろう。

Ｈ－11［43］

覆土 43は外面がすべて剝落しているが、胎土等から 群ｂ類に相当すると推測される。

Ｈ－12［44～46］

床面 44は頸部で、器面に綾絡文が施される。45は外面にRL斜行縄文、内面に貝 条痕文が施され

る。45・45はともに 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えられる。

図66 遺構出土破片掲載土器⑷
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覆土 46の地文は複節で、 群ｂ類の円筒土器下層式に相当するものと判断される。

Ｈ－13［47～49］

覆土 47の地文は、１段Ｒを用いた絡条体による回転施文である。48も１段Ｒの絡条体を用いた施

文であるが、節が間延びしている。49も撚糸文が施され、用いられる撚紐は１段Ｒである。47～49は

群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えられる。

Ｈ－14［50～52］

床面 50は器面にLR斜行縄文が施されるもので、 群ｂ類の円筒土器下層式と えられる。

覆土 51は全体的に摩耗しているが、外面にLR斜行縄文が施される。52の地文は複節の撚紐を用い

た絡条体の回転施文である。51・52は 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えられる。

Ｈ－16［53～55］

床面 53は口縁部で、摩耗している。内外面には地文であるLR斜行縄文がみられ、口唇部直下の器

面には縄線文が施される。54は底部で、内外面とも無文である。53・54は 群ｂ類の円筒土器下層式

に相当すると えられる。

覆土 55は外面に横位の貝 条痕文が施されるもので、 群ａ類のものと判断した。

Ｈ－17［56］

床面 56は外面の剝落及び摩耗が著しいが、左上がりの条が観察される。内面は貝 条痕文を施し

た後に器面が調整がされる。 群ｂ類の円筒土器下層式に相当しよう。

Ｈ－19［57］

覆土 57は外面にLR斜行縄文が施されるもので、 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えら

れる。

複数の住居跡から出土した破片が接合したもの［58～60］

58～60は同一個体で、複数の住居跡から出土した破片が接合したものである。RL原体を用いた綾絡

文が複数、横方向に施される。器面にみられる条は、綾絡文を施す際に同時に生じた回転圧痕である

と判断される。接合する破片はＨ－１・２・６・８から回収されており、これらの住居跡は隣接して

いる。 群ｂ類に相当すると えられる。

⑵ 盛土遺構出土の土器［61～71］

61は口唇部直下の器面に貼付帯があり、その上に縦位の貝 復縁文が複数施される。内外面には貝

条痕文がみられる。62は口唇部に刺突文が施され、地文はRL斜行縄文である。63の器面にみられる

横方向の施文は、縄線文と推測されるが判然としない。地文は、複節の左上がりの条がみられ、撚糸

文と推測される。64は１段Ｌを巻きつけた絡条体により回転施文される。内面は縦横両方向に貝 条

痕文が施される。65の外面は、不整な撚糸文と推測される。内面の上位には貝 条痕文がみられる。

66は比較的整然とした縄文が施される。67はLR斜行縄文と綾絡文が施される。68は外面にLR斜行縄

文がみられ、内面は凹凸が著しい。69は絡条体の回転施文で、ＬとＲを用いた別原体によるものであ

る。70は斜行縄文が施され、内面が剝落している。71は横方向の貝 条痕文が施される。

61・71は 群ａ類で、61は貼付帯を有することから、アルトリ式と推測される。62～70は 群ｂ類

の円筒土器下層式に相当すると えられる。

⑶ 土壙、フレイク・チップ集中出土の土器

Ｐ－４［72］

72は全体的に摩耗しているが、器面には右上がりの条が観察される。 群ｂ類の円筒土器下層式に

相当すると推測される。
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Ｐ－10［73］

73は頸部と推測される。異なる原体により上位には比較的整った撚糸文、下位には不整な撚糸文が

それぞれ施される。 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると判断される。
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F.C.－１［74］

74は胴部下位で、RL原体による地文の上に、綾絡文が施される。 群ｂ類の円筒土器下層式に相当

するものと えられる。 (末光正卓)
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表６ 遺構出土土器点数表⑶

遺 構 層 位 時 期 分 類 ランク分類 点 数 合 計

Ｐ－３ 覆土 (埋土) 未分類 Ｅ １ １

Ｐ－４ 覆土 (埋土) 群 Ｃ ２ ２

Ｐ－10 覆 土 群 Ｃ １ １

F.C.－１ － 群 Ｃ ２ ２

Ｆ－２ － 未分類 Ｃ １ １

表７ 遺構出土破片掲載土器観察表⑴

色 調
図 掲載番号 出土遺構

(出土グリッド)
遺物番号 層位 破片数 接合

破片数 破片部位 文 様 内 面 調 整 胎 土 使用の痕跡 備
(時期分類)外 面 内 面

63 １ Ｈ－１ 26 床面 １ １ 口縁部 撚糸文？ ミガキ (黒褐色) にぶい
赤褐色

岩石主体 粒径は中
繊維多量
海綿骨針

外面
黒色化・炭化物付着

( 群ｂ類)

〃 ２ Ｈ－１ 15 覆土 ３

Ｈ－１ 11 覆土 ２ ８ 胴 部 撚糸文 ナデ
(指頭圧痕)

灰黄褐色 にぶい
黄橙色

鉱物主体 粒径は中
繊維多量

内外面黒色化
( 群ｂ類)Ｈ－１ － 覆土 ２

(Ｋ－６区) － １

〃 ３ Ｈ－１ － 覆土 ３ ３ 胴 部 微隆起線文
短縄文

ナデ
(指頭圧痕)

にぶい
橙色

(褐灰)～
にぶい黄橙色

ほとんどが鉱物
粒径は中

内面黒色化
( 群ｂ類)

〃 ４ Ｈ－２ － 床面 １ １ 胴 部 縄文 綾絡文 ナデ にぶい
褐色

(灰褐色) 鉱物主体 粒径は大
繊維中量

内外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 ５ Ｈ－２ 56 床面 １ １ 胴 部 綾絡文 ナデ？ にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

ほとんどが鉱物
粒径は小 繊維中量

外面
黒色化・炭化物付着

図65－58・59
･60と同一個体
( 群ｂ類)

〃 ６ Ｈ－２

HP－22
148 覆土 ２ ２ 口縁部 縄文 綾絡文 ミガキ・ナデ (黒褐色) 灰黄褐色 鉱物主体 粒径は小

繊維多量
海綿骨針

外面黒色化
内面炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 ７ Ｈ－２ 8 覆土 １ １ 口縁～頸部 縄文 ナデ
(指頭圧痕)

(黒褐色) (黒褐色) ほとんどが岩石
角のとれた円礫
粒径は大 繊維中量

内外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 ８ Ｈ－２ 7 覆土 １ １ 口縁部 縄文 ミガキ
(指頭圧痕)

(黒褐色) (黒褐色) 岩石･鉱物ともにあり
角のとれた円礫
粒径は中 繊維少量

内外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 ９ Ｈ－２ 51 覆土 １ １ 底 部 縄文
絡条体圧痕文

ナデ
(指頭圧痕)

にぶい
橙色

にぶい
黄橙色

岩石･鉱物ともにあり
粒径は小 繊維少量

－
( 群ｂ類)

〃 10 Ｈ－２ － 覆土 １ １ 胴 部 撚糸文 ナデ (黒褐色) (黒褐色) ほとんどが岩石
角のとれた円礫
粒径は大 繊維多量

内外面 黒色化
外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 11 Ｈ－２ 39 覆土 １ １ 胴 部 縄文(組紐？) ナデ
(指頭圧痕)

(黒褐色) 灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中 繊維少量

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 12 Ｈ－２ － 覆土 １ １ 胴 部 撚糸文 ミガキ・ナデ
(指頭圧痕)

(黒褐色) にぶい
褐色

鉱物主体 粒径は大
繊維少量

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 13 Ｈ－２ － 覆土 １ １ 胴 部 撚糸文 ミガキ・ナデ
(指頭圧痕)

(黒褐色) (黒褐色) 鉱物主体 粒径は小
繊維多量
海綿骨針

内外面 黒色化
外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 14 Ｈ－３ 26 床面 １ １ 頸部？ 撚糸文 (貝 条痕文)
(指頭圧痕)

(黒褐色) (黒褐色) ほとんどが岩石
(白色の堆積岩？

亜角礫)
粒径は大 繊維中量

内外面 黒色化
外面 炭化物付着
内外面

( 群ｂ類)

〃 15 Ｈ－３ 28 床面？ １ １ 胴 部 縄文 ミガキ・ナデ にぶい
黄橙色

灰黄褐色 岩石主体 粒径は小
繊維多量

黒色化・炭化物付着
( 群ａ類)

〃 16 Ｈ－３ 6 覆土 １ １ 胴 部 縄文 ナデ？
(指頭圧痕)

黄橙色 にぶい
黄橙色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維中量

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ａ類)

〃 17 Ｈ－４ 11 床面 １ １ 胴 部 撚糸文 ミガキ (黒褐色) にぶい
黄橙色

鉱物主体 粒径は小
繊維中量 海綿骨針

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 18 Ｈ－４ － 覆土 １ １ 口縁部 綾絡文？ ミガキ・ナデ にぶい
褐色

(黒褐色) 鉱物主体 粒径は小
繊維中量

内外面 黒色化
外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 19 Ｈ－４ 10 覆土 １ １ 胴 部 縄文(組紐？) ナデ (灰褐色) にぶい
橙色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は中 繊維少量
海綿骨針

外面 黒色化
( 群ｂ類)

〃 20 Ｈ－５ 2 床面 ２ ２ 胴 部 縄文？ 撚糸文？ ミガキ・ナデ (橙～
明赤褐色)

にぶい
黄橙色

鉱物主体 粒径は中
繊維多量 海綿骨針

外面 赤色化
橙色(５YR6/6)
～明赤褐色

(2.5YR5/8)
( 群ｂ類)

〃 21 Ｈ－５ － 覆土 １ １ 口縁～頸部 縄文 綾絡文 ナデ
(指頭圧痕)

(黒色) (黒色) 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維少量
海面骨針

内外面
黒色化・炭化物付着

図63－27
と同一個体
( 群ｂ類)

〃 22 Ｈ－６ 40 床面 ４ ４ 口縁～胴部中位 撚糸文 ミガキ

(指頭圧痕)

にぶい
橙色

にぶい
橙色

岩石主体 粒径は小
繊維少量 海綿骨針

内外面 黒色化
外面炭化物付着

図66－73
と同一個体？
( 群ｂ類)

〃 23 Ｈ－６ 12 床面 １ ３ 口縁～頸部 縄文 (縄文) (褐灰色) (褐灰色) ほとんどが鉱物 内外面
Ｈ－６ 11 覆土 ２ 粒径は小 繊維少量 黒色化・炭化物付着

外面 炭化物付着
( 群ａ類)
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表７ 遺構出土破片掲載土器観察表⑵

色 調
図 掲載番号 出土遺構

(出土グリッド)
遺物番号 層位 破片数 接合

破片数 破片部位 文 様 内 面 調 整 胎 土 使用の痕跡 備
(時期分類)外 面 内 面

63 24 Ｈ－６ 50 床面 １ １ 口縁～頸部 縄文 ナデ？
(指頭圧痕)

(黒色) (黒色) ほとんどが鉱物
粒径は中 繊維少量

内外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 25 Ｈ－６ 46 床面 １ １ 胴 部 撚糸文 ミガキ
(指頭圧痕)

にぶい
褐色

灰黄褐色 鉱物主体 粒径は中
繊維少量

内外面 黒色化
外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 26 Ｈ－６ ９ 覆土 １ １ 口縁部 撚糸文 (貝 条痕文)
ミガキ
(指頭圧痕文)

(黒褐色) にぶい
黄橙色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維多量

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 27 Ｈ－６ 21 覆土 １ １ 口縁～頸部 綾絡文 ナデ (黒色) (黒色) 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維多量

内外面 黒色化
外面 炭化物付着

図63－21
と同一個体
( 群ｂ類)

64 28 Ｈ－６ 11 覆土 １ １ 口縁部 貝 条痕文 (貝 条痕文)
ミガキ
(指頭圧痕)

(黒褐色) 灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中
繊維多量 海綿骨針

内外面 黒色化
外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 29 Ｈ－６ 67 覆土 １ １ 口縁？
～胴部上位

縄文 (縄文
貝 条痕文)
ナデ

にぶい
橙色

にぶい
赤褐～
にぶい
黄橙色

岩石主体 粒径は中
繊維多量

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 30 Ｈ－６ ３ 覆土 １ １ 胴 部 撚糸文 ミガキ
(指頭圧痕)

にぶい
黄橙色

にぶい
赤褐色

鉱物主体 粒径は中
繊維多量

内外面 黒色化
内面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 31 Ｈ－６ ３ 覆土 １ １ 胴 部 撚糸文 綾絡文？ ミガキ・ナデ
(指頭圧痕)

(黒褐色) にぶい
黄橙色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は中
繊維多量 海綿骨針

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 32 Ｈ－６ １ 覆土 １ １ 胴 部 縄文 綾絡文 ナデ にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は中
繊維多量 海綿骨針

外面 黒色化
( 群ｂ類)

〃 33 Ｈ－６ 13 覆土 １ １ 胴 部 縄文？ 撚糸文 (貝 条痕文)
(撚糸文)
(指頭圧痕文)

(黒褐色) 橙色 岩石主体
粒径は大
繊維多量

内外面 黒色化
外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 34 Ｈ－７ ７ 床面 １ １ 胴 部 縄文 ミガキ
(指頭圧痕)

(黒褐色) (黒褐色) ほとんどが岩石
粒径は大 繊維中量

内外面 黒色化
外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 35 Ｈ－８ － 覆土 １ １ 口縁部 縄文 縄線文 ナデ
(指頭圧痕)

(黒褐色) (褐灰色) 岩石主体 粒径は大
(砂礫多い) 繊維少量

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 36 Ｈ－８ 28 覆土 ２

５ 胴部下位
～底部

縄文 撚糸文 ナデ
(指頭圧痕)

に ぶ い
赤褐
～褐灰色

にぶい
黄橙色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 粒径大の
岩石がまばらにあり
繊維多量 海綿骨針

－ ( 群ｂ類)
Ｈ－８ － 覆土 ２

(Ｊ－７区) － １

〃 37 Ｈ－８ － 覆土 １ １ 胴部下位
～底部

縄文 － にぶい褐
～褐灰色

－ 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中 繊維多量

－
( 群ｂ類)

〃 38 Ｈ－８ － 覆土 １ １ 胴 部 撚糸文 ミガキ・ナデ
(指頭圧痕)

にぶい
橙色

橙色 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中
繊維多量 海綿骨針

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 39 Ｈ－８ 38 覆土 １ １ 胴 部 (ナデ) ナデ？
(指頭圧痕)

(黒褐色) 灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維多量

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ａ類)

〃 40 Ｈ－８ － 覆土 １ １ 胴 部 撚糸文 ナデ
(指頭圧痕)

(橙色) にぶい
橙色

ほとんどが岩石
粒径は小
粒径大の白色の岩石あり

繊維多量 海綿骨針
外面 赤色化 橙色

(５YR6/4)
( 群ｂ類)

〃 41 Ｈ－８ － 覆土 １ １ 胴部下位 撚糸文 ナデ (橙色) 褐灰色 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維多量

内面
黒色化・炭化物付着
外面 赤色化 橙色

(2.5YR6/6)
( 群ｂ類)

〃 42 Ｈ－８ － 覆土 １ １ 胴 部 半截竹管文 沈線文 ナデ にぶい
黄橙色

灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中

－ ( 群ａ類？)
( 群ａ類？)

〃 43 Ｈ－11 ２ 覆土 ２ ２ 胴 部 － ミガキ － 褐灰色 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中 繊維多量

－
( 群ｂ類)

〃 44 Ｈ－12 73 床面 １ １ 頸 部 綾絡文 ナデ 灰褐色 にぶい
橙色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維中量

－
( 群ｂ類)

〃 45 Ｈ－12 － 床面 １ １ 胴 部 縄文 (貝 条痕文)
(指頭圧痕)

灰褐色 (黒褐色) 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維多量

内面 黒色化
( 群ｂ類)

〃 46 Ｈ－12 － 覆土 １ １ 胴 部 縄文？ 撚糸文？ ミガキ にぶい
褐色

(黒褐色) 岩石主体 粒径は小
繊維多量 海綿骨針

内面 黒色化
( 群ｂ類)

〃 47 Ｈ－13 30 覆土 １ １ 口縁～頸部 撚糸文 ミガキ・ナデ (黒褐色) (褐灰色) 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小
繊維多量 海綿骨針

内外面 黒色化
外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 48 Ｈ－13 27 覆土 １ ２ 胴 部 撚糸文 ナデ (黒褐色) (黒褐色) ほとんどが鉱物(多量) 内外面 黒色化

Ｈ－13 － 覆土 １ (指頭圧痕) 粒径は小 繊維中量 外面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 49 Ｈ－13 20 覆土 １ １ 胴 部 撚糸文 ナデ後ミガキ
(指頭圧痕)

浅黄橙色 褐灰色 ほとんどが鉱物
粒径は中 繊維多量

内面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 50 Ｈ－14 － 床面 １ １ 胴部下位？ 縄文 ミガキ 浅黄橙色 にぶい黄
橙色

ほとんどが鉱物(微量)
粒径は小 繊維多量

－
( 群ｂ類)
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表７ 遺構出土破片掲載土器観察表⑶

色 調
図 掲載番号 出土遺構

(出土グリッド)
遺物番号 層位 破片数 接合

破片数 破片部位 文 様 内 面 調 整 胎 土 使用の痕跡 備
(時期分類)外 面 内 面

64 51 Ｈ－14 ２ 覆土 ２ ２ 胴 部 縄文 ナデ (にぶい
赤褐色)

にぶい
褐色

鉱物主体 粒径は中
繊維多量

外面 赤色化
にぶい赤褐色

(2.5YR5/4)
( 群ｂ類)

〃 52 Ｈ－14 － 覆土 １ １ 胴部下位 撚糸文 ？(指頭圧痕) にぶい
橙色

(黒色) 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中
岩石；中鉱物；小
繊維多量

内外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

65 53 Ｈ－16 ２ 床面 １ １ 口縁部 縄文 縄線文 (縄文)
(指頭圧痕)

にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

岩石主体 粒径は大
繊維多量

内外面 黒色化
内面 炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 54 Ｈ－16 － 床面 １ １ 底 部 － ナデ 灰褐色 (黒褐色) 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維多量

内面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 55 Ｈ－16 45 覆土 ２ ２ 胴 部 貝 条痕文 ミガキ (黒褐色) (黒褐色) 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維中量

内外面 黒色化
内面 炭化物付着 ( 群ａ類)

〃 56 Ｈ－17 19 床面 １ １ 胴 部 縄文？ 撚糸文？ (貝 条痕文)
ミガキ

(明赤褐色) 褐灰色 岩石・鉱物ともにあり
岩石は粒径やや大きい
粒径は小 繊維多量

内面 炭化物付着
外面 赤色化 明赤褐色

(2.5YR5/6)
( 群ｂ類)

〃 57 Ｈ－19 － 覆土 １ １ 胴 部 縄文 ナデ にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

鉱物主体 粒径は中
繊維多量

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 58 Ｈ－１ 14 床面 １ ５ 頸部？胴部？ 綾絡文 ナデ 橙色 にぶい
黄橙色

鉱物主体
粒径は中
繊維中量

内面
黒色化・炭化物付着

図63－５
65－59・60
と同一個体
( 群ｂ類)

Ｈ－２ 31 覆土 １

Ｈ－８ － 覆土 ３

〃 59 Ｈ－６ － 床面 １

Ｈ－８ － 覆土 ３
７

頸部？胴部？ 綾絡文 ナデ 橙色 にぶい
黄橙色

鉱物主体
粒径は中
繊維中量

内面
黒色化・炭化物付着

図63－５
65－58・60
と同一個体
( 群ｂ類)

(Ｌ－７区) － 掘り上げ土 １

(Ｌ－７区) － １

(Ｋ－６区) － １

〃 60 Ｈ－８ － 覆土 ２

Ｈ－１ 13 覆土 １ ６ 頸部？部？ 綾絡文 ナデ
(指頭圧痕)

にぶい
赤褐～
にぶい橙色

にぶい
橙色

鉱物主体 粒径は小
繊維中量

外面
黒色化・炭化物付着

図63－５
65－58・59
と同一個体
( 群ｂ類)

(Ｋ－５区) － １

(Ｋ－６区) － １

(Ｌ－５区) － １

66 61 盛土遺構 105 盛土 １

３ 口縁～頸部
貼付帯 貝 腹縁文
貝 条痕文 (貝 条痕文) 明赤褐色 明赤褐色 鉱物主体 粒径は中

－
( 群ａ類)盛土遺構 － 盛土 １

(Ｖ－３区) － １

〃 62 盛土遺構 11 盛土 １ １ 口縁～頸部 刺突文 縄文 ナデ
(指頭圧痕)

(黒褐色) (黒褐色) 鉱物主体 粒径は中
繊維多量

内外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 63 盛土遺構 103 盛土 １ ３ 頸部～胴部
上位

綾絡文？ 縄線文？
縄文？ 撚糸文？

ミガキ 褐灰色 にぶい
褐色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は大
繊維多量

内外面 黒色化
( 群ｂ類)盛土遺構 － 盛土 １

(Ｖ－３区) － １

〃 64 盛土遺構 124 盛土 ３ ４ 胴 部 撚糸文？ 綾絡文？ ナデ 黒色 灰黄褐色 岩石主体 (砂礫多量)
粒径は大 繊維中量 ( 群ｂ類)(Ｖ－３区) － １

〃 65 盛土遺構 23 盛土 １ ３ 胴 部 撚糸文 (貝 条痕文)
(指頭圧痕)

褐灰色 灰黄褐色 ほとんどが鉱物
粒径は小 繊維多量 ( 群ｂ類)盛土遺構 94 盛土 １

盛土遺構 101 盛土 １

〃 66 盛土遺構 95 盛土 ２ ２ 胴 部 縄文 ナデ
(指頭圧痕)

にぶい
橙色

灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中
繊維中量 海綿骨針

外面
黒色化・炭化物付着 ( 群ｂ類)

〃 67 盛土遺構 116 盛土 １ １ 胴 部 縄文 綾絡文？ ナデ
(指頭圧痕)

にぶい
黄橙色

にぶい
橙色

岩石・鉱物ともにあり
粒径は中 海綿骨針

外面 黒色化
赤色化 橙色

(2.5YR6/6)
( 群ｂ類)

〃 68 盛土遺構 － 盛土 １ １ 胴 部 縄文 ナデ
(指頭圧痕)

褐灰色 にぶい
黄橙色

鉱物主体 粒径は中
繊維多量

外面 黒色化
( 群ｂ類)

〃 69 盛土遺構 126 盛土 １ １ 胴 部 撚糸文 ミガキ・ナデ にぶい
黄橙色

褐灰色 岩石主体？ 粒径は小
繊維多量

内面 黒色化
( 群ｂ類)

〃 70 盛土遺構 － 盛土 １ １ 胴 部
(再生土製円盤)

縄文 － 褐灰色 － 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維中量

外面 黒色化
( 群ｂ類)

〃 71 盛土遺構 59 盛土 １ ４ 胴 部 貝 条痕文 ナデ 灰褐色 に ぶ い
橙色

鉱物主体
粒径は中

外面 黒色化
( 群ａ類)(Ｖ－３区) － ３

〃 72 Ｐ－４ － 埋土 ２ ２ 胴 部 縄文 ミガキ、ナデ (明赤褐色) (黒褐色) 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中 繊維少量

内外面
黒色化・炭化物付着
外面 赤色化

(2.5YR5/6)

( 群ｂ類)

〃 73 Ｐ－10 － 覆土 １ １ 頸部 撚糸文 ミガキ (黒褐色) にぶい
黄褐色

岩石(白色)主体
粒径は大 繊維多量

外面 黒色化 図63－22
と同一個体？
( 群ｂ類)

〃 74 F.C.－１ － － １ １ 胴部下位 縄文 綾絡文 ナデ
(指頭圧痕)

橙色 (黒褐色) 岩石主体 粒径は小
繊維多量 海綿骨針

内面 黒色化
( 群ｂ類)
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８ 遺構出土の石器［図67～94 表８・９ 図版38～60］

遺構からは剝片石器29,362点、礫石器4,507点、計33,869点の石器が出土した。

Ｈ－１［１～10］

１～５は石鏃である。３は柳葉形で、それ以外は二等辺三角形。２は約25m離れた地点より出土し

た２つの剝片が接合した。剝片の周縁を所々加工してある未製品。３は下端を欠失している。二次加

工は周縁のみ。１は黒曜石製、それ以外は頁岩製である。６は頁岩製のスクレイパーである。住居内

出土の２点が接合した。周縁に加工がみられるが、素材の薄さから、石鏃の未製品かも知れない。７

は安山岩のいわゆる 北海道式石冠 である。住居内の２点が接合した。被熱している。８・９は安山

岩の砥石である。８は包含層のものと接合した。片面のみを使用している。周縁を打ち欠いて加工し

てあり、 北海道式石冠 の類とも えられる。９は住居内の２点が接合したもの。両面を使用してい

る。10は安山岩製の石皿である。両面を使用しているが、片面が特に皿状に凹んでいる。

Ｈ－２［１～38］

１・２は頁岩製の石槍またはナイフ。１は厚みや周縁の刃部から、槍ではなくナイフ的な機能をも

つと思われる。２は住居内出土の２点が接合したもの。３～17は石鏃。すべて無茎である。18は頁岩

製の石錐。19～26は頁岩製のつまみ付きナイフ。27～31は頁岩製のスクレイパー。29は剝片の一端に

深い抉りが入っている。30は一端が錐状に加工されている。32～35は安山岩のすり石。いずれも楕円

形の丸みのあるもの。36～38は軽石の石製品としたが、他にもこのような軽石製品は多く出ており、

人為的に加工された形かどうかは疑問がのこる。

Ｈ－３［１～８］

１・２は頁岩製のつまみ付きナイフ。３はメノウ製のスクレイパー。４は泥岩製のたたき石。敲打

調整中の石斧の未製品の可能性もある。５・６は安山岩製のすり石。扁平な礫の辺を使用している。

７は安山岩製の石鋸。機能部は打ち欠いて調整してあり、断面はＶ字形になっている。８は安山岩製

の石皿。

Ｈ－４［１～４］

１は頁岩製、２はメノウ製のつまみ付きナイフ。３は安山岩製のすり石。楕円の丸みのある礫の２

面を使用。４は軽石の石製品。すり面が２か所ある。

Ｈ－５［１～10］

１は頁岩製の石槍またはナイフ。茎部がつまみ状に加工してあり、携帯用ナイフかもしれない。２、

３は頁岩製の石鏃。両者とも無茎。４～６は頁岩製のつまみ付きナイフ。７は頁岩製のスクレイパー。

８～10は安山岩製のすり石。８・９は丸みのある楕円の礫、10は扁平な円礫が素材である。11は安山

岩製の石皿。使用面は両面で平坦である。

Ｈ－６［１～20］

１は頁岩製の石槍またはナイフ。先端部分を中心に、赤色物質が付着している。２は頁岩製、３は

黒曜石製の石鏃。いずれも二等辺三角形の底辺が若干内湾している。４は頁岩製の石錐。両面加工さ

れている。５～10はつまみ付きナイフ。６は住居内の２点が、９は４点が接合したものである。５・

６・９は基部が垂直である。７・８・10は基部が右側に湾曲しており、使用と再加工を重ねた結果か。

５はメノウ製、それ以外は頁岩製。11は泥岩製の石斧。11は両面の中心に縦に擦り切り痕が残ってい

る未製品。12・13は泥岩のたたき石。12は細長い素材の上下両端が主使用面。側縁も部分的に使用し

ている。13は片面のみ研磨されている。上下両端に敲打痕があり、石斧を転用したもの。14～17は安
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図67 遺構出土掲載石器⑴
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山岩製のすり石。14・15は扁平な楕円礫の片面が使用面である。14は一端を欠損している。どちらも

使用面に赤色顔料が付着している。16は扁平円礫の２面を使用している。17はいわゆる 北海道式石冠

で、やはりすり面には赤色顔料が付着している。この赤色顔料の分析を北海道記念館の小林幸雄氏に

依頼した。試料は比較的顔料の残りの良かった15を提出した。18・19は安山岩製の石鋸。20は安山岩

製の石皿。両面とも非常によく使い込まれており、深く皿状に凹んでいる。

Ｈ－７［１～11］

１は頁岩製のつまみ付きナイフ。２・３は安山岩製のすり石。２は楕円礫で全体を使用している。

３はいわゆる 北海道式石冠 。全体に被熱している。４～９は安山岩製の石皿。４・８は片面のみ、

それ以外は両面を使用している。９は両面とも良く使われ、深く皿状に凹んでいる。10は軽石の石製

品。11は安山岩の礫。

Ｈ－８［１～55］

１～３は頁岩製の石槍またはナイフ。２・３はそれぞれ住居内出土の２点が接合した。４～11は石

鏃。すべて無茎。６・８・９は基部の底辺が外湾しており、それ以外は内湾している。９・10は黒曜

石製、それ他は頁岩製。12～24はつまみ付きナイフ。13はつまみに対して基部が横長である。19は住

居内出土の破片と、包含層出土の破片が接合したもの。15はメノウ製、それ以外は頁岩製。25・26は

頁岩製のスクレイパー。両方とも住居内出土の２点が接合したもの。27・28は泥岩製の石斧。27は両

側面が研磨してあるので、石斧の破片を再加工したものか。28は全体に磨かれている。刃部を欠失し

ている。29・30は安山岩製のたたき石。31・32は安山岩製のすり石。31は一端を欠いている。使用面

には赤色顔料が付着している。これもＨ－６の15とともに分析の試料として提出した。32はいわゆる

北海道式石冠 。33は軽石の有溝砥石。34～39は安山岩製の石錘。40～51安山岩製の石皿。41・12・

49は両面、その他は片面使用。47は周縁に、50は使用面に赤色の顔料が付着している。52は安山岩製

の台石。53～55は軽石の石製品。

Ｈ－11［１］

１は軽石の台石。

Ｈ－12［１～13］

１・２は頁岩製の石鏃。両方とも無茎。１は基部底辺に抉りが入っている。３は頁岩製の石錐の錐

部片。４～６はつまみ付きナイフ。５はメノウ製。他の２つは頁岩製。７は頁岩製のスクレイパーの

刃部片。８は安山岩のたたき石。扁平な楕円礫の周縁を部分的に使用している。全体に被熱している。

９・10は安山岩製のすり石。９は扁平な素材の一辺がすり石としての機能面になっているが、表裏両

面は、石皿・台石的な使われ方をしている。10はいわゆる 北海道式石冠 。11～13は安山岩製の石錘。

11・12は被熱している。14は安山岩製の石皿。両面が使用されている。とくに片面が皿状に凹んでいる。

Ｈ－13［１～５］

１は頁岩製のスクレイパー。上端が欠損しているので、つまみ付きナイフの可能性もある。２・３

は泥岩製の石斧。２は刃部を欠損しており、敲打痕が上下両端に見られるので、たたき石に転用した

ものかもしれない。３は周縁の打ち欠き調整の後、刃部のみを研磨して作出している。４は泥岩のた

たき石。石斧原材の加工途中の可能性もある。５は安山岩製の石錘。全体に被熱している。

Ｈ－14［１～８］

１は黒曜石製の石錐。剝片の尖った部分の先端のみを加工している。２は頁岩製のつまみ付きナイ

フ。３・４は頁岩製のスクレイパー。５・６は安山岩製のたたき石。５は全体に被熱している。７は

安山岩のいわゆる 北海道式石冠 。８は安山岩製の石錘。

101

Ⅳ 遺構と出土遺物



図68 遺構出土掲載石器⑵
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Ｈ－15［１～７］

１～３は頁岩製のつまみ付きナイフ。３は住居から40mほど離れた地点の破片と接合したもの。４

は安山岩製のいわゆる 北海道式石冠 。５～７は安山岩製の石錘。６は被熱している。７は２か所の

打ち欠きのほか、素材の角ばった部分に剝離が見られる。

Ｈ－16［１～９］

１・２は頁岩製の石鏃。１は下端を欠失している。２は無茎で、基部底辺が内湾している。３～６

は頁岩製のつまみ付きナイフ。７～９は安山岩製の石皿。７は片面使用。使用面は平坦。８は両面使

用で、片面に赤色顔料が付着している。９は片面使用で、深く皿状に凹んでいる。

Ｈ－17［１～13］

１は黒曜石製の有茎の石鏃。２は頁岩製の石錐。３～６はつまみ付きナイフ。３はメノウ製。それ

以外は頁岩製。７・８は頁岩製のスクレイパー。９は安山岩のたたき石。扁平な楕円礫の両端を使用。

10は安山岩製の石錘。11・12は安山岩製の石皿。両面使用されている。11は片面が特に皿状になって

いる。13は軽石の石製品。片面の中央に深くくぼみが入っている。

Ｈ－19［１～４］

１は頁岩製の石鏃。無茎で、基部の底辺が内湾している。２は頁岩製のつまみ付きナイフ。３、４

は安山岩製のたたき石。３は扁平な円礫の周縁を使用している。４は縦長の礫の一端が使用面。

Ｈ－20［１～５］

１は頁岩製の石錐。２は泥岩の擦り切り残片。擦り切り面が４面観察される。３は安山岩製の石錘。

４は安山岩、５は片麻岩の石皿。両者とも片面のみの使用。

Ｐ－４［１・２］

１は頁岩製のつまみ付きナイフ。２は頁岩製のスクレイパー。

Ｐ－５［１］

１は頁岩製のつまみ付きナイフ。

Ｐ－６

１安山岩の石皿。両面が使用されている。

Ｐ－９［１］

１は頁岩製のつまみ付きナイフ。

Ｐ－10［１］

１は頁岩製の石槍またはナイフ

Ｓ－１［１～29］

１は安山岩製のたたき石。２は軽石の石製品。３～29は安山岩の礫。

盛土遺構［１～13］

１は粘板岩製の石槍またはナイフ。欠損品。２は頁岩製の無茎の石鏃。３は頁岩製の石錐。４～６

は頁岩製のつまみ付きナイフ。７・８は頁岩製のスクレイパー。９は泥岩製の石斧。全体に磨かれて

加工されている。刃部は破損している。10・11は安山岩製の石錘。12・13は安山岩の石皿。両者とも

片面使用。 (新家水奈)

＊なお、Ｐ－３からはつまみ付きナイフが出土したが、二次整理の時点で、この遺物がみつからない

という事態が発生した。記録類から判断して、おそらく、水洗・乾燥の段階で他の遺物等と混同され

た可能性が えられる。従って、遺憾ながらこの遺物を特定することはできなかった。 (末光正卓)
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図69 遺構出土掲載石器⑶
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図70 遺構出土掲載石器⑷
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図71 遺構出土掲載石器⑸
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図73 遺構出土掲載石器⑺
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図74 遺構出土掲載石器⑻
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図75 遺構出土掲載石器⑼
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図76 遺構出土掲載石器⑽
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図77 遺構出土掲載石器
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図78 遺構出土掲載石器
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図79 遺構出土掲載石器
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図80 遺構出土掲載石器
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図82 遺構出土掲載石器
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図83 遺構出土掲載石器
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図85 遺構出土掲載石器
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図86 遺構出土掲載石器
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図87 遺構出土掲載石器
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図89 遺構出土掲載石器
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図90 遺構出土掲載石器
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図92 遺構出土掲載石器
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図93 遺構出土掲載石器
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図94 遺構出土掲載石器
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表８ 遺構出土の石器一覧⑴
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表８ 遺構出土の石器一覧⑵
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Ⅴ章 包含層出土の遺物

１ 土器

⑴ 概要［図95・96 表10］

何度も述べたように本遺跡の特徴の一つとして、土器の少なさがあげられる。出土した土器の時期

は縄文時代早期( 群)、前期( 群)、中期( 群)、後期( 群)のものがあり、前期のものが最も多い。

これらについて、ランク、出土層位ごとに表10にまとめ、時期ごとの分布図を作成した(図95・96)。

なお、これらの作成及び概要を記述するにあたっては、一次整理におけるデ－タを用いている。整

理作業において、未分類の土器で接合などの結果、時期が判断可能になったものがいくつかある。ま

た、その他としたものの多くは、出土時点では 群と判断したが、再検討した結果、これらは 群ｃ

類であると えられ、結論として 群の土器はまったく出土していない。

以上のように本格的な整理作業を行っていくにつれ、一次整理段階での認識や判断について、訂正

を要する状況になっていったが、時間等の制約により遺物登録台帳をを訂正する余裕はなかった。し

かし、一次整理段階のデ－タは、土器の出土の仕方についておおまかな傾向を指摘する程度なら、充

分であると える。

表10からは次のことが指摘できる。 層からの出土が最も多く、土器破片全体の８割以上を占める。

層から出土した土器は 群及び 群で、これらよりも新しい時期のものはすべて 層から出土した。

古い時期の土器は下位から出土し、新しい時期のものは上位から出土する傾向が指摘できる。また、

その他とした層位の多くは、Ｈ－２・８付近の堀り上げ土のものである。時期分類では、 群が最も

多く全体の約４割を占める。これらのほとんどは 群ｂ類と判断される。次いで、 群、 群である

が、先に述べたように、その他のものはほとんどが 群ｃ類なので、 群の方が 群よりも多いとい

える。また、 群の出土は極めて少なく、未分類のものはその多くが 群のものと推測される。

分布［図95・96］

各時期ごとに分布のあり方をみていく。総点数のものは作成していないので、未分類の分布図から

これについて推測することとする。

群は東西両側の斜面に、集中しているグリッドがみられる。ただし、Ｍ－２区に関しては、ここ

に集中していた 群ｃ類土器の胴部破片を、 群と誤認したため点数が多くなっている。 群は調査

区のほぼ全域に認められるが、南側にやや少なく、住居跡や盛土遺構の分布にほぼ一致するものと

えてよさそうである。 群は分布のあり方について特徴的なことは読み取れない。 群・その他は調

査区の南よりのグリッド(４か所)とＬ・Ｍ－２区に集中している。未分類の分布図では、平成11年度

調査区では住居跡の周辺に分布が多く、100点を越えるグリッドも認められる。一方、平成12年度調査

区では、盛土遺構周辺に最も多く分布しているが、他のグリッドは多くても20点を越える程度で、包

含層の残存状況に影響を受けていると えられる。

掲載の仕方

土器については遺構出土分も含めて個体識別を行い、器形を判断できうる程度、破片が接合できた

ものについて復原した。全部で10個体復原することができた。破片資料ついては、なるべく大きな状

態のもので、さらに型式の認識しやすい口縁部、底部を中心に掲載した。
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小
計

群
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計

3
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小
計

18
群
合
計

Ｂ
２

群
Ｃ

13
0

3
35

16
8

Ｄ
1

1
16
8

3
44

21
5

Ｅ
8

8

Ｆ
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6
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Ａ
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1
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１
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計
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計
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計
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0
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計

Ｂ
２
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1
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2
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Ａ Ｂ
１

10
群
小
計
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小
計

群
小
計
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Ｂ
２

群
Ｃ
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8

Ｄ
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Ｅ

1
1

Ｆ Ａ Ｂ
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群
小
計

群
小
計

群
小
計

10
群
合
計

Ｂ
２

10
10

群
Ｃ

11
4

11
4

Ｄ
21

21
19
4

19
4

Ｅ
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10

Ｆ
29

29

Ａ Ｂ
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群
小
計

2
群
小
計

3
群
小
計

48
群
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計

Ｂ
２
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1

2
30
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Ｃ
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6

30
40
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6

Ｄ
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4

3
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30
9
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22

54
10
2

15
78

Ｅ
13
3

8
32

17
3

Ｆ
53
9
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13

56
2

Ａ Ｂ
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計

群
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計

群
小
計

1
群
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計

Ｂ
２

2
2
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Ｃ
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2

2
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7
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7
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－
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1
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⑵
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復原掲載土器は立面図と底面の拓影図(底面に文様等が認められるもの)を作成した。破片掲載のも

のは拓影図(外面と口唇部あるいは底面、必要に応じて内面)と垂直方向の断面図を作成した。断面図

を作成する部分は残存状態が良好な部分を選んだ。また、底部の破片は底面の残存部分から径が求め

られるもの(円周が概ね１/３以上残存するもの)については、復原実測図を作成した。また、掲載する

土器は遺構出土分も含め、すべて観察表を作成した。次に表の項目のいくつかについて説明する。

色調 ；内外面の色調について、『新版 標準土色帖』(1996年版)を用い近似する色を判断し、その

色名を記入する。器面の色は 使用の痕跡 の器面の黒色化(煤)や赤色化(被熱)に関係する場合がある。

黒色、黒褐色、褐灰色あるいは灰褐色といった色調は、器面が黒色化していると判断し、また橙色や

赤色といった暖色系の色調は器面が被熱したものと判断したが、この項目では器面の本来的な色調と

思われるものを記録することを目的とし、前にあげた色調からなるべく類似しない部分を選んで観察

した。全面が上記の色調で構成されるものは、本来的な色調ではないといった意味で、(丸括弧)付き

で記入した。

文様 ；器面、口唇部や底面にみられる文様を記入する。破片掲載のものは文様の種別のみを記載

してある。ただし、内面の施文については、 内面調整 の項目に記入した。

なお、以下の文様については、その痕跡の違いから区別した。

１． 貝 条痕文 と 条痕文

条痕と認識されたもののうち、条痕を構成する 筋 が比較的幅広く、両側縁が平行する。かつ器面

に深く施され、凹凸が顕著なものを 貝 条痕文 と判断した。本遺跡出土の土器にみられる条痕文は、

ほとんどが、貝 条痕文と判断される。

２． 不整な撚糸文 と 不整な綾絡文

回転施文される地文のうち、条や節が規則的にみられないものを、 不整な撚糸文 として報告した

た。同様な文様について 不整な綾絡文 と判断している例もあるが、両者を明確に識別することは困

難であったので、本報告書ではすべて 不整な撚糸文 として報告する。この種の文様は原体や施文方

法を明確に認識できなかったが、重複して施文していると判断できるものもみられた。

内面調整 ；内面の調整方法を次の二種類から判断する。

ナデ：器面をなでる(器面を削り取らずになでつける)

混入する砂礫は器面に沈み込む 途切れ途切れの すじ が複数平行にみられる

ミガキ：器面を研磨する(器面は削り取られ、それに伴い平滑な面が生じる)

混入する砂礫は器面を移動し、それに伴い細い筋が生じる

両者は、その痕跡からすべての場合において明確に識別されるとは限らないが、根本的な相違は、

調整行為により器面が削り取られているか否かであり、そのことを念頭において分類した。

胎土 ；一般に土器の胎土は、次の三種類のものから構成される。①泥質物(粘土・シルト)、②砂・

礫、③その他(繊維等)であり、①は素地、②や③は人為的に混入されたもの(混和材)と理解されてい

る(花岡1997)。本報告において、胎土の観察は人為的な混和材、すなわち②、③の項目をの対象とし

た。なぜなら①泥質物に関しては、肉眼や低倍率のル－ペ等では観察が非常に困難であること、さら

に、②の砂で粒径が小さいものも同様で、おそらく、粒径0.2～0.5mm(中粒砂～粗粒砂)以上のものを

②砂・礫として認識できたものと えられる。

②砂・礫の観察；ルーペ(×10・20)やマイクロスコープ(×30・60)を用いて、土器の器面(主に内面)

や割れ口を観察した、特に剝落部分があるものはそこを観察する部分と決めた。以下の事項を特徴と

して観察し、記入した。その際、視覚的に目立つものを 多い と判断した。
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１．観察される砂・礫を岩石か鉱物かを判断しそれらの相対的な量を把握し、次の五つに分類する。

ほとんどが岩石 、 岩石主体

岩石・鉱物ともにあり

鉱物主体 、 ほとんどが鉱物

なお、岩石・鉱物の量は視覚的に判断したが、鉱物については、受けた光をこれらが反射する最に

生じる光沢の具合も手がかりとした。

２．最も多いと判断される混和材の大きさ(粒径)を次の三つに分類する。

・粒径は大；２mm以上(細礫以上)のものが目立つ

・粒径は中；１mm以上２mm未満(極粗粒砂)のものが目立つ

・粒径は小；１mm未満(粗粒砂以下)のものが目立つ

この観察も視覚的に行ったが、大きいものほど目に止まりやすいという傾向がある。

３．その他

岩石の種類(原則として 火成岩 、 堆積岩 、 変成岩 の三大別に留める)、色、円磨度等について、

特徴的なものを記入する。なお、鉱物の種類の特定は行っていない。

③繊維等；含有していれば、記入相対的な量(極多量 、 多量 、 中量 、 少量 、 微量 )も記入

する。また、海綿骨針等を含む破片も多くみられたので、これについても記載した。

使用の痕跡 ； 色調 のところでも述べたが、器面の黒色化(煤)や炭化物付着(こげつき)、そして

器面の赤色化(被熱)がみられる場合、記入する。

⑵ 復原掲載土器［図97 表11～20 図版61・62］

群、 群、 群のもの、10個体が復原できた。

群［１］

１は口縁部と胴部下位から底部を推定復原したものである。大きく開く口縁部から底部へとすぼま

る器形を呈する。口縁部から胴部中位には、微隆起線文とRL斜行縄文が施され、微隆起線文の両側の

器面はナデ調整され、地文が消される。胴部中位より底部までは、横方向の綾絡文が複数みられる。

群ｂ類のコッタロ式に相当すると えられる。

群［２～８］

２は、ゆるく外反する口縁部から若干すぼまり、さらに胴部上位付近でゆるやかにふくらんでから、

底部へ急角度ですぼまる器形を呈する。外面には一段Ｌの絡条体を用いた撚糸文がみられ、条は斜方

向に走る。胴部の一部と、口唇部直下の内面には横方向に貝 条痕文が観察される。３は大きく外反

する口縁部から底部へと急角度ですぼまる器形を呈する。平縁のものとして製作されたと思われるが、

口縁部には大きく波打つ部分がある。外面にはLR斜行縄文が施される。４は直立気味の口縁部からわ

ずかに胴部へとすぼまり、ほぼ筒形であると えられる。一段Ｌの絡条体を回転施文した撚糸文がみ

られ、条は横走する。口唇部直下の内面には横方向の貝 条痕文が観察される。補修孔が１か所みら

れ、外面には大きな剝落面がある。５は胴部下位から比較的急角度で底部へとすぼまり、底部が張り

出す器形を呈する。器面には１段Ｌの絡条体による撚糸文がみられるが、施文されない部分もある。

底部が張り出す部分は横方向に丹念な調整がなされる。６は胴部下位から比較的急角度で底部へとす

ぼまる器形で、外面には撚りの異なる原体を用いた地文が施される。底面は剝落が著しいが、この面

には拓影図で示したように条が観察される。７は底部が若干張り出す器形で、外面には不整な撚糸文

がみられ、これは重複して施文されたものと推測される。絡条体の撚紐はＬである。補修孔が３か所

みられ、底面には沈線文状の筋が観察される。８は底部が張り出さず、外面には一段Ｌの絡条体を用
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図97 包含層出土復原掲載土器
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いた地文がみられる。掲載した底面の拓影図では複数の筋がみられるが、これは撚糸文と観察される。

２～８は 群ｂ類の円筒土器下層式に相当すると えられる。

群［図９・10］

９はゆるく外反する口縁部から直線的にすぼまる器形を呈する。口縁部と胴部下位に無文帯を有し、

文様が施される部分には、水平に横環する沈線文がある。文様はLR斜行縄文地に弧状と鋸歯状の沈線

文が描かれる。10は胴部上位付近から底部までが復原されたもので、ゆるやかに底部へとすぼまる器

形を呈する。胴部上中位はLR斜行縄文地に沈線文が施され、それより下位は無文帯である。９・10は

群ｂ類の手稲式に相当すると えられる。

⑶ 破片掲載土器［図98～100 表21 図版63～68］

Ｂ１ランク(口縁部破片)

群ａ類［１～９］

１は口唇部直下の器面に貼付帯が２本みられ、その上には貝 腹縁文が施される。２の貼付帯上は、

棒状工具による刻みが施される。内外面には横方向の貝 条痕文が観察される。３は貼付帯が剝落

し、、口唇部直下の器面には貝 腹縁文が斜位に施される。４は口縁部が肥厚し、口唇部直下の器面に

は横方向に貝 腹縁文が施される。また、沈線文も複数観察される。５は口唇部直下の内外面に貝

腹縁文が施されるもので、外面には貝 押引文と沈線文、円形の刺突文が施される。６は全体的に摩

耗しているもので、外面には貝 条痕文と沈線文が観察される。７は器面に横方向の貝 条痕文がみ

られる。１～３は貼付帯を有することからアルトリ式に、５・６は沈線文、刺突文を特徴とする虎杖

浜式に相当すると えられる。

群ｂ類［８］

８は全体的に摩耗している。口唇部直下の器面には撚紐の圧痕が施され、その下位には右上がりの

条が観察される。東釧路 式と えられる。

群ａ類［９］

９は厚手で、繊維を非常に多く含むものである。口唇部断面は角形を呈し、内外面には縄文が施さ

れる。静内中野式に相当すると えられる。

群ｂ類［10～21・27］

10は波状口縁で、左撚りの原体を用いた綾絡文が、横方向に複数施される。口唇部から外面にかけ

ての角に棒状工具による刻みが施され、波頂部での施文は長めである。口唇部断面は、中央部分が低

く凹状を呈する。11は口唇部に棒状工具による刻みがみられ、器面には綾絡文が施される。12は全体

的に摩耗しているが、綾絡文が観察される。口唇部断面は、中央部分が低く凹状を呈する。13は口唇

部が残存していないが、口縁部破片として扱った。器面には左上がりの条が観察され、左撚りの原体

を用いた縄線文が３本施される。内面にみられる条は横走する。14の外面にはやや不整な条がみられ、

縄線文が２本施される。内面には横方向の貝 条痕文が観察され、口唇部断面は丸形を呈する。15は

一段Ｌの絡条体による撚糸文が施され、内面には貝 条痕文がみられる。16は口唇部と内外面に撚糸

文が施され、外面の下位の方は重複して施文されている。17は口唇部に刻みが深く施され、外面は無

文地に細く浅い沈線文が１本施される。18は口唇部と内外面にLR原体により縄文が施される。19の地

文は複節で、口唇部断面は角形を呈する。20はLR、RL原体で羽状縄文が施される。21はRL斜行縄

文地に綾絡文が施される。破片の上位の方は斜めに施される。27は小さめの突起を有する。地文は複

節LRで、条が横走気味の部分がみられる。

10～21は円筒土器下層式に相当すると えられる。
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群ａ・ｂ類［22～25］

22は突起部で、立体的であるため中央で半分に分けて拓影図を作成した、地文と竹管状工具による

刺突文が施される。23は粘土の貼り付けにより口縁部が肥厚するもので、竹管状工具による刺突文が

施される。24は全体的に摩耗が著しいもので、貼付上は棒状工具により施文される。25は突起部で、

粘土の貼付がみられ、その上と器面にLR斜行縄文が施される。

22～23は 群ｂ類の天神山式に、24・25は 群ａ類にそれぞれ相当するものと えられる。

群ｂ類［26］

26は壷形土器と えられ、無文地と縄文地は沈線文により区画される。地文はLRで、手稲式に相当

するものと えられる。

Ｂ２ランク(底部破片)

群ｂ類［28・29］

28・29はいずれも上げ底で、底面に縄文が施されるものである。28がやや直立気味な器形で、29は

胴部へと若干広がる器形であると推測される。

群［30］

30は外面にRL斜行縄文が施され、底部が比較的明瞭に張り出すものである。

群ｃ類［31］

31は比較的明瞭な上げ底のもので、外面にはLR斜行縄文が施され、底面は無文である。51～53と同

一個体であると えられる。

Ｃランク(胴部破片)

群ｂ類［32～36］

32はLR原体による短縄文が施される。33は全体的に摩耗しているが、絡条体圧痕文と縄端圧痕文が

施される。絡条体の軸棒は丸形で、撚紐は左撚りである。34は丸形の軸棒に一段Ｌを巻き付けた絡条

体の圧痕文が施される。35は微隆起線文とそれを乗り越えて施文される短縄文が観察される。36は撚

りの異なる原体を用いて、羽状を構成する撚糸文(あるいは自縄自巻縄文)が施される。

32～34は東釧路 式、あるいはコッタロ式、35は中茶路式、36は東釧路 式にそれぞれ相当するも

のと えられる。

群ａ類［37］

37は厚手で繊維を多量に含む。外面にはLR原体による地文が施される。静内中野式に相当すると

えられる。

群ｂ類［38～45］

38・39は頸部の破片で、器面には不整な撚糸文がみられる。38は隆起帯を有し、棒状工具による刻

みが施される。39は隆起帯直下の器面に指頭による圧痕文が施される。40はLR斜行縄文地に綾絡文が

施される。41は外面の摩耗が著しいが、不規則な複節の条が観察される。42は左撚りを用いた絡条体

による撚糸文が施される。条は横走し、破片の下位では重複して施されたため、不整である。内面に

は貝 条痕文が観察される。43は外面はLR斜行縄文がみられ、内面はRL原体を用いて羽状に施文さ

れる。44・45は、組紐を用いた回転施文がみられる。

38～45は円筒土器下層式に相当すると えられる。

剝落面に、縄文が観察される土器［46～48］

46～48は剝落面に縄文がみられる土器である。いずれも器壁はやや厚手で、繊維を多量に含む。

群ａ類に相当すると えられる。46は断面に割れ口(剝落面)がみられたので、これを図示した。

142



図98 包含層出土破片掲載土器⑴
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図99 包含層出土破片掲載土器⑵
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図100 包含層出土破片掲載土器⑶
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群ｂ類［49］

49は撚りの異なる原体による羽状縄文がみられ、竹管状工

具を用いた押引文が２条観察される。 群である可能性もあ

る。

群ａ類［50］

50は外面の約半分が剝落する。２～３本組の弧状の沈線文

が描かれる。

群ｃ類［51～53］

51～53は同一個体である。51はボタン状の粘土を貼り付け

てから、器面と同時に地文を施している。さらに円形の刺突

文が２か所観察される。52は沈線文により縄文地と無文地が

区画される。地文は充塡施文されていると推測され、沈線文により三叉文を構成する。53の縄文は横

走する部分と斜行する部分が交互に施され、前者が後者を切って施文される。

⑷ 土製品［図101 表21 図版68］

土製品と判断したものが１点ある。54は三角形を呈するものでる。下位部分を欠損し、当初、 群

土器の突起部であると えていたが、左右が非対称であることから、土製品として扱った。LR、RL原

体を用いて施文される。

いわゆる再生土製円盤と判断してよいものが出土しており、円形、楕円形、方形を呈するものが認

められる。容器としての土器を打ち欠いて、先に述べたような形態に作り出すというこの遺物の性格

から、通常の破片と再生土製円盤とを明確に区別することは、困難な場合が多い。また、本遺跡では

土器資料の出土が少なく、多くの破片に対しては、再生土製円盤と特定することよりも、少しでも多

くの破片を接合させることに重点をおいたので、整理作業の段階でこれに分類したものはなく、資料

は掲載していない。 (末光正卓)

図101 包含層出土土製品
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表11 Ｇ－９区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 １ Ｇ－９区 － 層 口縁～頸部
胴部下位～底部

35 (25.5)(21.8)(6.0) 鉱物主体 粒径は小 口縁～頸部と胴部下位～底部それぞれのまと
まりを推定復原( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

39 Ｇ－９区・ ⑴、Ｈ－９区・ ⑶

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 そ の 他

ヨコナデ にぶい褐色 黒色化 (摩耗) 口 唇 部 － － － －

微隆起線文とその両側
縁ヨコナデ斜行縄文
(RL)

にぶい黄橙色
明赤褐色

黒色化
炭化物付着

(摩耗) 口 縁 部
頸 部

ヨコナデ
(指頭圧痕)

橙色 黒色化
炭化物付着

(摩耗)
外

面

内

面綾絡文(LR) にぶい黄橙
～橙色

赤色化
赤色(10Ｒ5／8)

(摩耗)
(摩耗)

胴部下半
底 部

ナデ？
(指頭圧痕)

にぶい黄橙色 黒色化
炭化物付着

(摩耗)

ナデ にぶい黄橙
～橙色

－ (摩耗) 底 面 ？ にぶい黄橙色 － (摩耗)

表12 Ｋ－12区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 ２ Ｋ－12区 － 層 口縁～胴部上位 ８ (13.4)(25.0) － 鉱物主体 粒径は小 繊維多量( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

12 Ｈ－９区・ ⑴、Ｉ－９区・ ⑴、Ｌ－12区・ ⑵

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 そ の 他

ヨコナデ ヨコミガキ (褐灰色) 黒色化

炭化物付着

－ 口 唇 部 － － － －

外

面

内

面
撚糸文(Ｌ)

貝 条痕文

灰黄褐色 黒色化

炭化物付着

(剝落・摩耗) 口 縁 部

胴部上位

貝 条痕文

ヨコミガキ・ナ

デ

にぶい黄橙～

赤褐色

黒色化

炭化物付着

－

表13 Ｕ－３区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 ３ Ｕ－３区 － 層 口縁～胴部上位 ４ (9.5)(21.8) － 岩石主体 粒径は中
亜円～亜角礫状の堆積岩 繊維中量

( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

４ －

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他

ヨコミガキ・ナデ？ (黒色) 黒色化

炭化物付着

－ 口 唇 部 － － － －

外

面

内

面斜行縄文(LR) (黒色) 黒色化

炭化物付着

－ 口 縁 部

胴部上位

？ (黒色) ？ (摩耗)

表14 Ｊ－14区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 ４ Ｊ－14区 － 層 口縁～頸部 ９ (14.0)(31.8) － 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中 繊維多量

( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

９ －

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他

ヨコナデ にぶい黄橙色 黒色化 － 口 唇 部 － － － －
外

面

内

面
撚糸文(Ｌ)

貝 条痕文

(褐灰～灰黄褐

色)

黒色化

炭化物付着

(一部剝落)

(補修孔)

口 縁 部

頸 部

(貝 条痕文)

タテ・ヨコミガ

キ

灰黄色 黒色化

炭化物付着

(補修孔)

表15 Ｈ－11区出土復原掲載土器観察表

量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 ５ Ｈ－11区 － 層 胴部下位～底部 ８ (12.6) － (14.4)鉱物主体 粒径は小
繊維多量 海綿骨針

( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

11 Ｈ－９区・ ⑴－10区・ ⑵

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他

撚糸文(Ｌ)

ヨコナデ・ミガキ

にぶい黄橙色

(黒色)

炭化物付着

黒色化

炭化物付着

－ 胴部下位

底 部

？ (黒色) ？ (摩耗)外

面

内

面

－ にぶい橙色 － (摩耗) 底 面 ナデ にぶい橙色 － (剝落・摩耗)
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表16 Ｆ－11区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 ６ Ｆ－11区 － 層 胴部下位～底部 10 (5.4) － 6.4 岩石・鉱物ともにあり
粒径は中 繊維多量

( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

10 －

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他

縄文(LR、RL)
ヨコナデ

にぶい赤褐色 黒色化 (剝落・摩耗) 胴部下位
底 部

タテナデ にぶい橙色 黒色化
炭化物付着

－
外

面

内

面
縄文？(RL) － － (剝落) 底 面 ナデ (指頭圧

痕)
(黒褐色) 黒色化

炭化物付着
－

表17 Ｆ－11区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 ７ Ｆ－11区 － 層 胴部下位～底部 18 (8.5) － 10.3 岩石主体 粒径は中
白色の岩石 繊維少量

( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

18 －

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他

撚糸文(Ｌ)

ヨコナデ

浅黄橙

にぶい黄橙色

黒色化 (補修孔)

(剝落)

胴部下位

底 部

ヨコナデ

(指頭圧痕)

(黒褐色) 黒色化

炭化物付着

(補修孔)
外

面

内

面
節？ 刻み？

ナデ

にぶい黄橙色 黒色化 (剝落) 底 面 ヨコナデ (褐灰色) 黒色化 －

表18 Ｇ－10区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 ８ Ｇ－10区 － 層 胴部下位～底部 ６ (8.8) － 7.1 岩石・鉱物ともにあり
粒径は小 繊維中量

( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

６ －

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他

撚糸文(Ｌ)

ヨコナデ

にぶい橙

～橙色

黒色化 (摩耗) 胴部下位

底 部

ナデ

(指頭圧痕)

(黒色) 黒色化

炭化物付着

－
外

面

内

面
撚糸文

(指頭圧痕)

にぶい橙色 黒色化

炭化物付着

(摩耗) 底 面 ナデ

(指頭圧痕)

(黒褐色) 黒色化

炭化物付着

－

表19 Ｅ－３区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部 位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 ９ Ｅ－３区 － 層 口縁～胴部下位 25 (14.5)(19.6) － ほとんどが岩石 粒径は大
亜角礫状 黒色の堆積岩

( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

34 Ｄ－３区・ ⑴、Ｅ－２区・ ⑺、Ｅ－？区・ ⑴

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他

ヨコミガキ 灰褐色 黒色化？ － 口 唇 部 － － － －

沈線文
ヨコナデ・ヨコミガキ

にぶい褐
～にぶい黄橙色

黒色化
炭化物付着

－ 口 縁 部
頸 部

ヨコミガキ にぶい黄橙色 黒色化？ (剝落)外

面

内

面
斜行縄文(LR)
沈線文

橙～にぶい橙色 炭化物付着 (剝落･摩耗) 胴部上半 タテミガキ にぶい橙色 黒色化？ －

沈線文
ヨコミガキ

にぶい橙色 黒色化 － 胴部下位 タテミガキ (灰褐色) 黒色化 －

表20 Ｅ－12区出土復原掲載土器観察表

法量(cm)
図 掲載番号 発掘区 遺物番号 層位 部位 接合破片数 胎 土 備

器高 口径 底径

97 10 Ｅ－12区 － 層 胴部上位～底部 25 (19.5) － (13.2)ほとんどが岩石 粒径は大
亜円礫状 赤色の堆積岩

( 群ｂ類)

接合破片総点数 接合破片・同一個体破片

25 －

文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他 部 位 文様・調整 色 調 使用の痕跡 その他

斜行縄文(LR)

ヨコミガキ

にぶい黄橙色 黒色化

炭化物付着

(摩耗) 胴部上位 タテミガキ にぶい黄橙～

浅黄橙色

－ (剝離･摩耗)

外

面

内

面

ヨコミガキ

タテミガキ

にぶい黄橙

～にぶい橙色

－ (摩耗) 胴部中位

胴部下位

底 部

タテミガキ にぶい黄橙～

浅黄橙色

黒色化 －

ミガキ にぶい黄橙色 黒色化？ (摩耗) 底 面 ヨコミガキ にぶい黄橙色 － (剝落)
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表21 包含層出土破片掲載土器観察表

色 調
図

掲載
番号

出土
グリッド

遺物
番号

層位 破片数
接合
破片数

破片部位 文 様 内面調整 胎 土 使用の痕跡
備
(時期分類)外 面 内 面

98 １ Ｑ－８区 － １ １ 口縁～頸部 貝 条痕文？

貝 押引文？

貝 腹縁文

ナデ にぶい

橙色

にぶい

黄橙～

橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は小

内外面 黒色化 ( 群ａ類)

〃 ２ Ｖ－３区 － ２

Ｖ－３区 － ？ １
５ 口縁～

胴部上位

貝 条痕文 刻み (貝 条痕文)

ナデ

にぶい褐

～橙色

にぶい

赤褐色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は中

繊維？ 微量

内外面 黒色化 ( 群ａ類)

Ｖ－？区 － ？ １

？ ？ ？ １

〃 ３ Ｈ－10区 － ？ １ １ 口縁～頸部 貝 条痕文

貝 腹縁文

ナデ にぶい

橙色

にぶい

褐色

鉱物主体 粒径は小 内外面 黒色化 ( 群ａ類)

〃 ４ Ｆ－13区 － １ １ 口縁～頸部 貝 腹縁文 沈線文

条痕文？

ナデ (褐灰色)橙色 岩石主体 粒径は大 外面 黒色化 ( 群ａ類)

〃 ５ Ｊ－14区 － ２

Ｊ－14区 － １

３ 口縁～胴部中位 貝 腹縁文 沈線文

貝 押引文 刺突文

(貝 腹縁文)

ナデ

にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙～

浅黄橙色

明赤褐色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は中

内外面 黒色化 ( 群ａ類)

〃 ６ Ｆ－12区 － １ １ 口縁部 貝 条痕文 沈線文 ナデ (黒褐色)(黒褐色)ほとんどが鉱物

粒径は小

内外面 黒色化 ( 群ａ類)

〃 ７ Ｐ－８区 － １ ２ 口縁部 貝 条痕文 ナデ にぶい

赤褐色

にぶい

赤褐色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は中

内面 黒色化 ( 群ａ類)

(遺構 Ｐ11) － 覆土 １

〃 ８ Ｅ－15区 － １ １ 口縁部 撚糸文(自縄自巻縄文？)

綾絡文？

縄端圧痕文？

ナデ 橙 色 浅黄橙色 ほとんどが鉱物

粒径は小

－ 図99－36

と同一個体

( 群ｂ類)

〃 ９ Ｄ－19区 － １ ２ 口縁～胴部上位 縄文 (縄文) ナデ

(指頭圧痕)

浅黄橙色 浅黄橙色 鉱物主体

粒径は小 繊維極多量

内外面 黒色化 ( 群ａ類)

Ｍ－11区 － １

〃 10 Ｋ－12区 － １ ２ 口縁～頸部 刻み 刻み状の刺突文

綾絡文

ナデ にぶい

黄橙色

浅黄橙色 鉱物主体

粒径は中

外面

黒色化・炭化物付着

( 群ｂ類)

Ｈ－？区 － １

〃 11 Ｋ－７区 － ？ １ １ 口縁～頸部 刻み 綾絡文 ナデ (褐灰色)灰黄褐色 鉱物主体 粒径は小

(砂礫少ない) 繊維少量

内外面

黒色化・炭化物付着

( 群ｂ類)

〃 12 Ｋ－４区 － １ １ 口縁～頸部 綾絡文 ナデ にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

鉱物主体 粒径は中

繊維中量

内外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 13 Ｑ－７区 － １ １ 頸部～胴部上位 縄文 縄線文 (縄文) ナデ (黒褐色)(黒褐色)岩石・鉱物ともにあり

粒径は小 繊維多量

内外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 14 Ｉ－14区 － ３ ３ 口縁～頸部 縄文 撚糸文 縄線文 (貝 条痕文)

ナデ (指頭圧痕)

(褐灰色)にぶい

黄橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は中

繊維多量 海綿骨針

内外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 15 Ｊ－８区 － １ １ 口縁～頸部 撚糸文？

縄文(自縄自巻？)

(貝 条痕文)

ナデ

褐灰色 にぶい

橙色

鉱物主体 粒径は小

(砂礫少ない)

内外面 黒色化

外面 炭化物付着

( 群ａ類)

〃 16 Ｋ－18区 － １ １ 口縁～頸部 撚糸文 (撚糸文) 黒 色 黒 色 岩石・鉱物ともにあり

粒径は中 繊維中量

繊維多量 海綿骨針

内外面 黒色化

外面 炭化物付着

( 群ｂ類)

( 群ｂ類)

〃 17 Ｊ－８区 － １ １ 口縁～頸部 刻み？ 刺突文？

沈線文？

ナデ (黒褐色)(黒褐色)岩石・鉱物ともにあり

粒径は中 繊維少量

内外面 黒色化 ( 群ｂ類)

99 18 Ｖ－３区 － ２ ２ 口縁～頸部 縄文 (縄文) にぶい

赤褐色

にぶい

赤褐～

にぶい

黄橙色

ほとんどが岩石

粒径は中

繊維多量

内面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 19 Ｋ－７区 － １ １ 口縁～頸部 縄文 ミガキ・ナデ にぶい

橙色

橙 色 岩石主体 粒径は大

繊維多量 海綿骨針

－ ( 群ｂ類)

〃 20 Ｐ－６区 － ２ ２ 口縁～胴部上位 縄文 綾絡文 ナデ？ にぶい

黄橙色

(褐灰色)岩石主体 粒径は中

繊維多量 海綿骨針

内外面

黒色化・炭化物付着

( 群ｂ類)

〃 21 Ｃ－17区 － １ １ 口縁～頸部 縄文 ミガキ・ナデ にぶい

黄橙色

明黄褐色 鉱物主体 粒径は小

繊維多量

外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 22 Ｊ－６区 － １ １ 口縁部(突起部)縄文

刺突文(半截竹管状工具)

ミガキ・ナデ にぶい

橙色

にぶい

赤褐色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は小

(砂礫少ない) 繊維中量

内外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 23 Ｌ－５区 － ２ ２ 口縁～頸部 縄文

刺突文(半截竹管状工具)

ミガキ・ナデ にぶい

橙色

にぶい

黄橙色

鉱物主体 粒径は小

繊維中量

外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 24 Ｖ－４区 － １ １ 口縁～頸部 刻み ミガキ にぶい

橙色

(褐灰色)ほとんどが鉱物

粒径は小

(砂礫少ない) 繊維中量

内外面 黒色化 ( 群ａ類)

〃 25 Ｊ－６区 － １ １ 口縁部(突起部)縄文 ナデ

(指頭圧痕)

にぶい

橙色

にぶい

橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は小

(砂礫少ない) 繊維中量

内外面 黒色化 ( 群ａ類？)

〃 26 Ｆ－16区 － ８ ８ 口縁？～頸部

～肩部

縄文 沈線文 ミガキ・ナデ 浅黄橙色 にぶい

橙色

ほとんどが鉱物

粒径は小 (砂礫多い)

外面

黒色化・炭化物付着

壷形土器？

( 群ｂ類)

〃 27 Ｆ－９区 － ４ ４ 口縁～頸部 縄文 ミガキ にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

岩石主体 粒径は小

(砂礫少ない)

－ ( 群ｂ類)

149

Ⅴ 包含層出土の遺物



表21 包含層出土破片掲載土器観察表

色 調
図

掲載
番号

出土
グリッド

遺物
番号

層位 破片数
接合
破片数

破片部位 文 様 内面調整 胎 土 使用の痕跡
備
(時期分類)外 面 内 面

99 28 Ｍ－６区 － １ １ 底 部 縄文 ミガキ・ナデ 灰褐色 にぶい

橙色

ほとんどが岩石

粒径は大 繊維多量

内外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 29 Ｍ－10区 － １ １ 底 部 縄文 ナデ

(指頭圧痕)

橙 色 にぶい

黄橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は中 繊維極多量

－ ( 群ｂ類)

〃 30 Ｏ－８区 － １

Ｒ－７区 － １

２ 胴部下位

～底部

縄文 ミガキ・ナデ にぶい

黄橙色

灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり

粒径は小 (砂礫少ない)

繊維多量 海綿骨針

内外面 黒色化

外面 赤色化

橙色(2.5YR5／８)

( 群？)

〃 31 Ｍ－２区 － ２ ２ 底 部 縄文 ナデ にぶい橙

～にぶい

黄橙色

灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり

粒径は中 繊維微量

外面 黒色化 図100－51～53

と同一個体

( 群ｃ類)

〃 32 Ｍ－２区 － ３

Ｇ－６区 － １
６ 胴 部 短縄文？ ナデ

(指頭圧痕)

橙～

にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は中

－ ( 群ｂ類)

Ｌ－２区 － １

Ｍ－１区 － １

〃 33 Ｂ－18区 － ２ ２ 胴 部 絡条体圧痕文

縄端圧痕文

－ にぶい

黄橙色

(黒褐色)岩石・鉱物ともにあり

粒径は中 繊維少量

内面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 34 Ｉ－８区 － １ １ 胴 部 絡条体圧痕文 ナデ

(指頭圧痕)

橙 色 灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり

粒径は中

－ ( 群ｂ類)

〃 35 Ｈ－８区 － ２

Ｇ－８区 － １
４ 胴 部 微隆起線文

短縄文

－ 橙 色 灰黄褐色 鉱物主体 粒径は小 内面 黒色化 ( 群ｂ類)

Ｋ－４区 － １

〃 36 Ｅ－16区 － ２ ２ 胴 部 撚糸文

(自縄自巻縄文？)

ナデ 橙 色 灰黄橙色 鉱物主体 粒径は小 － 図98－８

と同一個体

( 群ｂ類)

〃 37 Ｉ－９区 － １ １ 胴 部 縄文 ナデ

(指頭圧痕)

にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

鉱物主体 粒径は中

繊維極多量

内外面 黒色化

外面 炭化物付着

( 群ａ類)

100 38 Ｍ－６区 － １ １ 頸 部 刻み 撚糸文？ ナデ (黒褐色) － 岩石主体 粒径は中

繊維多量

外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 39 Ｋ－13区 － １ １ 頸 部 円形の凹み 撚糸文 ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 岩石主体 粒径は大

繊維多量

－ ( 群ｂ類)

〃 40 Ｖ－３区 － ２ ２ 胴 部 縄文 綾絡文

撚紐の圧痕文？

(指頭圧痕) (黒褐色)橙 色 岩石・鉱物ともにあり

繊維多量 海綿骨針

外面 黒色化 ( 群ｂ類)

〃 41 Ｅ－13区 － ５

Ｑ－６区 － １

６ 胴 部

上位～下位

縄文 ナデ

(指頭圧痕)

橙 色 にぶい

褐色

鉱物主体 粒径は小

(砂礫多い)

繊維中量

外面

黒色化・炭化物付着

( 群ｂ類)

〃 42 Ｇ－９区 － １ １ 胴 部 撚糸文 (縄文)

(貝 条痕文)

にぶい

黄橙色

にぶい

橙色

岩石主体 粒径は大

繊維中量

内外面 黒色化

外面 炭化物付着

外面 赤色化

にぶい赤褐色

(５YR5／４)

( 群ｂ類)

〃 43 Ｉ－９区 － １

Ｅ－12区 － １

２ 胴部中位 縄文 (縄文) にぶい

橙色

にぶい橙

～にぶい

褐色

岩石主体 粒径は中

(角のとれた亜円礫)

繊維多量

外面

黒色化・炭化物付着

( 群ａ類？)

〃 44 Ｇ－10区 － １ １ 胴 部 縄文(組紐回転文) ナデ (黒褐色)灰黄褐色 岩石・鉱物ともにあり

粒径は小 繊維少量

外面

黒色化・炭化物付着

( 群ｂ類)

〃 45 Ｇ－９区 － ２ ３ 胴 部 縄文(組紐回転文) ナデ にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は中 繊維中量

－ ( 群ｂ類)

Ｇ－10区 － １

〃 46 Ｆ－16区 － ３

Ｇ－11区 － １

４ 胴 部 縄文 ナデ

(指頭圧痕)

(黒褐色)にぶい

黄橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は小 (砂礫少ない)

繊維極多量

内外面 黒色化

外面 炭化物付着

剝落面に縄文

( 群ａ類？)

〃 47 Ｅ－12区 － １ １ 胴 部 縄文 ナデ にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は小

繊維極多量

外面 黒色化 剝落面に縄文

( 群ａ類？)

〃 48 Ｆ－12区 － １ １ 胴 部 縄文 (貝 条痕文)

ナデ

－ 灰褐色 岩石主体 粒径は大

繊維多量

内面 黒色化

外面 赤色化

赤色(10Ｒ５／８)

剝落面に縄文

( 群)

〃 49 Ｇ－11区 － １ １ 胴部上位 縄文

押引文(半截竹管状工具)

ナデ にぶい

橙色

にぶい

黄橙色

鉱物主体 粒径は小

繊維多量

内面

黒色化・炭化物付着

( 群？)

〃 50 Ｉ－６区 － ３

Ｊ－６区 － ２

５ 頸部～胴部上位 沈線文 ナデ

(指頭圧痕)

にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙～

浅黄橙色

岩石主体 粒径は大

海綿骨針

内外面

黒色化・炭化物付着

( 群ａ類)

〃 51 Ｌ－２区 － １ １ 胴 部 縄文 刺突文 沈線文 ミガキ (褐灰色)(褐灰色)鉱物主体 粒径は小 内外面 黒色化

外面 炭化物付着

図99－30、

100－52・53

と同一個体

( 群ｃ類)

〃 52 Ｍ－２区 － ２

Ｍ－８区 － １

３ 胴部上位？ 沈線文(三叉文)

縄文

ミガキ・ナデ (黒褐色)灰黄褐色 鉱物主体 粒径は小 内外面 黒色化

外面 炭化物付着

図99－30、

100－51・53

と同一個体

( 群ｃ類)

〃 53 Ｍ－２区 － ４

Ｌ－２区 － １

５ 胴部中下位 縄文 ミガキ・ナデ にぶい

黄橙色

(黒褐色)鉱物主体 粒径は小 内面 黒色化 図99－30、

100－50・51

と同一個体

( 群ｃ類)

101 54 Ｋ－４区 － １ １ － 縄文(表面) ナデ(裏面)

(指頭圧痕)

橙 色 にぶい褐

～浅黄橙色

岩石・鉱物ともにあり

粒径は中

裏面 黒色化 (土製品)
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２ 石器［図102～111 表22・23 図版69～74］

⑴ 概要

それぞれ器種ごとの出土点数は表23を参照。石槍またはナイフは、フレイク、フレイク・チップを

除く剝片石器の4.8％、石鏃は28.0％、石錐は1.4％、つまみ付きナイフは20.3％、スクレイパーは23.8％

の割合を占める。石斧は加工痕のない礫を除く礫石器の7.6％、たたき石は21.7％、すり石は41.0％、

石鋸は2.4％、砥石は5.9％、石錘は8.5％、石皿・台石は12.2％、石製品は0.5％の割合で出土してい

る。

また層位的には、包含層の石器は85.2％の割合で、 層から出土している。土器による年代を参

にすると、縄文時代後期後半の時期に伴うものであると えられる。包含層出土石器の器種別分布に

ついてはまとめで述べる(第 章参照)。

⑵ 剝片石器

石槍またはナイフ［１～６］

61点出土している。２・５はメノウ製、それ以外は頁岩製。３・５は両面加工のつまみ付きナイフ

との区別が難しい。

石鏃［７～18］

355点出土している。７は木の葉形の小さな石鏃で、片面の周縁のみが二次加工されている。８は五

角形のもので、周縁に細かい二次加工が施される。９は五角形の角をとったような形のもの。両面加

工。10～13は二等辺三角形のもの。10以外は基部の底辺が内湾しており、とくに11・12は深く抉りが

入っている。14～18は有茎のもの。15は基部の両側縁が波状に加工されている。８・10・14・15・18

は黒曜石製。13はメノウ製、それ以外は頁岩製。

石錐［19～23］

18点出土している。19は錐部先端の破片。20は錐部のみが加工され、作り出されている。21～23は

上下両端が錐部として機能したと えられる。21は珪質頁岩製、それ以外は頁岩製。

つまみ付きナイフ［24～42］

257点出土している。24は周縁加工。25～34は片面加工。35～38はつまみに対して、基部が横長に加

工されているもの。39～42は両面加工で、石槍またはナイフとの区別が不明瞭なものもある。27は黒

曜石製。35はメノウ製、37は珪質頁岩製、それ以外は頁岩製。

スクレイパー［43～49］

301点出土している。43、44は円形のもの。45は石槍またはナイフの転用品。46～49は不定形。45は

黒曜石製、48は玄武岩製、それ以外は頁岩製。

⑶ 礫石器

石斧［50・51］

148点出土している。２点とも泥岩製。全体に良く磨かれ、丁寧に仕上げてある。

たたき石［52～54］

417点出土している。52は扁平な軽石の礫の両面を使用し、使用痕がくぼんでいる。53は楕円礫の上

下両端が、54は一端が使用面。53・54は安山岩である。

すり石［55～66］

788点出土している。55～60はいわゆる 北海道式石冠 と呼ばれるもの。破損品が多い中、できるだ

け完形に近いものを選んだ。56は25mほど離れた、調査年度の異なる地点から出土した２点が接合し
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た、めずらしい例。60は同じグリッド内の３点が接合した。61は球形の軽石に少なくとも５面の使用

面がある。62は楕円礫の一端が平らになるまで使用されている。他方の端も、敲打調整され、丸く加

工されている。63は楕円礫の広い面が使用面で、上下両端にはたたき痕もある。残存状態は悪いが、

若干の赤色顔料の付着がみられる。64は断面三角形のすり石。65・66は扁平な半円形のすり石。65は

左右両端が敲打され、整形してある。66も、機能面以外の周縁が敲打調整によって整形されている。

石材は61が軽石、それ以外は安山岩である。

石鋸［67～69］

47点出土している。67は機能部の一辺以外の周縁も打ち欠いて加工されており、また擦痕も残って

いる。68は２点が接合したもの。いずれも安山岩製。

砥石［70～73］

114点出土している。70は砂岩の小さな砥石片を再利用しており、砥面は全部で５面。ほぼすべての

面を使用している。71は表裏２面が砥面の砂岩の砥石片。72は２点接合したもの。薄い安山岩片の片

面が砥面になっている。73は片麻岩の素材の表裏両面が砥面。

石錘［74～78］

164点出土している。76は軽石製で、錘というより浮きに使用したものか？ その他は安山岩製。

石皿［79・80］

206点出土している。いずれも安山岩製。79は両面使用。80は片面使用。

石製品［81～83］

10点出土している。81は楕円の軽石の礫。一端が他方に比べ、細身になっており、人工的に加工さ

れたものと えた。82は軽石の扁平な円礫の表裏両面の中央にくぼみができているもの。83は 北海道

式石冠 とよばれるものの破片に、さらに加工を施し、くびれ部分を一周させたもの。石錘の一種か。

安山岩製。 (新家水奈)
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図105 包含層出土掲載石器⑴
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図106 包含層出土掲載石器⑵
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図107 包含層出土掲載石器⑶
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図108 包含層出土掲載石器⑷
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図109 包含層出土掲載石器⑸

160



図110 包含層出土掲載石器⑹
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図111 包含層出土掲載石器⑺
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表22 包含層出土掲載石器一覧⑴
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表22 包含層出土掲載石器一覧⑵
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表23 包含層出土石器一覧
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Ⅵ章 自然科学的手法による分析結果

１ 放射性炭素(14Ｃ 年代測定

遺構の構築された年代を知るために、そこから得られた炭化物について放射性炭素(14Ｃ 年代測定
を行った。依頼先は、㈱地球科学研究所である。試料の属性について表１に、測定結果については表
２にまとめた。遺構において確認された炭化物について土壌ごと取り上げ、その後水洗浮遊選別作業
を行い、回収されたものを対象とした。試料はすべて 酸－アルカリ－酸洗浄」で前処理を行い、 加
速器質量分析(A M S 」で測定された。

KJ 2－１・２
盛土遺構から出土した炭化したクルミについては、5080±40年、5100±40年(補正年代 という結果
が得られ、縄文時代前期後半期の一時期に構築された可能性が高い。また、 群ａ類の土器は、本来
的には本遺構に属するものではなく、盛土遺構構築時に混入したものと判断される。
KJ 2－３
Ｈ－２内の北側に位置していた、焼土 H F－１から回収された炭化物については5080±40年(補正年
代 という結果が得られた。この焼土は覆土最下層、本住居跡に付属する土壙 H P－２の覆土より上位
に位置していたので、土壙が埋まっていない状態で住居が機能していたとの仮定に立てば、若干の時
期差を有するが、ほぼ住居跡の年代と えて差し支えないものと えられる。
KJ 2－４
Ｈ－12の付属遺構で、北側の壁の一部を切るように位置する。壙底面近くで確認された炭化物集中
から得られた炭化物について、5100±50年という結果が得られた。墓壙の可能性もあり、本住居跡と
は時間差を有することが えられる。
上記の結果は、補正年代5100±50～5080±40年の間におさまり、これらの遺構は、縄文時代前期の
ものと判断される。 (末光正卓

Ⅵ 自然科学的手法による分析結果
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表１ 分析試料属性表
試 料 名 種 類 試料採取地点・層位 試料採取日・担当者 重 量 備
K J 2－１ 炭化クルミ 盛土遺構Ａ区・盛土 00/10/05・末光正卓 7.74g 図61・62
K J 2－２ 炭化クルミ 盛土遺構Ｄ区・盛土 00/10/05・末光正卓 2.91g 図61・62
K J 2－３ 炭 化 物 Ｈ－２ H F－１・焼土 99/07/29・末光正卓 3.11g 図16～18
K J 2－４ 炭 化 物 Ｈ－12 H P－３・壙底面 00/09/06・新家水奈 3.68g 図37・38

表２ 分析結果表
試 料 名 L abora tory num ber Ｃ14年代(y B P δ13Ｃ(perm il 補正 Ｃ14年代(y B P

K J 2－１ B eta－150485 5100±40 －26.1 5080±40
K J 2－２ B eta－150486 5100±40 －24.9 5100±40
K J 2－３ B eta－150487 5100±40 －26.4 5080±40
K J 2－４ B eta－150488 5180±50 －29.9 5100±50



２ 虎杖浜２遺跡から出土した遺構に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源科学科 中野益男

㈱ズコーシャ・総合科学研究所 中野寛子、清水 了、

門 利恵、星山賢一

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質(炭水化物)および脂質(脂肪・油脂)

がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受けて崩

壊してゆくだけでなく、土の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。これ

まで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺

跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと えられてきた。

最近、ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと 、古代遺跡から出土した約２千年前

のトウモロコシ種子 、約５千年前のハーゼルナッツ種子 に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態

に保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年・万年と

いう長い年月を経過しても変化しないで遺存することが判明した 。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している主要なクラス(種)が脂

肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延び

た飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は

不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物は種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロー

ルについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴス

テロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを構

成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、目に見える形では遺存しない

原始古代の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を 残存脂肪分析法 という。この 残存脂

肪分析法 を用いて虎杖浜２遺跡から出土した住居跡に伴うピットや土壙の性格を解明しようとした。

１ 土壌試料

北海道白老郡白老町に所在する虎杖浜２遺跡は縄文時代前期後半のものと推定されている。この遺

跡から出土した同時期の遺構内外の土壌試料を分析した。遺跡内での遺構の配置状況および遺構内外

での土壌試料採取地点を第 章図37・38(試料No.1)、図56(試料No.2)に示す。試料No.1を住居跡H－

12の住居跡に伴うピットHP－３内下層、No.2を土壙P－４内の礫の下から採取した。今回はこれらの

遺構周辺から採取した対照試料がないので、予め土層識別用試料として地山ローム層から採取してい

た土壌試料を対照試料No.3とした。

２ 残存脂肪の抽出

土壌試料53～805gに３倍量のクロロホルム―メタノール(２：１)混液を加え、超音波浴槽中で30分

間処理し残存脂肪を抽出した。処理液をろ過後、残 に再度クロロホルム―メタノール混液を加え、

再び30分間超音波処理をする。この操作をさらに２回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽

出溶媒に１％塩化バリウムを全抽出溶媒の４分の１容量加え、クロロホルム層と水層に分配し、下層

のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表１に示す。抽出率は0.0029～0.0210％、平 0.0097％であった。この値は全
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国各地の遺跡から出土した土壌、石器、土器などの試料の平 抽出率0.0010～0.0100％の範囲内のも

のであった。しかし、抽出率は遺構内試料のみの平 値は0.0041％で、遺構外対照試料だけが0.0210％

と遺構内試料よりも約５倍高いものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。そ

の中では遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸が結合したトリアシルグリセロール(ト

リグリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

３ 残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪の遊離脂肪酸とトリアシルグリセロールに５％メタノール性塩酸を加え、125℃封

管中で２時間分解し、メタノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステルを含む画分をクロロホ

ルムで分離し、さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化してから、ヘキサン―エ

チルエーテル―酢酸(80：30：1)またはヘキサン―エーテル(85：15)を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマ

トグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した 。

残存脂肪の脂肪酸組成を図１に示す。残存脂肪から11種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチ

ン酸(C16：0)、ステアリン酸(C18：0)、オレイン酸(C18：1)、リノール酸(C18：2)、アラキジン酸(C20：

0)、エイコサモノエン酸(C20：1)、ベヘン酸(C22：0)、エルシン酸(C22：1)、リグノセリン酸(C24：0)の

９種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィー―質量分析により同定した。

試料中の脂肪酸組成をみると試料No.1とNo.2はほぼ同一の組成パターンで、No.3は全く異なるパ

ターンであった。このうち炭素数18までの中級脂肪酸は、試料No.1とNo.2では主要な脂肪酸がオレイ

ン酸で全脂肪酸のほぼ半分を占め、次いでパルミチン酸が多く分布し、No.3では主要な脂肪酸がパル

ミチン酸で次いでステアリン酸、オレイン酸の順に分布していた。しかし、試料No.3は通常あまりみ

られない組成パターンで、通常は全脂肪酸のうち中級脂肪酸のパルミチン酸かオレイン酸が主要な脂

肪酸であるものが多いが、今回は中級脂肪酸ではなく高級脂肪酸が主要な脂肪酸であるというもので

あった。一般に 古遺物にはパルミチン酸が多く含まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、

Ⅵ 自然科学的手法による分析結果

表１ 土壌試料の残存脂肪抽出量

表２ 試料中に分布するステロールの割合
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リノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸を生成するためで、主として植物遺

体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。オレイン酸の分布割合の高いものとしては、動

物性脂肪と植物性脂肪の両方が えられ、植物性脂肪は特に根、茎、種子に多く分布するが、動物性

脂肪の方が分布割合は高い。オレイン酸はまた、ヒトの骨のみを埋葬した再葬墓試料などにも多く含

まれる。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多く分布している。リノール酸は主として植

物種子・葉に多く分布する。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以

上のアラキジン酸、ベヘン酸、リグノセリン酸などの高級飽和脂肪酸はそれら３つの合計含有率が、

試料No.1で約14％、No.2で約７％、No.3で約53％であった。通常の遺跡出土土壌中でのアラキジン

酸、ベヘン酸、リグノセリン酸の高級飽和脂肪酸３つの合計含有率は約４～10％であるから、試料No.

1の高級飽和脂肪酸含有量はわずかに多め、No.2のそれは通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並み、

No.3のそれは非常に多いものであった。高級飽和脂肪酸含有量が多い場合としては、試料中に高等動

物の血液、脳、神経組織、臓器などの特殊な部分が含まれている場合と、植物の種子・葉などの植物

体の表面を覆うワックスの構成分が含まれている場合とがある。高級飽和脂肪酸が動物、植物のどち

らに由来するかはコレステロールの分布割合によって決めることができる。概して、動物に由来する

場合はコレステロール含有量が多く、植物に由来する場合はコレステロール含有量が少ない。今回の

試料No.3のように炭素数20以上の高級脂肪酸が全脂肪酸の半分から３分の２を占めるか、全脂肪酸の

図１ 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成 図２ 試料中に残存する脂肪のステロール組成
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中での主要な脂肪酸が高級脂肪酸であるパターンは、通常の遺跡出土試料ではあまり見られないもの

である。これまでに静岡県内の賤機山遺跡 、梶子北遺跡 、瀬名遺跡 、鳥居松遺跡 、その他の遺

跡の試料の一部がこのパターンを示したが、原因はわかっていない。

以上、虎杖浜２遺跡のHP－３試料No.1とP－４試料No.2の脂肪酸組成パターンはほぼ同一で、対

照試料だけは全く異なるパターンであることがわかった。このうち炭素数18までの中級脂肪酸は、

HP－３試料No.1とP－４試料No.2では主要な脂肪酸がオレイン酸で全脂肪酸のほぼ半分を占め、対

照試料No.3では主要な脂肪酸がパルミチン酸であることもわかった。高級飽和脂肪酸は試料No.1と

No.2には通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みかわずかに多めに含まれていたが、試料No.3には

非常に多く、この高級飽和脂肪酸が全脂肪酸の半分以上を占めるほどであった。対照試料No.3の脂肪

酸組成パターンは通常の遺跡出土試料中ではあまり見られないものであった。

４ 残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサン―エチルエーテル―酢酸(80：30：１)を展開溶媒とするケイ酸薄

層クロマトグラフィーで分離・精製後、ピリジン―無水酢酸(１：１)を窒素気流下で反応させてアセ

テート誘導体にする。得られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製してから、ガスクロマトグラ

フィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組成を図２に示す。残存脂肪から19～22種類のス

テロールを検出した。このうちコプロスタノール、コレステロール、エルゴステロール、カンペステ

ロール、スチグマステロール、シトステロールなど８種類のステロールをガスクロマトグラフィー―質

量分析により同定した。

試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは試料No.1とNo.3に約15～18％、

No.2に約７％分布していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは２～６％も分布してい

る。従って、試料No.1とNo.3のコレステロール含有量はかなり多く、No.2のそれは通常の遺跡出土

土壌中の植物腐植土並みであった。

植物由来のシトステロールはすべての試料中に約15～28％分布していた。通常の遺跡出土土壌中に

はシトステロールは30～40％、もしくはそれ以上に分布している。従って、すべての試料中でシトス

テロール含有量は通常の遺跡出土土壌の植物腐植土中でよりも少なめであった。

クリ、クルミなどの堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、カンペステロール

がすべての試料中に約３～９％、スチグマステロールが試料No.1に約13％、No.2とNo.3に約２

～７％分布していた。通常の遺跡出土土壌中にはカンペステロール、スチグマステロールは１～10％

分布している。従って、試料中のカンペステロール、スチグマステロール含有量はスチグマステロー

ルが試料No.1でわずかに多い他は、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

微生物由来のエルゴステロールは試料No.3に痕跡程度、No.1とNo.2に１％前後分布していた。通

常の遺跡出土土壌中にはエルゴステロールは数％分布している。従って、この程度の量は土壌微生物

の存在による結果と えられる。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、試料No.1に約１％、No.2と

No.3に約３％分布していた。コプロスタノールは通常の遺跡出土土壙中には分布していないが、１

～２％程度の量は検出されることがある。また、コプロスタノールの分布により試料中での哺乳動物

の存在を確認することができる他に、コプロスタノールが10％以上含まれていると、試料中に残存し

ている脂肪の動物種や性別、また遺体の配置状況などが特定できる場合がある 。今回はコプロスタ

ノールが10％以上含まれている試料はなかったが、試料No.2とNo.3には通常よりごくわずかに多く

含まれており、これらの試料中には哺乳動物の腸もしくは糞便由来の脂肪がごくわずかではあるが残
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存していた可能性が えられる。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壙で0.6

以上 、土器・石器・石製品で0.8～23.5である 。試料中のコレステロールとシトステロールの

分布比を表２に示す。表からわかるように、分布比は試料No.1とNo.3が0.6以上、No.2が0.6以下

であった。従って、分布比だけでみると試料No.1とNo.3には動物遺体もしくは動物由来の脂肪が残

存し、No.2にはそれらが残存していなかったことになる。

以上、虎杖浜２遺跡の試料中に含まれている各種ステロール類は、動物由来のコレステロールが

HP－３試料No.1と対照試料No.3にかなり多く、哺乳動物由来のコプロスタノールがP－４試料

No.2、対照試料No.3にごくわずかに多く、堅果植物由来のスチグマステロールがHP－３試料No.1

にわずかに多い他は、すべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめであることがわかった。

コレステロールとシトステロールの分布比はHP－３試料No.1と対照試料No.3が0.6以上で、分布

比だけでみるとこれらの試料中には動物遺体もしくは動物由来の脂肪が残存している可能性があるこ

ともわかった。試料中のコレステロール含有量とコレステロールとシトステロールの分布比を え合

わすと、脂肪酸分析でHP－３試料No.1にわずかに多く、対照試料に非常に多く含まれていた高級飽

和脂肪酸は高等動物の血液、脳、神経組織、臓器などの特殊な部分に由来するものと推測される。

５ 脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、この相関係

数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に同じ北海道内の遺跡で出土

土壙にヒト遺体を直接埋葬した場合と類似の脂肪やヒトの骨部分をよく含むヒト遺体全般の脂肪が残

存していると判定した美沢３遺跡 、納内３遺跡 、滝里38遺跡 、キウス４B遺跡 、キウス４遺

跡 地区 、キウス５遺跡A－２地区 、キウス５遺跡B地区、C地区 、キウス７遺跡 、ユカン

ボシC15遺跡 、ユカンボシE７遺跡 、オバルベツ２遺跡 、出土土壙を土壙墓と判定した兵

庫県寺田遺跡 、出土土器を幼児埋葬用甕棺と判定した静岡県原川遺跡 、ヒトの体脂肪、出土土壙

や出土土器にヒトの骨のみを埋納した場合と類似の脂肪が残存していると判定した北海道栄町５遺

跡 、出土土壙を再葬墓と判定した宮城県摺萩遺跡 、ヒトの骨油試料など、各種遺跡試料や現生試

料の脂肪酸との類似度も比較した。予めデータベースの脂肪酸組成と試料中のそれとでクラスター分

析を行い、その中から出土状況を 慮して類似度の高い試料を選び出し、再びクラスター分析により

パターン間距離にして表したのが図３ある。

図からわかるように、虎杖浜２遺跡の試料No.1とNo.2はオバルベツ２遺跡、栄町５遺跡、摺萩遺

跡、ユカンボシE７遺跡試料やヒトの骨油試料と共に相関行列距離0.1以内でA群を形成し、よく類

似していた。虎杖浜２遺跡の試料No.3はユカンボシC15遺跡の試料と共に相関行列距離約0.1以内

でB群を形成し、よく類似していた。他の対照試料はC～E群を形成した。今回は虎杖浜２遺跡の試

料が属すA群やB群は、相関行列距離的に近い所に類似する群がなかった。

以上 虎杖浜２遺跡のHP－３試料No.1とP－４試料No.2に残存する脂肪は、ヒトの骨のみを埋

葬したことに関わる遺跡試料の脂肪やヒトの骨油と類似していることがわかった。対照試料No.3に残

存する脂肪は大半が植物腐植土である中にヒト遺体を直接埋葬した場合の脂肪がわずかに残存してい

る形態のものに類似していることがわかった。

６ 脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸(炭素数16のパルミチン酸から炭素数18

のステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸まで)と高級脂肪酸(炭素数20のアラキジン酸
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図４ 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関
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以上)との比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関を求めた。この

比例配分により第１象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器などに由来す

る脂肪、第１象限から第２象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第２象限の原点から離れた位置に

高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第２象限から第３象限にかけての原点

付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第３象限から第４象限にかけての原点から離

れた位置に海産動物に由来する脂肪が分布する。土壌試料の残存脂肪から求めた種特異性相関を図４

に示す。図からわかるように、試料No.1とNo.2は第３象限内に分布しA群を形成した。試料No.3は

第１象限内の原点から遠く離れた位置に分布し、単独でB群を形成した。A群の分布位置は試料中に

残存する脂肪が植物腐植土に由来し、Ｂ群のそれは高等動物の血液、脳、神経組織、臓器などの特殊

な部分に由来することを示唆している。

以上、虎杖浜２遺跡のHP－３試料No.1とP－４試料No.2に残存する脂肪は植物腐植土に由来し、

対照試料No.3に残存する脂肪は高等動物の血液、脳、神経組織、臓器などの特殊な部分に由来するこ

とがわかった。

７ 総括

虎杖浜２遺跡から出土した住居跡に伴うピットや土壙の性格を判定するために、これら遺構内外の

土壌試料の残存脂肪分析を行った。残存する脂肪の脂肪酸分析、ステロール分析、脂肪酸組成の分布

に基づく数理解析の結果、HP－３とP－４に残存する脂肪は大半が植物腐植土である中にヒトの骨

のみを埋葬したことに関わる遺跡試料の脂肪やヒトの骨油が現存している形態のものと類似している

ことがわかった。これら遺構内試料は遺構外対照試料とは脂肪酸組成は傾向を全く異にしていた。し

かし、本来は特徴的な脂肪酸やステロールが含まれていないはずの対照試料にも動物由来のコレステ

ロールがかなり多く分布し、哺乳動物由釆のコプロスタノ－ルもごくわずかではあるが通常の遺跡出

土土壌中でよりも多く分布し、高級飽和脂肪酸も非常に多く分布していた。その理由は対照試料周辺

にも動物遺体が残存していたとも えられるが不明である。
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３ 虎杖浜２遺跡から出土した炭化植物種子

吉崎昌一・椿坂恭代

１)遺跡と調査の概要

遺跡の名称：２遺跡(Ｊ－10－１)

遺跡の所在：北海道白老郡虎杖浜334ほか

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：髙橋和樹ほか

調査期間：平成12年(2000年)７月３日～10月27日

遺跡の立地：太平洋を望む、標高50mの段丘上に位置している。

遺跡の年代：主体は縄文時代前期中葉(円筒下層式土器)

検出遺構：平成12年度は盛土遺構と11基の竪穴住居および３基の土壙墓が検出されている。

２)扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、縄文時代前期中葉の遺物を出土する盛土遺構から土壌を採取し、

フローテーション法と水洗選別法とで処理後、第一次選別を経て送付されてきた。なお、Ａ区から463

リットル、Ｂ区から215リットル、Ｃ区から210リットル、Ｄ区から337リットルの土壌がフローテーショ

ン法で処理されている。この作業で植物遺体以外に動物の焼骨片が多数抽出され、本報告書の別節に

報告されている。種子資料は総数で19粒、うち分類のできなかったものが２粒あった。これらの標本

は、実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察並びに撮影を行った。各植物種子の出土層準、遺構名など

は表１に示しておく。

３)各地区から検出された種子

タデ科POLYGONACEAE(図版１－１)

腹部断面は縦に走るにぶい稜があり紡錘形。タデ科にはこの種類の形態を持つ種子が多く、特定で

きない。長さ1.7mm、幅1.1mm。

マタタビ属ActinidiaLindl.(図版１－２)

表面に痘痕状の凹凸構造を持つ偏卵形種子。北海道にはコクワとマタタビの両者とも見られるが、

９粒しかないのでよくわからない。多分、コクワと見て良いであろう。図示した資料は長さ1.26mm、

幅1.1mm、厚さ0.8mm。

ブドウ科VITIDACEAE(図版１－４)

Ｆ84の焼土 ｂから１粒出土。種子は倒卵形、背面には不明瞭な倒へら形の凹みがある。腹面の中

線は陵をなし、その両側は長楕円形の凹みのあるブドウ属VitisL.の特徴を持つ。ツタ属Parthenocis-

susPlanch.、エビツルVitisficifoliaBungevar.の種子などにも形態は類似するが、環境などから判

断するとヤマブドウVitiscoignetiaePulliat.の可能性が高い。図示した資料は長さ4.0mm、幅3.3

mm、厚さ2.2mm。

ミズキ属CornusL.(図版１－３a、３b)

つぶれた球形の核果で、縦に鈍い線条がある。先端と横位の方向から図示しておいた。長さ3.3

mm、幅4.1mm。
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不明種子

このほかに分類のできなかった種子が２粒ある。

４)若干のコメント

盛土遺構から検出された植物遺体は、きわめて少ない。さらに、この中にはイネ科GRAMINEAE

植物の痕跡も見られず、縄文時代後期のキウス４遺跡Ｄ、Ｆ、Ｇ地区に見られたキク科COMPOSITAE

の種子(吉崎・椿坂2000)も欠落している。こうした状況は、この遺跡の盛土遺構が千歳市キウス遺跡

の周堤墓とは異なった性格で説明できるかもしれない。

もう一つ問題が残る。それは、我々が調べてきた植物遺体の残存は、どうも住居内と住居外では組

成が異なるらしいのである。キウス４遺跡はその典型であった(前出)。

虎杖浜２遺跡の盛土遺構の中からは、土器や石器片とともに焼けた動物骨の細片がかなりの頻度で

検出されている。報告者はこの点に注目し、盛土遺構について儀礼の場ではないかと指摘している(本

報告194ページ)。こうした視点で見れば、虎杖浜２遺跡の盛土遺構は何らかの形で儀礼と結びついて

いるかもしれない。植物資料が蓄積されれば、 古植物学からも具体的なイメージが得られるであろ

う。

縄文時代の遺跡には、こうした盛土遺構の検出例が増加している。例えば、青森県三内丸山遺跡(縄

文時代前期－中期)、あるいは函館市石倉遺跡(縄文時代後期、田原ほか1999)。南茅部町八木Ｃ遺跡(縄

文時代前期末－中期、福田裕二編著1997)、南茅部町大船Ｃ遺跡(縄文時代前期－中期、阿部千春編著

1998)など枚挙にいとまがない。おそらく、こうした遺構を詳細に調べれば、集落のパターンや特殊儀

礼のあり方などに共通性が看取されるようになり、縄文文化の理解について新しい地平が開ける可能

性があると思う。縄文時代が単純な採集狩猟民であった、という観念的な枠組みを何時壊せるか、楽

しみである。

引用文献

阿部千春 編著 1998：「大船Ｃ遺跡」402p、南茅部町教育委員会 北海道南茅部町

田原良信ほか 1999：「函館市石倉貝塚 No.1－4」(No.1 497p、No.2 357p、No.3 299p、No.4

177p) 函館市教育委員会 函館

福田裕二 1997：「八木Ａ遺跡 ・八木Ｃ遺跡」304p、南茅部町教育委員会、北海道南茅部町

吉崎昌一・椿坂恭代 2001：北海道キウス４遺跡(Ｄ・Ｆ・Ｇ地区)から出土した縄文時代の炭化植物

種子 「キウス４遺跡⑻」512p、465－480、北海道埋蔵文化財センター調

査報告書157 札幌
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表１ 虎杖浜２遺跡炭化種子出土表

NO. 遺構名 地区 層位 時 期 タ デ 科 マタタビ属 ミズキ属 ブドウ科 不 明

(粒) (粒) (粒) (粒) (粒)

1 盛土遺構 Ａ区 盛土 縄文前期 3

2 盛土遺構 Ａ区 盛土 縄文前期 1

3 盛土遺構 Ｂ区 盛土 縄文前期 2 1 1 1

4 盛土遺構 Ｂ区 盛土 縄文前期 1 1

5 盛土遺構 Ｃ区 盛土 縄文前期 1

6 盛土遺構 Ｄ区 盛土 縄文前期 1 1

7 盛土遺構 Ｄ区 盛土 縄文前期 3 2

6 9 1 1 2

図版１ 虎杖浜２遺跡炭化種子

２ マタタビ属１ タデ科

３a ミズキ属 先端

３b 核面

腹面４ ブドウ科 背面

Ⅵ 自然科学的手法による分析結果
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４ 白老町虎杖浜２遺跡出土動物遺存体

高橋 理／千歳サケのふるさと館

太子夕佳／札幌国際大学大学院

遺跡の概要

遺跡名：虎杖浜２遺跡(Ｊ－10－１)

所在地：北海道白老郡白老町虎杖浜334ほか

調査原因：一般国道36号線拡幅工事に付帯する虎杖浜トンネルオープンカットにともなう事前調査

調査期間：平成12年７月３日～平成12年10月27日

調査面積：2,000m

調査主体：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：第二調査部第二調査課 高橋和樹ほか

検出遺構：盛土遺構、竪穴住居跡

出土遺物：円筒下層ａ式土器、石器、動物遺存体、炭化種子ほか

はじめに

北海道白老郡白老町の虎杖浜２遺跡は、太平洋を望む標高50mの台地上に立地する。縄文時代前期

中葉、円筒下層ａ式期を主体とする集落や墓域としてはやくから知られてきた。また同時期の貝塚も

残されており、気候温暖期にあたり発達した入江やラグーンの豊富な海洋資源を積極的に利用したこ

とがわかっている。遺跡の詳細については、本論の第 章第４節を参照されたい。

平成12年の調査では、盛土遺構と竪穴住居跡および包含層が調査されたが、このうち盛土遺構より

多くの動物遺存体が検出された。盛土遺構は調査区の北西隅において検出され、５m×３m、厚さ0.2m

ほどの規模を有するが、調査区外に広がっており全容は不明である。この盛土遺構を便宜的にＡ～Ｄ

の４区に分割し、それを構成する土壌1,488リットルをすべて採取した。また、竪穴住居の覆土および

包含層の土壌をサンプリングし、遺物の回収につとめた。

この土壌の処理には、次の３つの方法が用いられている。

･フローテーション作業プロセスに組み込み、沈殿した残滓を1.41mmの浮遊物を２mmと0.425mm

目のフルイに通すことによって遺物を回収。

･５mmと２mm目のフルイ上で水洗選別を行って遺物を回収。

･土器や石器とともにハンドピックによって回収した土壌を２mm目のザルで水洗選別して遺物を回

収。

以上の方法によって、微細なものも含む多量の動物遺存体を回収が可能となり、総計14,202点に達

した。後述するように、その中にはイノシシ遺存体が含まれ、北海道においては縄文時代後期をはる

かにさかのぼる出土例となった。

筆者に分析の機会をあたえられた㈶北海道埋蔵文化財センター 第二調査部第二調査課 高橋和樹

氏とスタッフの方々に御礼申し上げます。

出土動物遺存体

虎杖浜２遺跡において検出された動物遺存体は次のとおりである。また、各遺構・包含層の出土状

Ⅵ 自然科学的手法による分析結果
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況は表１、２、３、４、５、６に示している。すべての遺存体が熱を受けており、白色化・灰色化が

進んでいる。

二枚貝綱 Pelecypoda

イガイ科 Mytilidae

マルスダレガイ科 Veneridae

アサリ Ruditapesphilippinarum

甲 綱 Crustacea

フジツボ科 Balanidae

ウニ綱 Echinoidae

ホンウニ目 Echinoida

軟骨魚綱 Chondrichthyes

アオザメ科 Isuridae

アオザメ Isurusglaucus?

ネズミザメ科 Lamnidae

ホホジロザメ Carcharodoncarcharias

硬骨魚綱 Osteichthyes

ニシン科 Clupeidae

サケ科 Salmonidae

カレイ科 Pleuronectidae

ヒラメ科 Paralichthtyidae

カジカ亜目 Cottina

コイ科 Cyprinidae

ウグイ属 Triborodon

タイ科 Sparidae

鳥綱 Aves

哺乳綱 Mammalia

イヌ科 Canidae

クマ科 Ursidae

ヒグマ Ursusarctos

シカ科 Cervidae

ニホンジカ Cervusnippon

イノシシ科 Suidae

イノシシ Susscrofaleucomystax

アザラシ科 Phocidae

種名や表から次のような特徴を看取することができる。縄文時代前期前半期にむかえたClimatic

optimumの後ではあるが、暖海性の貝類・魚類が非常に少なく、対照的にイガイやニシン、サケ目な

ど主として冷水域に多く分布する生物相が多い。
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察

噴火湾沿岸部と石狩低地帯中南部地域(苫小牧低地帯)にはさまれる太平洋に直接向かい合うエリア

は貝塚遺跡が少ない地域である。筆者の一人高橋は、かつて苫小牧低地帯と噴火湾沿岸の縄文貝塚を

集成したことがある(高橋：1997)。縄文早期から大規模な貝塚が形成される両地域と比較して、ここ

苫小牧から室蘭までのエリアでは虎杖浜２遺跡と鷲別遺跡の２遺跡が該当しただけであった。

室蘭市から登別市にまたがる鷲別遺跡については詳細なデータが得られなかったが、白老町の虎杖

浜２遺跡は1961年と1977年の２度にわたる調査でＡ・Ｂの２ヶ所の貝塚が確認されており、また出土

動物遺存体は貝類・魚類に大きく偏り、鳥類や哺乳類が少ないことが報告されている。しかし、今回

分析を行った動物遺存体は、それまで報告されてきた様相とは対照的な結果となった。すなわち貝類・

魚類は種類・量ともに非常に少なく、ニホンジカ Cervusnipponがそのほとんどを占めている。同

定にいたった数は180点ほどであるが、他の哺乳類の出土状況と え合わせると、種・部位とも不明の

哺乳類はニホンジカに帰属する可能性が高い。貝類・魚類の他にアザラシ科 Phocidaeなどの海棲哺

乳類の出土もごく少量であり、海産資源の利用そのものがまったく評価されない。このことは、今回

分析の対象となった動物遺存体が貝塚ではなく盛土遺構であったことによるのかもしれない。この盛

土遺構からはイノシシ Susscrofaleucomystaxも検出された。

出土したイノシシは、盛土Ａ区より基節骨近位端１点、盛土Ｂ区より橈骨近位端１点、地点不明盛

土より第三or四中手・中足骨遠位滑車１点、包含層 層より基節骨近位端１点であった。その数は

けっして多くはないが、縄文時代前期中葉の円筒下層ａ式に帰属するものであることが確かめられて

いる。北海道の縄文イノシシおよび今回の出土の意義については、後期の盛土遺構から同じくイノシ

シが多量に検出されてきた千歳市キウス４遺跡Ｄ・Ｆ・Ｇ地区の報告にやや詳しく述べた。

北海道の縄文遺跡のイノシシの出土例が増えていることや成獣がむしろ多いことはかねて指摘して

きた(高橋・太子1998、高橋1999・2000)。しかし、イノシシが北海道において独自に個体群を維持し、

さらに群サイズを大きくしていったことをトレースすることはできない。北海道の冬季における自然

環境がそれを許容しなかったことが要因であろう。したがって、

１．イノシシは需要に応じてその都度本州地域から搬入されていた。

２．イノシシは何らかの形でヒトの 庇護 下にあり、その 消費 が達成されるまでの時間は、(ごく

短い)複数世代にわたった。

という二つの仮説を設定することができる。

筆者らはこれまで島嶼から出土する縄文イノシシのデータ収集を行ってきた。正式報告はこれから

であるが、例えば伊豆諸島のイノシシは明らかに本州のニホンイノシシの系統であるにもかかわらず、

形態に著しい小型化を指摘することができた(山崎・遠藤・高橋・菅原2000)。そのメカニズムの詳細

は明らかでないが、 島嶼隔離効果 のストレスが 島嶼化 という形態の小型化を生み出すことが知ら

れている。しかし、北海道の縄文イノシシには現在までのところ小型化を認めることができず、本州

地域の同期のイノシシとのあいだにサイズの違いが見いだせない。この事実は、北海道においては小

型化が現象する前の段階で(＝ごく短い複数世代にわたって)イノシシが消費されていたことを示すも

のかもしれない。

一方で縄文イノシシは、道南から噴火湾沿岸、石狩低地帯中南部、上川・空知・日高・十勝・釧路

という広汎な地域の遺跡より見つかっており、その事実を第一仮説だけで説明することも困難である。

したがって現段階では第二仮説を えておきたい。

縄文時代後期からはじまる北海道の縄文イノシシの出土は、墓の副葬品、盛土遺構の土壌、低湿地、
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貝塚貝層などその出土地点・状況はさまざまである。ここ虎杖浜２遺跡においては、今後同期の貝塚

出土遺物が整理される予定という。貝層から同様にイノシシが検出されれば、その保存状態の良好な

資料から計測値やDNAの分析結果が得られるであろう。縄文時代後期からひといきに前期中葉まで

さかのぼったイノシシの出土であるが、その意味を十分な分析をまって 察することとしたい。
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表１ 盛土Ａ区出土動物遺存体

NO. 遺構名 調査区名 層位 時期 動物遺存体 部位 出土部位 数量 重量(g) 備

１ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 68 8.02 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.18
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
サケ科 Salmonidaenondet. 椎骨 fr. 3 0.02
魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 7 0.04

２ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 118 11.81 他に細片有
哺乳綱 Mammaliasp. 関節突起 fr. 1 0.93
サケ科 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.02

３ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 125 11.06 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(頭)一部 1 0.37
サケ科 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 1 ＜0.01

４ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 122 4.24
ニホンジカ Cervusnippon 中節・基節骨 遠位(頭) 2 0.57
ニホンジカ Cervusnippon 第２・３手根骨 fr. 1 0.15
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.32
魚綱 Osteichthyessp. 部位不明 fr. 1 0.01

５ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 104 10.21 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 0.77
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 底側一部 1 1.23
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 近位端一部 1 0.37
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
サケ科 Salmonidaesp. 脱落歯 fr. 1 0.03

６ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 86 5.75 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 1 0.67
サケ科 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.04
不明 nondet. 部位不明 fr. 4 0.04
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 111 8.09 他に細片有

７ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 176 12.28 他に細片有
カジカ亜目 Cottinasp. 前上顎骨 fr. 1 0.02
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.02
コイ科 Cyprinidae ウグイ属 Triborodonsp. 椎骨 fr. 1 0.01
魚綱 Osteichthyes？ 部位不明 fr. 3 0.13

８ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 144 7.40 他に細片有
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.02
魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 11 0.08

９ 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 173 12.89 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 1 0.57
魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 完形 1 0.01
タイ科 Sparidaesp. 脱落歯 1 ＜0.01

10 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 101 6.55 他に細片有
タイ科 Sparidaesp. 脱落歯 1 0.01

11 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 54 2.62
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 1 0.32
哺乳綱 Mammaliasp. 指趾 中節・基節骨？ 遠位(頭)一部 1 0.20
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 11 0.77 他に細片有
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 32 0.75
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 63 1.83
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 34 1.41 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 1 0.15
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
タイ科 Sparidaesp. 脱落歯 1 0.01

12 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 36 1.41
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 53 4.34
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 fr. 1 0.20
ニホンジカ Cervusnippon 橈側手根骨 fr. 1 0.66
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 42 1.40
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
不明 spp. 部位不明 fr. 2 0.02

13 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 79 3.25
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 60 1.92
サケ科 Salmonidaesp.？ 脱落歯 1 2 0.01
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 53 1.26

14 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 74 7.51
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 131 11.80 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 近位端一部 1
サケ科 Salmonidaenondet. 椎骨 fr. 6 0.03
魚綱 Osteichthyes？ 部位不明 fr. 7 0.05

15 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 67 3.86
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 78 6.05 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 第２or5指趾 末節骨 完形 1 0.54
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭) 1 1.15
サケ科 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.02

16 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 109 8.77 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭) 1 0.90
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭) 遠位端遊離欠損 1 0.57
サケ科 Salmonidaesp. 歯および歯槽 fr. 1 0.03
サケ科 Salmonidaenondet. 椎骨 fr. 3 0.03
不明 nondet. 部位不明 fr. 4 0.06

17 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 109 10.83 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨？ 背側一部 1
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
不明 nondet. 部位不明 fr. 1 0.04

18 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 119 13.94 他に細片有
イノシシ Susscrofaleucomystax 基節骨 近位(頭)一部 1 0.53
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨？ 背側一部 1 0.24
コイ科 Cyprinidae ウグイ属 Triborodonsp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
サケ科 Salmonidaenondet. 椎骨 fr. 3 0.01

19 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 122 14.06 他に細片有
ニシン科 Clupeidaesp. 耳骨 fr. 1 0.02
サケ科 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01

20 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 131 8.51
ニホンジカ Cervusnippon？ 種子骨 1 0.37
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 42 3.74 他に細片有

21 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 73 5.26 他に細片有
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 ＜0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 79 6.66 他に細片有
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 ＜0.01
タイ科 Sparidaesp. 脱落歯 1 ＜0.01

22 盛土Ａ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 104 7.78
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.03
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 6 0.05

表２ 盛土Ｂ区出土動物遺存体

NO. 遺構名 調査区名 層位 時期 動物遺存体 部位 出土部位 数量 重量(g) 備

23 盛土Ｂ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 113 6.68
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
不明 nondet. 部位不明 fr. 3 0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 111 7.12 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 0.32
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 1 0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 鰭棘？ fr. 8 0.09

24 盛土Ｂ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 42 3.16
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 78 7.27
ニホンジカ Cervusnippon？ 中節or基節骨 遠位(頭)一部 1 0.24
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.10
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 1 ＜0.01
カジカ亜目 Cottinasp. 前上顎骨 右 fr. 1 ＜0.01

25 盛土Ｂ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 92 5.18
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.96
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 47 3.25
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.51
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭)一部 1 0.30

26 盛土Ｂ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 74 8.07
イノシシ Susscrofaleucomystax 橈骨 近位端 1 1.67
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 53 1.62
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 1 ＜0.01
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01

27 盛土Ｂ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 9 0.31
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 42 2.83
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NO. 遺構名 調査区名 層位 時期 動物遺存体 部位 出土部位 数量 重量(g) 備

28 盛土Ｂ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 134 9.55 他に細片有
アオザメ Isurusglaucus？ 歯？ fr. 1 ＜0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 5 0.05
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.01

29 盛土Ｂ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 45 3.64
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 0.37
ニシン科 Clupeidaesp. 椎骨 fr. 1 0.02
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.02
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 47 2.46 他に細片有
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 ＜0.01

30 盛土Ｂ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 48 2.28
サケ科魚類 Salmonidae？ 椎骨 fr. 1 ＜0.01

表３ 盛土Ｃ区出土動物遺存体

NO. 遺構名 調査区名 層位 時期 動物遺存体 部位 出土部位 数量 重量(g) 備

31 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 120 7.35
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.27

32 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 21 4.92 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 157 4.86 水洗選別2.0
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.01

33 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 34 7.75 水洗選別5.0
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.18
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底) 1 1.68
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車 1 0.77
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 173 5.53 水洗選別2.0
カジカ亜目 Cottinasp. 前上顎骨 fr. 1 0.04
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01

34 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 28 7.74 水洗選別5.0
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 2 0.45
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭) 1 1.28
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 167 5.30 水洗選別2.0

35 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 13 3.22 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 118 3.42 水洗選別2.0
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 部位不明 fr. 1 0.01

36 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 27 5.30 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 183 4.90 水洗選別2.0
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 2 0.01
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 部位不明 fr. 2 0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 11 3.23 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 94 2.36 水洗選別2.0

37 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 24 6.24 水洗選別5.0
二枚貝綱 Pelecypodasp. fr. 1 ＜0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 217 5.97 水洗選別2.0
ニホンジカ Cervusnippon 踵骨 左 果骨関節部一部 1 1.06
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 椎骨 fr. 4 0.01
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 ＜0.01

38 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 28 5.97 水洗選別5.0
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.40
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底)一部 1 0.62
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 133 3.99 水洗選別2.0
ニシン科 Clupeidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01

39 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 20 5.51 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 170 4.02 水洗選別2.0
コイ科 Cyprinidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01

40 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 11 2.09 水洗選別5.0
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 近位(底) 1 1.51
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 底側一部 1 0.49
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 78 1.88 水洗選別2.0
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 6 3.16 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 99 2.69 水洗選別2.0

41 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 22 5.83 水洗選別5.0
ニホンジカ Cervusnippon 第四手根骨 fr. 1 0.56
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨？ 底側一部？ 1 0.84
イヌ科 Canidae？ 中節・基節骨 遠位(頭) 1 0.15
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 167 4.16 水洗選別2.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 10 2.41 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 115 3.59 水洗選別2.0
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01

42 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 16 6.87 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 144 4.88 水洗選別2.0
カレイ科 Pleuronectidaeor

ヒラメ科 Paralichthtyidaesp.
椎骨 fr. 1 ＜0.01

サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
不明 nondet. 部位不明 fr. 4 0.06

43 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 10 3.89 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 76 2.28 水洗選別2.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 16 4.49 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 177 5.44 水洗選別2.0

44 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 12 4.11 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 99 2.90 水洗選別2.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 9 1.64 水洗選別5.0
ニホンジカ Cervusnippon 踵骨 中心第四足根骨関節滑車一部 1 0.90
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 78 1.67 水洗選別2.0
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 1 0.01

45 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 6 2.35 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 75 2.41 水洗選別2.0
ホンウニ目 Echinoidasp. 中間骨 1 0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 12 3.96 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 107 3.56 水洗選別2.0

46 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 16 4.45 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 132 5.31 水洗選別2.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 9 1.36 水洗選別5.0
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 78 1.97 水洗選別2.0
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 0.88
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.17

47 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 114 8.63 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 遠位端 1 0.13
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 fr. 1 0.02
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
不明 sp. 部位不明 fr. 2 0.02

48 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 60 4.96 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon？ 中節・基節骨 遠位(頭)一部 1 0.18
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 1.84
サケ科魚類 Salmonidaenondet. 椎骨 fr. 3 ＜0.01

49 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 89 5.03 他に細片有
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 60 2.58

50 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 119 7.25 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遊離近位(底) 1 0.56
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.23
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 背側一部 1 0.26
ニホンジカ Cervusnippon 第２or5指趾 末節骨 幼体？ 1 0.14
イノシシ Susscrofaleucomystax？ 末節骨？ 近位(底)一部？ 1 0.88
サケ科魚類 Salmonidae？ 椎骨 fr. 2 0.02
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 5 0.05
タイ科 Sparidaesp. 歯 1 0.01

51 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 55 2.65
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 50 1.53
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 84 4.28
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 43 1.79 他に細片有

52 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 79 5.30 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.46
硬骨魚綱 Osteichthyesspp. 椎骨 fr. 2 0.04

53 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 63 1.78
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesspp. 部位不明 fr. 2 0.03

54 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 114 8.80 他に細片有
イヌ科 Canidaesp. 大腿骨 遠位滑車一部 1 0.38
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底)一部 1 0.77

55 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 106 8.25 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 踵骨 中心第四足根骨関節滑車一部 1 0.91
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
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NO. 遺構名 調査区名 層位 時期 動物遺存体 部位 出土部位 数量 重量(g) 備

56 盛土Ｃ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 105 5.01
ニホンジカ Cervusnippon？ 踵骨？ 果骨関節部一部？ 2 0.64
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.01

表４ 盛土Ｄ区出土動物遺存体
NO. 遺構名 調査区名 層位 時期 動物遺存体 部位 出土部位 数量 重量(g) 備

57 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 50 3.09 他に細片有
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 64 2.01
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 ＜0.01

58 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 獣骨 部位不明 104 7.51 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon？ 種子骨 1 0.36
コイ科 Cyprinidae ウグイ属 Triborodonsp. 椎骨 1 0.01
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.01
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 4 0.02

59 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 獣骨 部位不明 137 5.36
ニホンジカ Cervusnippon？ 中節骨？ 近位(底)一部 1 0.35
ニシン科 Clupeidaesp. 椎骨 半割 1 ＜0.01
サケ科魚類 Salmonidaenondet. 椎骨 fr. 5 0.02
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01

60 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 獣骨 部位不明 154 12.47 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.48
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 底側一部 1 0.94
ニホンジカ Cervusnippon 第二or五指趾 中節骨 遠位(頭)一部 1 0.27
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 椎骨 1 0.03
不明 nondet. 部位不明 fr. 4 0.04

61 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 119 10.30 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.71
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 ＜0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 7 0.02

62 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 57 4.63 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 第一手根骨 1 1.29
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭)一部 1 1.40

63 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 52 3.52
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 5 0.04
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 23 0.46
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 1 0.01
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01

64 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 42 1.27
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 57 2.69 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭)一部 1 0.40
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 1 0.01
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01

65 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 78 3.99
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 ＜0.01
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 鰭棘？ fr. 1 ＜0.01
タイ科 Sparidaesp. 歯 脱落歯 1 ＜0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 31 1.74

66 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 51 3.24 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon？ 中節・基節骨 遠位(頭)一部 2 0.27
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 32 0.54
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 44 0.77
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 13 0.54
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.02

67 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 36 0.96
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.33
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 ＜0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 6 0.05
タイ科 Sparidaesp. 歯 脱落歯 1 0.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 23 0.65

68 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 45 1.91
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.01
海棲哺乳類 MarineMammal 部位不明 fr. 1 0.42
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 71 4.19
ホホジロザメ Carcharodoncarcharias 歯 歯冠一部 1 ＜0.01

69 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 53 4.06 他に細片有
サケ科魚類 Salmonidaenondet. 椎骨 fr. 7 0.02
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 4 0.06
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 15 0.43

70 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 46 4.35 他に細片有
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
タイ科 Sparidaesp. 歯 脱落歯 1 0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 5 0.06

71 盛土Ｄ区 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 86 3.19 他に細片有
不明 nondet. 1 0.08
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 105 3.46
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.22
サケ科魚類 Salmonidaespp. 椎骨 fr. 2 0.02

表５ 遺構出土動物遺存体
NO. 遺構名 調査区名 層位 時期 動物遺存体 部位 出土部位 数量 重量(g) 備

72 Ｈ13 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 41 5.68
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 近位(底) 1 0.53
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底)一部 1 1.41

73 Ｈ13 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 183 26.39
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 近位(底)一部 1 0.31
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭) 1 0.40
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭) 1 2.12
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 近位(底) 1 0.60
ニホンジカ Cervusnippon 第２or5指趾 末節骨 1 0.32
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.37
鳥綱 Aves？ 部位不明 fr. 2 0.17

74 Ｈ13 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 98 21.25
ニホンジカ Cervusnippon 第四手根骨 左 2 1.76 接合
ニホンジカ Cervusnippon 第２or5指趾 末節骨 1 0.27

75 Ｈ13 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 61 13.56
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭)一部 1 0.71
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底) 1 2.57 接合
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭)一部 1 1.13

76 Ｈ13 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 56 2.20 他に細片有
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 半割 1 0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 21 0.16
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 46 2.76 他に細片有
コイ科 Cyprinidae ウグイ属 Triborodonsp. 椎骨 完形 1 0.02
サケ科魚類 Salmonidaenondet. 椎骨 fr. 3 ＜0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 13 0.07

77 Ｈ13 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 99 14.55 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 第２or5指趾 中節骨 完形 1 0.36
ニホンジカ Cervusnippon 橈骨 右 遠位端一部 1 1.21
哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.58
サケ科魚類 Salmonidaesp. 椎骨 fr. 1 0.01
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 椎骨 fr. 1 0.01
硬骨魚綱 Osteichthyesnondet. 部位不明 fr. 3 0.03

78 Ｈ13 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 85 14.23 他に細片有

79 Ｈ14 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 8 4.78
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨？ 背側一部 1 0.26
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 153 19.62
ニホンジカ Cervusnippon 第一手根骨 fr. 1 0.56
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭)一部 1 0.37
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.10

80 Ｈ14 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 29 2.42
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 26 1.93
コイ科 Cyprinidae？ 椎骨 fr. 1 0.01

81 Ｈ14 床 縄文前期 哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.10

82 Ｈ16 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 6 0.97
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 34 4.82

83 Ｈ16 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 13 2.20 HP－１
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 1 0.33
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 6 0.38 HP－１
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 2.31 刺突具？

84 Ｈ17 床 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 6 0.19

Ⅵ 自然科学的手法による分析結果
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85 Ｈ18 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammaliaspp. 部位不明 fr. 2 0.21
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 4 0.17
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭)一部 1 0.48

86 Ｈ20 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammaliaspp. 部位不明 fr. 2 0.19
哺乳綱 Mammaliaspp. 中節・基節骨 遠位(頭)一部 2 0.29

87 Ｈ21 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 10 2.43
鳥綱 Avessp. 尺骨？ 遠位端付近？ 1 0.13

88 Ｈ23 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.02

89 Ｐ４ 覆土 縄文前期 哺乳綱 Mammaliaspp. 部位不明 fr. 2 0.31

90 盛土遺構 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 339 58.40
ニホンジカ Cervusnippon 第二・三手根骨 左 fr. 1 0.57
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 4 3.94
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 1 0.85
ニホンジカ Cervusnippon 橈骨？ 遠位端一部？ 1 0.78
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 鰭棘 fr. 1 0.04

91 盛土遺構 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 450 75.87
イノシシ Susscrofaleucomystax 第三・四中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.36
ニホンジカ Cervusnippon？ 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.49
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 3 4.24
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 3 3.67
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 底側一部 2 1.16
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.23
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭)一部 4 1.37
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底) 4 3.85
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底)一部 1 0.35
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭)一部 1 0.80
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 近位(底) 3 1.17

92 盛土遺構 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 41 6.04
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 fr. 1 0.32
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 2 0.39
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 0.28
哺乳綱 Mammaliasp. 中節・基節骨 遠位(頭)一部 1 0.13
哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.21

93 盛土遺構 盛土 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 2 2.18
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 1.45
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 4 2.28
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 0.59

表６ 包含層出土動物遺存体

NO. 遺構名 調査区名 層位 時期 動物遺存体 部位 出土部位 数量 重量(g) 備

94 表採 不明 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 13 3.27

95 Ｇ－12 層 縄文前期 哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.19

96 Ｈ－13 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 164 33.22 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位端一部 1 0.39
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 2 0.69
ニホンジカ Cervusnippon 中手･中足骨 遠位滑車一部 1 0.33
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 2 1.23
イノシシ Susscrofaleucomystax 基節骨 近位端 1 1.41
ニホンジカ Cervusnippon 橈側手根骨 右 1 1.33
ニホンジカ Cervusnippon？ 基節骨 近位端 1 0.66
魚綱 Osteichthyesspp. 前上顎骨 一部 2 0.42

97 Ｈ－14 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 162 37.27
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 1 0.19
ニホンジカ Cervusnippon 角？ fr. 1 1.90
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(頭)一部 1 0.36

98 Ｊ－４ 層 不明 哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.62

99 Ｊ－13 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 6 1.85

100 Ｋ－12 層 縄文前期 フジツボ科 Balanidaesp. 1 0.97

101 Ｐ－６ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 27 3.14
ニホンジカ Cervusnippon 踵骨 左 中心・第四足根骨関節部 1 0.77

102 Ｔ－４ 撹乱 不明 小型哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.10 ２条のカット
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 5 0.95
アサリ Ruditapesphilippinarum 片 fr. 1 0.05

103 Ｔ－４ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 105 23.43
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 近位(底)一部 1 1.22
ニホンジカ Cervusnippon 第二or五指趾 末節骨 1 0.47
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭)一部 1 0.61
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 1.69
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 5 0.86
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 近位端一部 1 0.62

104 Ｔ－４ 層 不明 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 7 1.42

105 Ｔ－５ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 5 0.26

106 Ｔ－６ 層 不明 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 16 4.21

107 Ｕ－３ 層 不明 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 37 6.05
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 近位(底) 1 1.06
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 底側一部 1 0.94
不明 sp. 部位不明 fr. 1 0.25

108 Ｕ－３ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 4 0.90
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 0.71
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 近位端一部 1 0.96
ニホンジカ Cervusnippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 1 0.16
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 22 2.83

109 Ｕ－４ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 12 5.40
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側縦溝一部 1 1.00
ニホンジカ Cervusnippon 踵骨 右 中心・第四足根骨関節部 1 1.68

110 Ｕ－４ 層 不明 哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.12

111 Ｕ－５ 層 不明 哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 0.91

112 Ｖ－２ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 432 33.86 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭)一部 2 1.00
ニホンジカ Cervusnippon 第二・五指趾 中節骨 1 0.42
ニホンジカ Cervusnippon 種子骨 種子骨？ 1 0.37
ニホンジカ Cervusnippon 第二・五指趾 末節骨？ ？ 1 0.38
イガイ科 Mytilidaesp. 片 fr. 2 0.04

113 Ｖ－３ 層 不明 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 38 3.90
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨？ 底側一部 1 0.70
ニホンジカ Cervusnippon？ 尺骨 尺骨頭一部？ 1 0.72
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 22 6.86
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 0.84
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 72 11.85
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底)一部 1 0.35
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 遠位(頭)一部 2 0.73
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 8 2.12

114 Ｖ－３ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 200 47.49
哺乳綱 Mammaliasp. 第二・三手根骨 fr. 1 0.78
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 近位(底)一部 1 1.03
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 1 2.47
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 近位(底)一部 1 0.38
ニホンジカ Cervusnippon 橈・尺骨 融合骨幹一部 1 1.51
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 1 1.83
ニホンジカ Cervusnippon 尺骨 尺骨頭一部？ 1 0.64
イノシシ Susscrofaleucomystax？ 末節骨？ 1 0.65
ヒグマ Ursusarctos 中節骨 近位(底)一部 1 0.49
ヒグマ Ursusarctos 末節骨 fr. 1 0.21
アザラシ科 Phocidaesp. 指趾 遠位(頭)一部 1 0.28
硬骨魚綱 Osteichthyessp. 鰭棘？ fr. 1 0.07

115 Ｖ－３ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 300 76.82 他に細片有
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 背側一部 1 0.92
ニホンジカ Cervusnippon 中足骨 背側一部 1 1.60
ニホンジカ Cervusnippon 中手骨 底側一部 1 1.25
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 遠位(頭)一部 1 1.08
ニホンジカ Cervusnippon 中節・基節骨 遠位(頭)一部 1 0.27
ニホンジカ Cervusnippon 第二or五指趾 中節骨 1 0.48
ニホンジカ Cervusnippon 末節骨 先端 1 1.22
ニホンジカ Cervusnippon 第二or五指趾 末節骨 1 0.42
哺乳綱 Mammaliasp. 部位不明 fr. 1 3.68
カジカ亜目 Cottinasp. 前上顎骨or歯骨 fr. 1 0.10

116 Ｖ－３ 層 縄文前期 哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 50 9.70
ニホンジカ Cervusnippon 中節骨 近位(底) 1 1.01
哺乳綱 Mammalianondet. 部位不明 fr. 12 3.91
ニホンジカ Cervusnippon 基節骨 近位(底)一部 1 0.50
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１ アサリ
片

２ フジツボ科

３ ウニ目
中間骨

４ アオザメ？
歯

５ ニシン科魚類
耳骨

６ サケ科魚類
椎骨

７ カレイ科orヒラメ科魚類
椎骨

８ コイ科魚類
椎骨

９－ｂ タイ科魚類
歯

９－ａ タイ科魚類
歯

10 ニホンジカ
橈骨遠位端

図版１ 虎杖浜２遺跡出土動物遺存体⑴

Ⅵ 自然科学的手法による分析結果
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図版２ 虎杖浜２遺跡出土動物遺存体⑵

11 ニホンジカ
中手・中足骨

12 ニホンジカ
中手・中足骨
遠位滑車

13 ニホンジカ
第四手根骨

17 ニホンジカ
第二・五指趾
末節骨

15 ニホンジカ
基節骨 近位(底)

16 ニホンジカ
中節骨
遊離 近位(底)

14 ニホンジカ
踵骨

18 イノシシ
橈骨 近位端

19 イノシシ
第三・四中手・中足骨
遠位滑車

20 イノシシ
基節骨
近位(底)

21 ２条のカットのある
哺乳類骨
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Ⅶ章 まとめ

１ 遺構

虎杖浜２遺跡の集落跡は、Ａ・Ｂ２ヵ所の貝塚、多数の竪穴住居跡、墓壙を含む複数の土壙、盛土

遺構、焼土、柱穴列などによって構成されている。遺構の概要については 章４節に述べたとおりで

ある。ここでは竪穴住居跡、墓壙、盛土遺構についてまとめておきたい。

⑴ 竪穴住居跡

円筒下層式前半期の集落について、小笠原忠久(1982・1984)は、南茅部町ハマナス野遺跡では直線

的な配置が想定される３基１単位の構造がみられ、函館市函館空港第４地点遺跡でも３基１単位の集

落構成が認められるという。未調査区を抱える虎杖浜２遺跡の現状では、住居の配置について十分な

検討はできないが、住居跡が直線的に並んでいる傾向は、認められそうに思われる。

竪穴住居跡の形態は楕円形を基調とするが、Ｈ－９・11のようにやや細長く規模が小さいもの、Ｈ－

２・19のように台形状や、Ｈ－５のように隅丸長方形的なものもある。Ｈ－６はベンチが全周する大

きな住居で、Ｈ－１・８にも２段構造がみられる。住居の長軸は、東西方向のＨ－７を除いて、ほぼ

北西－南東方向の範囲におさまり、台地の尾根方向に沿って並ぶものが大多数を占めている。

主柱穴は、Ｈ－５のように４本柱が想定される例や、Ｈ－１のように３本２列かと思われるものも

あるが、配列の不明瞭な住居が多く、Ｈ－４・７・９・10・11・15では、柱穴が確認されていない。

円筒下層式前半期の主柱穴配置については、函館空港第４地点(千代ほか1977)や木古内町釜谷遺跡(鈴

木ほか1999)で、１本、２本、３本、４本の例などが知られている。ハマナス野遺跡や函館空港第４地

点の住居を概括した小笠原忠久(1982)は、椴川式期の住居を約3.5×2.5mの楕円形を基調とし、主柱

穴が１～２本の 類と、約3.5×3.0mの小判形を基調とし、主柱穴は４本、床は２段構造となる 類

の２つに大別したが、南茅部町八木Ｂ遺跡(阿部・山口1992)では、これに径約５～6.5mの円形を呈

し、主柱穴が４から６本、床は２段構造で、段の周縁に小ピットが巡る、比較的大型の例を 類とし

て加えている。確かに円筒下層式の古い段階では、ベンチ構造を有する住居は少なく、時代が新しく

なるにつれ、南茅部町八木Ａ遺跡13・14・17号住居址(福田1997)のように、中央に地床炉を有し、３

本２列の主柱穴配置がみられる住居が増えてくるようだ。

虎杖浜２遺跡で炉と思われる焼土が検出された竪穴は、Ｈ－２・３の２軒と少ない。函館空港第４

地点では、全住居址で 炉址、焼土分布の痕跡はまったく確認されなかった (石本ほか1975 20頁)と

言われるなど、一般に円筒下層式前半期の住居では、炉を伴わない例が多い。

虎杖浜２遺跡の竪穴床面からは緑灰色の砂質土が検出されている。具体的には、Ｈ－３・８・12・

13・14・15・17・19・20の９例を数え、住居の一部が残ったＨ－18の覆土にも砂質土の混在が認めら

れた。大部分を欠失するＨ－21や手付かずのＨ－22を除くと、ほぼ半数の住居に砂質土が見い出され

たことになる。砂質土の多くは床面の中央部を主体に分布するが、北や南に偏在した例もみられる。

砂質土はＨ－８のように、少量の炭化物を含むとはいえ、ほぼ純粋なまとまりとして大量に堆積して

いたものから、Ｈ－20の砂２のように、覆土と混合して汚れたものまで、純度は一様ではないが、い

ずれの場合も緑灰色の特徴的な色調や、堅くしまった遺存状況などから、容易に識別できる存在であっ

た。

Ⅶ まとめ

191



円筒下層式期の住居床面にみられる砂質土は、以前から注意されており、ハマナス野遺跡(小笠原

1977ほか)ではタフと記載され、函館空港第４地点(千代ほか1977)では凝灰岩質の砂質土と呼ばれてい

る。それらの砂質土の用途や機能については、床面に石皿や台石、砥石、石鋸、すり石、叩き石、フ

レイクやチップなどを伴う例が多いことから、石器製作などの作業場に関連したものであろうと推測

されてきた。最近まとめられた『円筒土器下層式図録集 遺構編』(南北海道 古学情報交換会編

1996)では、函館空港第４地点の数例について、根拠は明らかにされていないが、灰床炉かと遺構一覧

表に疑問符が付されており、炉に関連した機能を える向きもあるようだ。

住居床面以外の例としては、森町森川Ａ遺跡２号住居址(石本1982)の覆土中で、淡青色の凝灰質(タ

フ)のブロックが石皿、礫、石冠などと共に発見されており、ここに一つの作業面が存在したといわれ

る。八木Ａ遺跡の３号土坑(福田編1993)では、覆土下部から多量のタフが検出されており、木古内町

亀川３遺跡７号ピット(鈴木・三上1998)の覆土上部からも、土器片や石器類とともにブロック状の砂

質土が検出されている。このような例も散見されるが、大部分は住居の床面やその直上に見い出され

ており、砂質土は屋内での何らかの営みに関連して残されたものに違いない。

床面砂質土とは別に、円筒下層式の後半期には、砂ピットと称される遺構がみられる。戸井町浜町

Ａ遺跡の円筒下層ｄ式期の住居７軒に検出された砂ピットをまとめた古屋敷則雄(1991)は、住居床面

中央部の１m四方に満たない範囲内に、直径10～20cm、深さ約５～20cmの小さなピットが集中し、

切り合いもみられること。混入物のない純粋で青みがかった砂が堆積すること。これを切って地床炉

が構築されることなどを指摘し、このような検出状況、特徴などから、住居使用開始に先立って行わ

れる儀式・儀礼の存在を想定している。一方、浜町Ａ遺跡にはHP－26のように炉がなく、床面にグリー

ンタフが分布するとともに、台石・石皿・石冠・擦り石など加工・製作に関連する遺物がセットで検

出された竪穴状遺構があり、円筒下層ｄ式期における共同作業場の存在が合わせ えられている。ま

た、本文中に説明はないが、図をみるとグリーンタフは、炉や砂ピットがみられるHP－20・28のよう

な住居の床にも堆積しており(古屋敷・佐藤1991)、床面砂質土が円筒下層式の最も新しい段階まで残

ることが知られる。HP－５は竪穴床面から青竜刀形石器が検出された住居跡だが、炉に切られてグ

リーンタフが広がっていると報告されている(古屋敷1990)。このタフが住居に伴うものとすれば、時

期的には縄文中期末の煉瓦台式の頃ということになり、恐らく床面砂質土の最も新しい事例というこ

とになるが、果たしてどうであろうか。

円筒下層ｃ式期の例では、八木Ａ遺跡１号住居址(福田編1993)において、円筒下層ｂ 式期以前の住

居にはみられなかった中央の浅い掘り込みを伴う炉の周囲に、砂の詰った10基以上の小ピットが検出

されており、円筒下層ｄ式期に多い砂ピットが、既にこの段階でみられることが説かれている。下層

ｃ式期の類例は、これより先に上磯町矢不来２遺跡の竪穴でも検出されており、それは床面の中央部

に１個だけ配置されたやや大きめの砂ピットであった。砂ピットの用途に触れた田才雅彦は、石器製

作に伴う水抜きの穴が えられるという、ハマナス野遺跡の例を引いている(北埋文1987)。砂ピット

は最近、長万部町花岡２遺跡の円筒下層ｃ式期の３軒の竪穴住居跡でも発見されており、Ｈ－２は明

確に北海道式石冠を製作した跡と判断されている。また、Ｈ－１の砂ピットの上部には、同質の青灰

色砂の薄層が堆積しており、ここでも砂ピットと砂質土の併存が認められる。大泰司統は、砂ピット

の類例に乏しい東北地方にあっても、それらしいピットをもつ三内丸山遺跡の例では、床面から北海

道式石冠に類する擦り石が出土していることを指摘している(北埋文2000)。さらに古く、ほぼ円筒下

層ａ・ｂ式期の所産とされる、函館空港第４地点の住居址では、１・３・10・13・16・17号住居址の

ように、床面中央に砂の詰った小ピット群があり、堅くしまった凝灰岩質の砂質土がこれを覆う例が
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みられる(千代ほか1977)。阿部千春は、先に触れた 類住居に関連して、円筒下層式ｂに伴う住居が、

径３～６m前後の円形を呈し、床面中央部には、最終的な床面として汚れた砂質土を堆積させるもの

があり、そこには擦り石や石皿等の遺物が散在するが、この砂質土を除くと皿状の窪みとなり、この

皿状の構造が次のステージに出現するベンチ状構造の前身であることを強調する。段の内側に敷かれ

た砂質土は、床面が汚れる度に砂を撒いて綺麗にすることや、水処理の目的等によったものと推定し

ている(阿部・山口1992、阿部1993)。さらに、石器組成の変化や大型住居の出現、土器製作の革新な

どから、円筒下層ａ・ｂ期と下層ｃ・ｄ期との相違を指摘し、前者の第１段階から後者の第２段階へ

の移行には、食物生産方法の改革や新しいアイテムの導入等があり、北海道の円筒土器文化は第２段

階で発展・安定したことを 察している(阿部1993)。

釜谷遺跡は、下層ａ式段階の古い類例には欠けるが、円筒下層式の前半期から後半期に至る76基の

竪穴住居址が発見された大集落跡で、床面砂質土や砂ピットの変遷を知るうえで、好適な資料が多数

得られている。AB類期とされる26号住居址では、２本の主柱穴に挟まれた中央部の窪みに凝灰質土の

堆積がみられた。同時期とされる65Ｃ号住居址には、Ｐ－24という砂ピットがあるとされるが、３軒

が重複する住居であり、確実にこの段階に伴うものかどうか、疑問が残る。いずれにしてもAB期と

された住居は28軒を数えるが、砂質土の検出率はこの段階ではかなり低い。これに続く円筒下層ｂ式

相当のＢ類期の住居は４軒あり、そのうち全形を保つものは10・11号の２軒で、10号住居址では、４

本の主柱穴の中央に凝灰質砂土が分布し、そこに検出された４ヵ所の小ピットの１つには、砂が埋め

られていたという。円筒下層ｂ式期の後半にあたるBC類期前半には、35号住居址のように床面砂質土

と複数の砂ピットが併存する例がみられ、３・４・12・31・34・62号住居址のように、竪穴中央に１

個の砂ピットを有する例が増加する。この段階の住居は19軒で、そのうち中央部の様相が知られるも

のは11軒あり、砂質土や砂ピットの検出は６割を超える。円筒下層ｃ式期へ移行するBC類期後半に

は、29・45Ａ・51Ａ・64号住居址のように、床面砂質土と砂ピットが併存する例では、砂ピットの数

が２～６個と増え、32Ａ・48・69号住居址のように、砂ピットのみの例でもその数は２～６個となっ

ている。BC類期後半の住居は10軒で、検出率は７割である。円筒下層ｃ式期後半に相当するＣ類期の

住居は２軒あり、56Ａ号住居址のように、主柱穴６本で中央付近に炉をもち、さらに砂質土と多数の

砂ピットが伴う例と、７号住居址のように、５本の主柱穴の中央に１個の砂ピットをもつ例がみられ

る。円筒下層ｄ式期に当たるＤ類期では、床面砂質土はみられず、36Ａ・57Ａ号住居址のように方形

の掘り込み炉と砂ピットをもつ例や、50・65Ａ号のように掘り込み炉はなく砂ピットがみられる例が

あるが、その数は４本以下と少ない傾向が認められる。Ｄ類期の住居は８軒で、弧状に残存した36Ｂ

住居址を除く７軒の半数以上に砂ピットが検出されたことになる(鈴木ほか1999)。このような釜谷遺

跡での変遷が、道内の円筒下層式文化圏にそっくり敷衍できるものなのかどうか、とくに古い頃の砂

質土の検出率の低さなど検討の余地は残るが、虎杖浜２遺跡や他遺跡の実例に照らしても、円筒下層

ａ・ｂ式段階では床面砂質土の堆積が主流であり、円筒下層ｂ式後半以降に砂ピットが急激に発達、

砂ピットの数などに変化を伴いつつもｄ式期まで続くという流れは、これまでの知見をさらに補強す

る成果として評価される。

床面砂質土や砂ピットの存在が、時期的にはほぼ円筒下層式期の枠内におさまり、地域的には円筒

土器文化圏のうちでも、ほぼ北海道内に限られそうだという側面からみると、この時間的、空間的な

限定に照応する事象としては、やはり諸氏が説くように、北海道式石冠に象徴される礫石器の盛行を

えるのが、より理解しやすいように思われる。虎杖浜２遺跡はじめ、円筒下層式期の各遺跡では、

石皿や擦り石など礫石器の出土が数多く、伊達市北黄金貝塚の水場に検出された、驚くべき礫石器集
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中遺構(青野・小島1999)の存在からも、該期の縄文人が礫石器製作に注いだ膨大なエネルギーを知る

ことができる。各遺跡の礫石器の出土量を思うと、日常生活に必要とされる量をはるかに上回る礫石

器が作られ、儀礼を伴って送られていた可能性が想起されるが、そこでは大量の砂が研磨剤として消

費されたことであろう。床面砂質土や砂ピットに関して、砂が主に礫石器製作の研磨剤として実用的

に利用されていたことが容認されるならば、砂ピットの登場やその数の変化から、やはり何らかの技

術革新や工夫の跡を読みとるべきであろうか、今後さらに検証していきたい。

釜谷遺跡の床面から検出された砂質土の粒度組成や鉱物組成等の分析結果では、遺跡の砂は、現在

の海岸から採取された砂とは異なり、大釜谷川の砂に最も類似していると判定された(紀藤1999)。虎

杖浜２遺跡の試料についても分析が進められており、平成11年度に調査したＨ－８の砂質土について

は、火山性起源の凝灰岩に由来する可能性が強いという、中間的な分析結果が出されている。花岡２

遺跡の青みの強い砂は鉄分が多く、磁石についたという。Ｈ－８における大量のストックをみると、

少なくとも虎杖浜２遺跡の凝灰岩質砂質土は、屋外の雨曝しのもとでは、研磨剤として致命的な劣化

を生ずる性質を有し、屋内での保管が望ましい素材として取扱われていたように思われる。

⑵ 墓壙

土壙墓と えたものは、人骨の腐朽を思わせる土が確認されたＰ－３～５と、炭化物や赤色の物質

が検出されたＨ－12HP－３の４基で、いずれもつまみ付きナイフを伴う。Ｐ－４とHP－３の脂肪酸

分析では、ヒトの埋葬が示唆されており、赤色物質については分析を依頼中である。

円筒下層式前半期の人骨を伴う土壙墓は八木Ａ遺跡(福田編1993、福田1995、福田1997)で多数検出

されている。大きさは長径80cmから170cmの範囲におさまり、側臥屈葬で頭位は北北東を軸に北～東

を向くものが多い。フラスコ状ピットを墓に転用した７号土坑や、55号土坑のように伸展葬と思われ

る例もみられる。伸展葬と えられる墓壙は、八木Ｂ遺跡(阿部・山口1992)ではさらに多い。これら

の例に照らすと、Ｈ－12HP－３は規模が小さく、小児墓の可能性が強く、Ｐ－３は長径２mを超えて

おり、伸展葬と思われる。八木Ａ・Ｂ遺跡では、土器の副葬は少なく、石器では石鏃、石斧、擦り石、

石冠、叩き石など多くの器種を伴うが、ほぼ半数がつまみ付ナイフ・スクレイパーをはじめとするナ

イフやスクレイパー類であり、つまみ付ナイフ伴出の一般性が首肯される。

八木Ａ遺跡では墓壙にベンガラの散布がなく、他遺跡でも類例は殆どないようだ。赤色顔料の利用

それ自体は稀なことではなく、虎杖浜２遺跡Ｈ－８覆土出土のすり石や石皿、八木Ａ遺跡７号住居址

覆土の小型の台石、32号土坑出土の棒状敲磨器など、赤色顔料の付着した遺物がみられ、八木Ｂ遺跡

では朱に染まったスタンプ形石器の出土が注目されている。埋葬に赤色顔料が殆ど利用されていない

事実は、円筒下層式期の文化的特性として理解される。

⑶ 盛土遺構

盛土遺構は一部の残存に過ぎないが、相対的に土器片の包含が多く、焼骨片や炭化物の点在も目立

つなど、やや特異な様相を示し、集落を構成する重要な要素の一つと えたい。焼骨の同定結果では、

シカやサケのほか、縄文前期としては道内で初めてのイノシシの骨が検出されており、大木系土器文

化との関係を えるうえでも注目される。縄文前期前半の千歳市美々貝塚北遺跡(高橋1999)では、住

居群や墓域、焼土群などを挟むように東西２ヵ所の盛土遺構と貝塚が形成されており、すでに計画的

に営まれた集落構成が認められる。円筒下層式期においても、八木Ａ遺跡では、東西２基の大規模な

盛土遺構が調査されており、北黄金貝塚でもＡ′地点貝塚の貝層の直上に盛土遺構が存在するという

(青野・小島1999)。いずれの場合も、盛土の形成は物送り儀礼を伴う廃棄行為と関連して捉えられて

おり、北黄金貝塚では礫石器集中遺構と貝塚、盛土遺構の三者が、対象物によって使い分けられてい
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たものと えられている。虎杖浜２遺跡の貝塚や盛土遺構も同様で、多量の遺物が廃棄されていた竪

穴住居廃絶後の窪みもまた、一つの送り場として機能していたと思われる。 (高橋和樹)

２ 出土土器について［図112～114］

本遺跡からは、 群ａ・ｂ類、 群ａ・ｂ類、 群ａ・ｂ類、 群ａ・ｂ・ｃ類の土器が出土した。

主体的なあり方を示すのは、 群ｂ類の円筒土器下層式としたものである。住居跡、盛土遺構、土壙

墓、貝塚等の遺構もほとんどがこの時期に属するものと えられ、本遺跡は、縄文時代前期が主体で

あると結論づけられる。これ以外の時期に関しては、遺物が断片的に出土しているに過ぎない。

ここでは、過去の調査成果も取り上げて各時期の土器を概観(第１項)し、さらに主体的に出土した

群ｂ類土器に関して、現時点での認識を整理(第２項)しまとめとしたい。

⑴ 出土した各時期の土器

群ａ類(１～６)

１は、包含層から出土した貝 文尖底土器で、物見台式(中野Ａ式)に相当するものである。本遺跡

において最古の型式である。２は内外面に貝 腹縁文がみられ、さらに沈線文や刺突文が施されるも

ので、虎杖浜式に相当すると えられるものである。３・４は、口唇部直下の器面に、水平に横環す

る貼付帯をもつもので、アルトリ式と えられる。５は、幾何学的な沈線文が施されることから、東

北地方北部のムシリ 式との関連が えられる。６は平行する複数の沈線文、及びその間に竹管状工

具による連続する刺突文が施され、 群ａ類の虎杖浜式ではないかと推測している。

群ｂ類(７～12)

７は絡条体圧痕文と縄端圧痕文が施される東釧路 式と えられる。８・９は胴部上位より上に、

微隆起線文が施され、それより下位には綾絡文⑻、絡条体圧痕文⑼がそれぞれ施される。ともにコッ

タロ式に相当する えられる。10は中茶路式と えられるが、８・９の土器のように微隆起線文が土

器全面に施されないなら、コッタロ式の可能性もある。11・12は同一個体で、撚糸文(あるいは自縄自

巻縄文)が羽状に施される特徴をもつ東釧路 式であると えられる。ともに、器面及び割れ口の摩耗

が著しく、二次的な移動による影響を受けたものと推測される。

群ａ類(13～17)

13は大沼忠春により、春日町式に類似すると指摘されているものである(大沼1986)。14・15は尖底

あるいは丸底のもので、16・17は口縁部が内湾気味のものである。これらは静内中野式に相当すると

えられる。

群ｂ類(18・21・22)

18は外反する口縁部、すぼまる頸部、そして胴部中位付近が曲線的にふくらむ器形といった呈する。

口唇部に刺突文、口頸部には綾絡文が施され、東北地方北部の白座式(第２項参照)との関連がうかが

える。21・22は口頸部に綾絡文、胴部には縄文が施されるもので、円筒土器下層ａ式に相当しよう。

前期大木式系土器(20・23～26)

前期大木式とされるものも出土している。20は復原土器で、無文の口縁部、刻みを有する貼付、沈

線文、竹管状工具による施文がみられ、大木３式と判断される。23・25・26にも竹管状工具による施

文がみられ、23は大木２ｂ式に相当すると えられている。24については第２項で述べる。

群ａ・ｂ類(27～29)

27～29は天神山式とされるものである。さらに細かく えてみると、27・28は突起部あるいは口唇

部が貼付により、大きく肥厚し、竹管状工具による刺突文が施されることから、萩ヶ岡３式と判断さ
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図112 虎杖浜２遺跡出土土器⑴
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図113 虎杖浜２遺跡出土土器⑵
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図114 虎杖浜２遺跡出土土器⑶

198



れる。29はこれらよりも若干古いと えられる。

また、過去の調査報告に、 概して上層から発見されるものは、いわゆる北筒式といわれる種類の円

筒形平底の土器 (大場他1962)との記述があり、北筒式が出土したとされる。しかし、三年間にわたる

白老町教育委員会及び当センターの調査では全く出土していない。これは現在でいう 群ｂ類の円筒

土器下層式である可能性が えられ、北筒式(北海道式円筒式土器 )は、当時円筒式土器の北海道に

おける地方型式であると、認識されていたためであろう。

群ａ類(30～32)

30～32は曲線的な沈線文が施されるもので、入江式に相当すると判断される。

群ｂ類(33～35)

33・34は口縁部と胴部下半に無文帯で、これらの間に縄文帯を有し、そこに沈線文が展開する深鉢

である。35は口縁部が無文の壷形土器で、これらはすべて手稲式に相当するものである。

群ｃ類(36・37)

36・37は同一個体であり、36は貼付が施され、37は三叉文が認められる。これらは、後期最終末の

静内御殿山式に相当すると えられる。

以上のように、各時期の土器を概観した。量的には決して多くないが、縄文時代早期から後期まで

のものがあり、集落が営まれた縄文時代前期後半以外も、断続的に本遺跡が利用されていたと認識さ

れる。

＊図112～114に掲載した土器の出典は、以下のとおりである。

・大場他 1962 白老郡虎杖浜遺跡の発掘について 『北方文化研究』第17輯

14・15・16

・岡田 編 1978『白老町虎杖浜２遺跡』 白老町教育委員会

13・17・19・20・25・26

・工藤 1999『虎杖浜２・ポンアヨロ４遺跡』 白老町教育委員会

１・９・10・18・21・22・23・30

これら以外のものは、本報告書掲載のものである。

⑵ 群ｂ類土器について

本遺跡から出土した 群ｂ類土器については、本報告書の中では円筒土器下層式とひとまとめにし

て扱った。現在、本型式の細分については多数の案があり(江坂1970、村越1974他)、すべてについて

等しく整理し、吟味することは時間的、さらに能力的にも困難であり、ここでは各研究者の見解が概

ね一致すると えられる範囲内で、 察することとしたい。

本遺跡出土の土器の口頸部は、すべて撚紐類の回転施文がみられる。円筒土器下層式は前半のａ・

ｂ(ｂ１・ｂ２)式が 縄文原体回転施文群 、後半のｃ・ｄ１・ｄ２式が 縄文原体押圧施文群 に分け

られ(三宅1989)、このことから、本遺跡出土のものはａ・ｂ式に相当するものと導かれる。さらに突

き詰めると、ａ式は隆帯をもつものが少なく、一方ｂ式はほとんどが隆帯をもつものであるが、本遺

跡からは隆帯の破片を有する破片は、２点(本報告書包含層出土破片掲載土器 図100－38・39)しか出

土していない。このことから えると、ａ式である可能性が高いといえよう。

以上のように、本遺跡出土の 群ｂ類土器は、おおまかには円筒土器下層ａ式であると え手差し

支えないと える。確かに口頸部に綾絡文を施すもの(本報告書遺構出土破片掲載土器 図63－21等)

も多く、これは下層ａ式に特徴的といわれる。さらに、地文施文後、口縁部に横位の縄線文を施す例

も認められる(本報告書包含層出土破片掲載土器図98－14等)。
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しかし、さらに細かくみていくと上記の特徴を指摘できない土器もある。これらの土器については、

結論として、東北地方北部の土器に説明を求めることができると えられる。すなわち、深郷田式(鈴

木1996他)、茂屋下岱式(奥山1972他)、白座式(青森県階上町教委1989)、前期大木式(白鳥1989他)であ

る。

深郷田式は円筒土器下層ａ式の直前に位置付けられ、主な特徴としては、⑴地文は条の間隔が広い

⑵内面は丁寧に調整され、(貝 )条痕文が施されるものがある ⑶綾絡文や横位の撚紐の圧痕文が施

される等である。特徴は円筒土器下層ａ式と共通する部分もあり、本報告書の掲載資料について厳密

に分類することはできないが、本報告書の、遺構出土破片掲載土器 図63－22・64－29、及び包含層

出土復原掲載土器 図97－２・４等はこれに相当するものと判断できよう。

茂屋下岱式は口縁部の隆帯の上あるいは両端、口唇部等に指頭による圧痕文を施す特徴を有するも

ので、本報告書包含層出土破片掲載土器 図100－39がこれに相当するかと思われる。設定者は、本型

式の時期は、出土層位から円筒土器下層ａ式の直前と えているようだが、円筒土器下層ｂ～ｃ式の

範疇である (石岡1999)との見解もあり、本遺跡の主体となる深郷田式や円筒土器下層ａ式とは時間差

を有する可能性がある。

白座式は円筒土器下層ａ式が大木２ａ式の影響(綾絡文)を強く受けた土器とされる。本報告書遺構

出土破片掲載土器 図65－58～60や、包含層出土破片掲載土器 図98－12等の無文地に横位に複数の

綾絡文が施される土器に類似する資料が、白座遺跡出土のものに認められる(青森県階上町教委 1989

『白座遺跡 野場遺跡⑶発掘調査報告書』 51頁 図23－38～40)。さらにこの綾絡文に加え、口唇部に

刻みが施されるものが、包含層出土破片掲載土器 図98－10・11である。先端部が丸い棒状工具によ

り施文される。また、10は波状口縁で、これらの特徴も共通する。さらに、白座式には胴部中位がふ

くらむ器形のもの(青森県階上町教委 1989 49頁 図21－27等)もみられ、これは平成９年度調査出

土の図113－18との関連がうかがわれる。

その他、特徴的と えられるものを取り上げる。

包含層出土掲載土器 図98－17は口唇部に明瞭な刻み状の刺突文が施される。これは口唇部の方向

に工具を動かし、連続して施文されたと えられ、外面には細く浅い沈線文が施される。これは前期

大木式の影響であると思われる。 前期大木式土器様式 変遷模式図 (白鳥1989)からは、前期大木式

土器の流れについて、おおまかに次のように理解できる。すなわち、前半期の１・２ａ式は撚紐類に

よる回転施文が主体で、中頃の２ｂ・３頃には竹管状工具による施文や貼付等の撚紐類以外の文様が

重視されるようになり、その結果縄文は主体とならず、無文部分を有するようになる。後半期の４・

５・６式は、さらに装飾性が増すといった変遷を遂げる。また、過去の試掘調査で出土した大木３式

とされる復原個体(図113－20)は口縁部が無文である。これらのことから、17の土器は大木２ｂ・３式

の影響を受けたものと推測される。ただし、口唇部の施文は前期大木式土器にみられず、前述の白座

式に共通するものである。

遺構出土破片掲載土器 図64－28は内外面に貝 条痕文が施されるもので、 群ａ類よりも、深郷

田式とされるものの内面にみられる条痕文に類似することから、 群ｂ類と えた。深郷田式は、こ

れが外面には施文されないようである。類例は石神遺跡出土の資料にある(江坂 1970『石神遺跡』

50頁 16)。

以上のように えを述べたが、本遺跡では土器の出土点数が極端に少なく、また、遺構内でまとまっ

た状態での出土といった状況も確認できなかった。従って、出土状況といった他の情報を 慮するこ

とができず、断片的な資料について、型式学的な特徴から えざるを得なかった。これまでに述べた
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内容は、現時点ではいずれも推測の域を出るものではないが、今後の問題点として指摘しておく。

また本遺跡の過去の調査成果から、円筒土器下層ａ式が大木３式と併行関係であるとの えが提示

された(大沼1986)。しかし、一方南茅部町八木Ａ遺跡では、層位的な出土から、 (円筒土器)下層ａ１

式は大木１式後半、下層ａ２式は大木２ａ式と並行関係にあ(る)(阿部他1993)と えられている。本

遺跡からは、ル－プ文や羽状縄文を特徴とする大木１式と えられるものは出土していない。円筒土

器下層式と前期大木式の併行関係について、現時点で本遺跡出土の資料で判断することはできない。

しかし、来年度以降も継続される調査で、出土状況などに恵まれるならば、なんらかの手がかりが得

られる可能性はあろう。

20軒を越える住居跡、盛土遺構、貝塚、そして多量の石器類(特に礫石器類)を えた時、土器の出

土量の少なさは明らかに不自然であり、本遺跡の土器のあり方にについて、特殊な事情が想定される。

おそらく、円筒土器下層式期にみられる土器捨て場といった遺構が、いずこかに存在しているのかも

しれない。 (末光正卓)

Ⅶ まとめ
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３ 出土石器の特徴について

器種、石材の特徴

剝片石器の石材には黒曜石、頁岩、珪質頁岩、メノウ等があるが、ほとんどの製品の石材が頁岩で

ある。ただ、他の器種に比べて、石鏃には黒曜石を使用する割合は高い。

礫石器の石材には安山岩、泥岩、砂岩、軽石、片麻岩等があるが、礫石器のほとんどの石材が安山

岩製である。

礫石器はわれたもの、焼けたものが多く、またほとんどのものは接合しない。

すり石の中には、いわゆる 北海道式石冠 と呼ばれるものが多い。平成11年度には74点、12年度に

は64点、計138点出土している。これらがすり石の中で占める割合は、11年度は24.6％、12年度は13.1％

である。すり石全体における割合は17.5％である。分布の仕方はすり石のそれと同調している。

石皿は、20kg前後の巨大なものが、主に住居内から出土している。

石錘も比較的多く出ているが、大きさは不揃いで、打ち欠きは長軸上の両端２か所のみのものばか

りである。

器種別出土点数の比較［表８・23］

遺構と包含層を合わせた器種別の出土割合は、石槍またはナイフがフレイク、フレイク・チップを

除く剝片石器(1,900点)中5.2％、石鏃が27.4％、石錐が1.4％、つまみ付きナイフが20.0％、スクレイ

パーが24.1％、Ｕフレイクが16.4％、Ｒフレイクが5.4％である。傾向としては石錐が少なく、つまみ

付きナイフが多いようである。

また加工痕のない礫を除く礫石器(2,545点)中、石斧の割合は7.7％、たたき石は21.4％、すり石は

38.0％、石鋸は2.3％、砥石は6.0％、石錘は7.9％、石皿は13.8％、台石は1.7％、石製品は1.0％であ

る。石斧が少なく、すり石、石皿が多い感がある。

ふつう剝片石器の製品数のほうが礫石器の製品数を上回ることが多いが、当遺跡では剝片石器より

礫石器の方が多いのが特徴である。

平面上の出土分布について［図102～104］

平成11年度調査区の住居群や12年度調査区北側の盛土・住居群に重なる範囲での出土率が高い傾向

は、剝片石器、礫石器を問わず一定している。だが、住居Ｈ－12、15、17や土壙Ｐ－６～10が集中す

る範囲では、器種によって分布に相違がみられる。この範囲に重なる分布を示すのは、石鏃、つまみ

付きナイフ、スクレイパー、Ｕフレイク、Ｒフレイク、フレイクで、剝片石器が多い。たたき石、す

り石、石皿、礫は調査区全体にまんべんなく出土しているが、この範囲の密度が意外に薄いのが特徴

的である。一方これらの礫石器は、全く遺構が検出されなかったＧ～Ｋ－12～17区の範囲で、比較的

多く出土している。剝片石器と礫石器の間で、使用の際に場所的な違いがあったのかはわからないが、

このあたりを境に傾斜度が急に変化しており、沢状に落ち込むという地形的理由により、遺物が流れ

込んだ結果とも えられる。いずれにせよ特に12年度調査区は全体的に削平・攪乱の影響を受けてお

り、出土分布上の特徴のみでは器種ごとの性格を表せないことも付け加えておく。 (新家水奈)
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27分

17秒

141度

11分

59秒

19990506

～

19990831

20000701

～

20001027

2,500m

2,000m

計4,5

墓

土壙

盛土

道拡幅工事

に伴う事前調

査

所収遺跡名 種別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

虎杖浜２遺跡 集落

墓地

(貝塚)

縄文時代前期

早期

中期

後期

住居跡

土壙

・台石 他

自

遺構

土器

円筒土器下層式 他

石器

つまみ付きナイフ

北海道式石冠

石皿

縄文時代前

然遺物

サケ イノシシ

シカ 他

抄

を伴

う集

期の貝塚

落

報 告 書

★★★

1

★★
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